
国
際
的
物
議
呼
ん
だ
大
統
領
発
言

２
５
万
２
６
５
１
人
、
新

た
な
死
者
は
１
５
・
２
％
減

の
４
４
３
９
人
で
、
６
週
間

続
い
た
増
加
傾
向
が
途
切
れ

た
。
新
規
感
染
者
数
が
前
週

を
上
回
っ
た
の
は
南
麻
州
、

セ
ル
ジ
ッ
ペ
、
北
大
河
、
ロ
ラ

イ
マ
、
リ
オ
の
５
州
、
死
者

数
が
前
週
よ
り
増
え
た
の
は

麻
州
、
バ
イ
ア
、
セ
ル
ジ
ッ
ペ
、

ア
ラ
ゴ
ア
ス
、
ア
マ
ゾ
ナ
ス
、

ア
ク
レ
、
ミ
ナ
ス
、
サ
ン
タ

カ
タ
リ
ー
ナ
の
９
州
だ
っ
た
。

　

増
加
傾
向
中
断
は
、
１
１

月
以
降
の
増
加
傾
向
や
医
療

崩
壊
の
危
機
に
慌
て
た
自
治

体
が
外
出
規
制
を
強
化
し
た

事
の
効
果
と
も
と
れ
る
。
だ

が
、
第
５
２
週
は
２
４
日
の

集
計
発
表
が
平
日
よ
り
２
時

間
も
早
か
っ
た
上
、
２
５
日

か
ら
３
連
休
と
な
り
、
結
果

確
認
や
集
計
が
繰
り
越
さ
れ

た
可
能
性
が
強
い
。
感
染
再

拡
大
後
は
病
床
不
足
や
自
宅

で
亡
く
な
る
人
発
生
と
の
報

道
も
続
い
て
い
る
し
、
多
く

の
専
門
家
は
人
と
の
接
触
が

増
え
る
年
末
年
始
は
感
染
が

　

今
年
の
伯
国
で
何
が
起
こ
っ
た
か
。
年
内
最
後
の
発
行
と
な
る
本
紙
で
は
毎
年

恒
例
の
「
１
０
大
ニ
ュ
ー
ス
」
で
今
年
を
振
り
返
る
。
２
０
２
０
年
は
全
世
界
が

１
０
０
年
に
１
度
の
規
模
と
な
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
の
大
流
行
に
翻
弄

さ
れ
た
１
年
と
な
っ
た
た
め
、
１
０
大
ニ
ュ
ー
ス
の
ほ
と
ん
ど
も
、
そ
れ
と
は
切

り
離
せ
な
い
も
の
と
な
っ
た
。

　

ク
リ
ス
マ
ス
前
後
か
ら
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
で
、

い
ろ
ん
な
形
の
騒
動
が
起
き

て
い
る
。
ひ
と
つ
は
英
国
で

発
生
し
た
感
染
率
の
高
い

変
異
種
が
、
欧
州
の
他
の
国

や
日
本
で
も
見
つ
か
っ
た
こ

と
。
こ
れ
で
多
く
の
国
が
パ

ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
。
伯

　

第
３
位
は
「
フ
ラ
ヴ
ィ
オ

と
ケ
イ
ロ
ス
」。
１
８
年
１
２

月
に
発
覚
し
た
大
統
領
長
男

フ
ラ
ヴ
ィ
オ
上
議
の
ラ
シ
ャ

ジ
ー
ニ
ャ
疑
惑
の
捜
査
が
進

み
、
６
月
に
は
リ
オ
州
議

時
代
の
幽
霊
職
員
の
給
与
の

キ
ッ
ク
バ
ッ
ク
を
一
手
に
引
き

受
け
て
い
た
フ
ァ
ブ
リ
シ
オ
・

ケ
イ
ロ
ス
氏
が
逮
捕
さ
れ
た
。

　

第
４
位
は
「
セ
ル
ジ
オ
・

モ
ロ
法
相
の
辞
任
」。
ラ
ヴ
ァ・

ジ
ャ
ッ
ト
作
戦
の
裁
き
で
国
民

の
圧
倒
的
な
支
持
を
得
て
い

た
モ
ロ
法
相
が
４
月
２
４
日
、

突
如
辞
任
を
発
表
し
た
。
辞

任
会
見
で
、
大
統
領
が
フ
ラ

ヴ
ィ
オ
氏
を
は
じ
め
と
し
た

自
身
の
家
族
や
友
人
た
ち
へ

の
捜
査
を
恐
れ
、
リ
オ
の
連

警
人
事
に
干
渉
し
よ
う
と
し

た
が
か
な
わ
ず
、
連
警
の
長

官
を
辞
任
を
装
っ
て
解
任
し

た
こ
と
や
、
大
統
領
に
よ
る

連
警
人
事
へ
の
干
渉
が
辞
任

の
引
き
金
と
な
っ
た
と
暴
露

し
た
こ
と
は
、
今
も
尾
を
引

２
０
２
０
年
の
１
０
大
ニ
ュ
ー
ス

増
え
る
と
見
て
い
る
。

　

予
防
接
種
は
欧
州
や
中
南

米
で
も
始
ま
っ
た
が
、
伯
国

は
緊
急
使
用
許
可
や
正
式
登

録
の
申
請
さ
え
な
く
、
ワ
ク

チ
ン
購
入
契
約
数
も
不
十
分

で
、
死
者
増
加
や
経
済
活
動

の
回
復
の
遅
れ
、
接
種
開
始

国
が
伯
人
の
入
国
を
拒
否
す

る
可
能
性
な
ど
へ
の
懸
念
が

出
始
め
た
。
政
府
の
メ
デ
ィ

ア
攻
撃
や
大
統
領
の
接
種
拒

否
発
言
な
ど
で
、
正
し
い
情

報
が
伝
わ
ら
ず
、
接
種
を
躊

躇
す
る
人
も
出
て
い
る
。

　

今
回
の
世
論
調
査
は
１
２

月
８
〜
１
０
日
に
２
０
１
６

人
を
対
象
に
行
わ
れ
、
誤
差

の
範
囲
は
上
下
２
％
ポ
イ
ン

ト
だ
。
保
健
衛
生
以
外
の
問

題
は
失
業
１
３
％
、
経
済
危

機
８
％
、
汚
職
７
％
、
教

育
６
％
、
政
治
５
％
、
暴
力

４
％
、
イ
ン
フ
レ
２
％
と
続

ロ
ナ
の
感
染
者
は
前
日
比

１
万
８
４
７
９
人
増
の

７
４
８
万
４
２
８
５
人
、
死

者
は
前
日
比
３
４
４
人
増
の

１
９
万
１
１
３
９
人
、
回
復

者
は
６
５
１
万
５
３
７
０
人

（
８
７
・
１
％
）
で
、
治
療

中
の
人
は
７
７
万
７
７
７
６

人
（
１
０
・４
％
）
だ
。

　

２
０
〜
２
６
日
（
感

染
学
上
の
第
５
２
週
）
は

新
規
感
染
者
数
が
前
週

比
で
２
４
・
１
％
減
の

　

ダ
ッ
タ
フ
ォ
ー
リ
ャ
の
最

新
調
査
に
よ
る
と
、
国
民

の
２
７
％
は
現
政
権
最
大

の
問
題
は
保
健
衛
生
と
考

え
て
い
る
事
が
わ
か
っ
た
と

２
６
、２
７
日
付
伯
字
紙
、

サ
イ
ト
が
報
じ
た
。
６
月
は

１
９
％
だ
っ
た
か
ら
、
ボ
ル

ソ
ナ
ロ
大
統
領
と
ジ
ョ
ア
ン
・

ド
リ
ア
聖
州
知
事
と
の
ワ
ク

チ
ン
戦
争
や
新
型
コ
ロ
ナ
の

感
染
再
拡
大
な
ど
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
は
国
の
問
題

と
考
え
る
人
が
増
え
た
よ
う

だ
。

　

２
７
日
現
在
の
新
型
コ

コ
ロ
ナ
禍
深
刻
化
で
数
値
上
昇

今
年
は
ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
開
催

ワ
ク
チ
ン
戦
争
で
拍
車
が
か
か
る

く
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
は
３
％
だ
っ
た
。

　

保
健
衛
生
を
最
大
の
問
題

と
し
た
人
は
、
女
性
３
４
％

に
男
性
２
０
％
だ
っ
た
。
年

齢
層
で
は
４
５
〜
５
９
歳
の

人
、
所
得
別
で
は
最
低
賃
金

二
つ
ま
で
の
人
が
多
い
。
本

当
に
必
要
な
場
合
以
外
は
外

出
し
て
い
な
い
人
も
、
こ
の

割
合
が
３
１
％
と
高
い
。

　

ま
た
、
現
政
権
を
良
い
／

最
良
と
評
価
す
る
人
で
保
健

衛
生
を
最
大
の
問
題
と
し
た

人
は
２
３
％
だ
が
、
普
通
と

評
価
し
た
人
は
３
０
％
、
悪

い
／
最
悪
と
評
価
し
た
人
は

２
９
％
が
保
健
衛
生
を
懸

念
し
て
い
る
。
ま
た
、
感
染

を
怖
が
っ
て
い
る
人
や
状
況

は
悪
化
と
見
て
い
る
人
は
保

健
衛
生
を
問
題
視
す
る
人

が
３
０
％
を
超
え
た
が
、
既

に
感
染
し
た
人
や
感
染
が

怖
く
な
い
人
、
状
況
は
改

ダッタフォーリャの調査結果を伝える２６日
付ア・タルデ紙の記事の一部

聖市でのレヴェイロンの風景（Agencia Brasil）

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
に
波
乱
と
混
乱

聖市レヴェイロン

い
て
い
る
。　

　

第
５
位
は
「
疑
惑
の
閣
僚

会
議
」。
そ
の
モ
ロ
氏
の
辞

任
の
決
定
打
と
な
っ
た
４
月

２
２
日
の
閣
僚
会
議
の
様
子

が
１
カ
月
後
に
公
開
さ
れ
た

が
、
こ
こ
で
は
大
統
領
の
疑

惑
で
は
な
く
、「
最
高
裁
判

事
を
逮
捕
せ
よ
」
と
い
っ
た

ウ
ェ
イ
ン
ト
ラ
ウ
ビ
（
当
時
）

教
育
相
や
「
コ
ロ
ナ
禍
の
隙

に
環
境
法
を
ゆ
る
め
た
い
」

と
語
っ
た
サ
レ
ス
環
境
相
な

ど
の
問
題
発
言
が
む
し
ろ
目

立
っ
た
。

　

第
６
位
は
、
こ
う
し
た
連

邦
政
府
へ
の
反
抗
と
コ
ロ
ナ

対
策
で
影
響
力
を
得
た
ジ
ョ

ア
ン
・
ド
リ
ア
聖
州
知
事
を

は
じ
め
と
し
た
「
知
事
た
ち

の
反
乱
」。
第
７
位
は
、
そ

ん
な
知
事
た
ち
の
中
、
コ
ロ

ナ
禍
で
不
正
を
働
い
た
容
疑

で
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
・
ヴ
ィッ
ツ
ェ

ル
・
リ
オ
州
知
事
の
停
職
処

分
。
第
８
位
は
、
そ
の
リ
オ

選
出
の
フ
ロ
ル
デ
リ
ス
下
議

国
で
も
２
５
日
か
ら
、
英

国
か
ら
や
英
国
経
由
の
旅

行
者
の
入
国
が
禁
止
さ
れ

た
が
、
こ
の
変
異
種
が
国
内

で
も
確
認
さ
れ
な
い
か
が
大

い
に
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
商
業
部
門

の
抵
抗
だ
。
２
６
日
、「
生

活
必
需
の
産
業
以
外
は
全

て
閉
鎖
」
を
発
表
し
た
ア
マ

ゾ
ナ
ス
州
で
は
商
業
関
係
者

が
一
斉
に
反
発
。
州
都
マ
ナ

ウ
ス
の
中
心
部
で
は
、
デ
モ

参
加
者
に
よ
り
か
え
っ
て
人

だ
か
り
が
で
き
る
状
態
が
生

ま
れ
た
。
す
で
に
大
き
な
経

済
打
撃
を
受
け
、
緊
急
支

援
金
の
継
続
が
不
透
明
な

ど
、
国
民
の
反
発
が
以
前

よ
り
も
大
き
い
の
も
わ
か
る

が
、変
異
種
の
こ
と
も
あ
り
、

注
意
の
必
要
が
あ
る
。
聖

州
で
も
同
様
の
措
置
が
採

用
さ
れ
た
が
、
従
わ
な
い
店

な
ど
が
出
て
い
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

２
０
２
０
年
の
サ
ッ
カ
ー

の
年
納
め
は
３
０
日
の
ブ

ラ
ジ
ル
杯
準
決
勝
第
２
戦
。

ひ
と
つ
は
聖
市
モ
ル
ン
ビ
で

の
サ
ン
パ
ウ
ロ
対
グ
レ
ミ
オ

戦
。
も
う
ひ
と
つ
が
ベ
ロ
・

オ
リ
ゾ
ン
テ
で
の
ア
メ
リ
カ

Ｍ
Ｇ
対
パ
ル
メ
イ
ラ
ス
戦

と
な
る
。
準
決
勝
第
１
試
合

（
同
カ
ー
ド
）
の
時
点
で

は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
が
０
―
１

と
１
点
負
け
て
お
り
、
パ
ル

メ
イ
ラ
ス
は
１
―
１
で
引
き

分
け
て
い
る
。
３
０
日
で
決

勝
進
出
の
２
チ
ー
ム
が
決

ま
る
が
、
決
勝
戦
が
い
つ
行

わ
れ
る
の
か
は
現
時
点
で
は

決
ま
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
も

変
則
開
催
の
混
乱
ゆ
え
か
。

　
　
　
　
　

◎

　

ク
リ
ス
マ
ス
中
も
雨
粒
こ

そ
落
ち
な
か
っ
た
が
肌
寒

く
、
ク
リ
ス
マ
ス
が
明
け
た

ら
天
候
も
崩
れ
は
じ
め
た

聖
州
。
予
報
だ
と
、
こ
の

悪
天
候
は
年
末
の
み
な
ら

ず
、年
始
ま
で
続
き
、連
日
、

雨
が
降
り
や
す
い
と
い
う
。

混
乱
し
た
今
年
を
象
徴
す

る
か
の
よ
う
な
、
穏
や
か
な

ら
ぬ
年
の
瀬
だ
が
、
水
害
が

起
き
な
い
こ
と
と
、
来
年
は

コ
ロ
ナ
禍
が
少
し
で
も
好
転

す
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
世
界
的
流

行
（
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
）
で

経
済
活
動
が
落
ち
込
ん
だ

中
、
伯
国
の
株
式
市
場
で

は
、
新
規
上
場
し
た
会
社
の

株
式
や
既
存
の
会
社
が
新

た
に
発
行
し
た
株
式
の
総
計

が
１
１
７
０
億
レ
ア
ル
に
上

り
、
新
記
録
を
更
新
。
来
年

は
さ
ら
に
多
く
の
株
式
が
市

場
に
出
回
る
見
込
み
と
２
８

日
付
エ
ス
タ
ー
ド
紙
が
報
じ

た
。

　

新
た
な
株
式
提
供
は
個
人

投
資
家
倍
増
と
い
う
、
思
い

が
け
な
い
結
果
も
招
い
た
。

こ
れ
ら
の
動
き
は
、
年
２
％

と
い
う
史
上
最
低
の
経
済
基

本
金
利
（
Ｓ
ｅ
ｌ
ｉ
ｃ
）
の

影
響
や
、
デ
ジ
タ
ル
化
で
個

人
投
資
家
も
株
の
取
引
に
参

加
し
や
す
く
な
っ
た
事
を
受

け
た
も
の
だ
。

　

史
上
最
低
の
低
金
利
と
い

う
現
状
は
、
通
常
の
フ
ァ
ン

ド
や
貯
蓄
預
金
で
は
イ
ン
フ

レ
率
以
上
の
利
息
が
つ
か
な

い
と
い
う
事
態
を
生
ん
だ
。

こ
の
事
と
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に

よ
る
先
行
き
不
安
は
、
少
々

の
リ
ス
ク
を
犯
し
て
も
利
益

が
望
め
る
株
な
ど
の
金
融
派

生
商
品
に
手
を
出
す
人
を
増

や
す
要
因
と
な
っ
た
。
そ
の

上
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

み
、
取
引
に
参
加
し
や
す
く

な
っ
た
こ
と
で
個
人
投
資
家

は
３
２
０
万
人
に
倍
増
。
彼

ら
の
投
資
額
は
４
２
４
０
億

レ
ア
ル
に
上
る
。
増
加
傾
向

は
さ
ら
に
続
き
そ
う
だ
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
証
券
取
引
市

場
（
Ｂ
３
）
の
ジ
ル
ソ
ン
・

フ
ィ
ン
ケ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
社

長
は
、
個
人
投
資
家
急
増
に

驚
き
つ
つ
、「
個
人
投
資
家

は
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
取
引
額

が
落
ち
始
め
た
事
を
株
式
市

場
か
ら
撤
退
す
る
機
会
と
考

え
ず
、
参
入
す
る
機
会
に
し

た
」
と
評
価
し
て
い
る
。

　

今
年
の
Ｂ
３
で
の
新
た
な

株
式
提
供
額
は
１
１
７
０
億

レ
ア
ル
で
、
１
９
年
の

９
０
０
億
レ
ア
ル
を
大
幅
に

上
回
っ
た
が
、
来
年
の
新
規

株
式
の
総
額
は
１
４
０
０
億

レ
ア
ル
に
及
ぶ
と
見
ら
れ
て

い
る
。
２
８
社
が
新
規
上
場

と
い
う
数
字
も
、
最
後
に
株

式
提
供
が
増
え
た
０
７
年
以

来
と
な
る
快
挙
だ
と
い
う
。

　

聖
市
毎
年
恒
例
の
年
越
し

イ
ベ
ン
ト「
レ
ヴ
ェ
イ
ロ
ン
」

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
と
な
る
。

　

レ
ヴ
ェ
イ
ロ
ン
は
、
聖
市

最
大
の
繁
華
街
で
あ
る
パ
ウ

リ
ス
タ
大
通
り
で
毎
年
１
２

月
３
１
日
に
行
わ
れ
る
コ
ン

サ
ー
ト
を
中
心
と
す
る
イ
ベ

ン
ト
だ
。
コ
ン
サ
ー
ト
の
動

員
数
は
毎
年
延
べ
１
０
０
万

人
以
上
を
記
録
し
、
市
の
観

光
上
、
大
事
な
イ
ベ
ン
ト
と

目
さ
れ
て
い
る
。

　

だ
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

宮
で
隔
離
生
活
を
過
ご
す

こ
と
に
な
る
。
２
８
日
の

報
道
に
よ
る
と
、
モ
ウ
ロ

ン
氏
は
体
の
痛
み
や
頭
痛

を
感
じ
、
３
７
度
台
の
熱

を
出
し
た
た
め
、
投
薬
を

受
け
て
い
る
。

　

三
権
の
長
は
、
７
月
に
感

染
し
た
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大
統
領

を
は
じ
め
、
ダ
ヴ
ィ
・
ア
ル

コ
ル
ン
ブ
レ
上
院
議
長
が
３

月
、
ロ
ド
リ
ゴ
・
マ
イ
ア
下

外国為替市況
中銀サイトより

12月28日午後 4時現在
米ドル相場

売　5.258  R$
買　5.256  R$

円相場
売　0.0505  R$
買　0.0505  R$

新
規
株
が
１
１
７
０
億
レ
に

来
年
は
１
４
０
０
億
レ
の
予
想
も

今
年
の
目
玉
ア
ー
ティ
ス
ト
は
？

ダッタフォーリャ

政
権
最
大
の
問
題
は
保
健
衛
生

株式市場

モ
ウ
ロ
ン
副
大
統
領
が
コ
ロ
ナ
に

三
権
高
官
は
全
員
感
染
を
確
認

ボルソナロ大統領（Alan Santos PR）
　
「
１
０
大
ニ
ュ
ー
ス
」
の
第

１
位
は
「
コ
ロ
ナ
禍
と
ボ
ル

ソ
ナ
ロ
大
統
領
」。
世
界
各

国
の
首
脳
が
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
で
外
出
自
粛
規
制
の

対
策
を
行
う
中
、
ボ
ル
ソ
ナ

ロ
大
統
領
は
「
あ
ん
な
の
は

た
だ
の
風
邪
」「
そ
れ
が
ど
う

し
た
。
人
生
は
続
く
」「
墓

掘
人
で
は
な
い
の
で
死
者
の

数
は
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
の

発
言
を
行
い
、
国
際
的
に

物
議
を
醸
し
た
。
伯
国
で
の

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
死
者
数
は

２
０
万
に
も
迫
る
勢
い
で
世

界
ワ
ー
ス
ト
２
位
だ
。

　

第
２
位
は「
反
民
主
主
義
、

フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
捜
査
」。

ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大
統
領
は
コ
ロ

ナ
禍
が
は
じ
ま
っ
た
最
中
の

３
〜
５
月
頃
、
自
身
の
意
に

沿
わ
な
い
連
邦
議
会
や
最
高

裁
に
対
し
、
ア
ン
チ
の
デ
モ

を
煽
っ
た
。
民
主
主
義
の
原

則
で
あ
る
「
三
権
分
立
」
を

脅
か
す
こ
の
行
為
は
国
民
の

強
い
反
感
を
招
い
た
。
そ
の

結
果
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
を

多
用
し
て
こ
の
「
反
民
主
主

義
デ
モ
」
を
煽
っ
た
政
治
家

や
企
業
家
、
愛
国
主
義
者
に

対
す
る
一
斉
捜
査
が
行
わ
れ
、

大
統
領
に
対
す
る
罷
免
請
求

も
続
発
。
大
統
領
は
罷
免
を

恐
れ
、
こ
れ
以
降
ト
ー
ン
ダ

ウ
ン
。
中
道
勢
力
「
セ
ン
ト

ロ
ン
」
に
接
近
す
る
な
ど
、

方
向
性
を
変
え
た
。

　

２
７
日
、
ア
ミ
ウ
ト
ン
・

モ
ウ
ロ
ン
副
大
統
領
が
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
と

発
表
さ
れ
た
。
同
日
付
伯
字

サ
イ
ト
が
報
じ
て
い
る
。

　

モ
ウ
ロ
ン
副
大
統
領
は

２
７
日
夜
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
テ
ス
ト

の
結
果
が
陽
性
だ
っ
た
こ
と

を
発
表
し
た
。

　

声
明
に
よ
る
と
、
同
副

大
統
領
は
感
染
に
つ
き
、

し
ば
ら
く
は
ジ
ャ
ブ
ル
ー

の
夫
殺
害
計
画
実
行
事
件
。

第
９
位
は
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

の
米
国
大
統
領
選
敗
北
と
全

国
市
長
選
で
の
ボ
ル
ソ
ナ
ロ

大
統
領
応
援
候
補
の
敗
戦
。

そ
し
て
第
１
０
位
に
、
外
出

自
粛
令
で
経
済
的
大
打
撃
を

受
け
、
多
く
の
国
民
が
緊
急

支
援
金
頼
み
の
生
活
に
陥
っ

た
、
国
民
の
「
新
し
い
日
常
」

が
選
ば
れ
た
。

コロナ禍に苦しめられた１年
（１） ２０２０（令和二）年第５６４２号  １２月 ２９日 （火曜日）

善
中
と
見
て
い
る
人
で
は
、

２
５
％
、
２
２
％
、
２
０
％

だ
っ
た
。
緊
急
支
援
金
の
受

給
者
の
３
０
％
、
緊
急
支
援

金
が
唯
一
の
収
入
源
だ
っ
た

人
の
２
７
％
も
保
健
衛
生
を

最
重
視
し
て
い
る
。

び
そ
う
な
の
は
、
女
性
の
セ

ル
タ
ネ
ー
ジ
ャ
・
ド
ゥ
プ

ロ
、
マ
イ
ア
ラ
＆
マ
ラ
イ
ー

ザ
だ
。
彼
女
た
ち
は
、現
在
、

国
内
で
最
も
人
気
の
あ
る
女

性
歌
手
マ
リ
リ
ア
・
メ
ン
ド

ン
サ
に
次
ぐ
く
ら
い
の
人
気

を
集
め
て
い
る
。

　

若
者
に
大
人
気
の
フ
ァ
ン

キ
か
ら
は
レ
ク
サ
と
М
Ｃ
ギ

メ
が
参
加
す
る
。

　

サ
ン
バ
は
、
今
年
の
ス
ペ

シ
ャ
ル
グ
ル
ー
プ
の
優
勝

チ
ー
ム
、
ア
ギ
ア
ス
・
デ
・

オ
ウ
ロ
が
参
加
。
９
０
年
代

の
パ
ゴ
ッ
ジ
・
ブ
ー
ム
の
大

物
た
ち
が
出
演
す
る
シ
ョ
ー

も
あ
り
、
フ
ン
ド
・
デ
・
キ

ン
タ
ル
、
サ
ン
ド
ラ
・
デ
・

サ
ー
、
パ
ゴ
ッ
ジ
・
ド
・
ペ

ジ
ー
ニ
ョ
な
ど
の
競
演
が
見

ら
れ
る
。

　

近
年
、
国
内
の
批
評
家
た

ち
が
最
も
評
価
す
る
ヒ
ッ
プ

ホ
ッ
プ
も
、
そ
の
代
表
格
で

あ
る
ラ
シ
ド
や
レ
ア
ル
・
ダ
・

リ
マ
、
ジ
ュ
プ
・
ド
・
バ
イ

ロ
ら
が
出
演
。
勢
い
の
あ
る

と
こ
ろ
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
そ

う
だ
。
ま
た
、
ゴ
ス
ペ
ル
歌

手
の
ト
ニ
ー
・
ア
リ
ソ
ン
や

エ
リ
ア
ナ
・
リ
ベ
イ
ロ
ら
も

参
加
す
る
。

　

ネ
ッ
ト
で
の
中
継
は
３
１

日
午
後
５
時
半
か
ら
で
、
聖

市
観
光
局
の
サ
イ
ト
か
ら
生

中
継
さ
れ
る
。

院
議
長
が
９
月
、
ル
イ
ス
・

フ
ク
ス
最
高
裁
長
官
は
９
月

の
就
任
式
直
後
に
感
染
し
て

お
り
、
モ
ウ
ロ
ン
氏
は
数
少

な
い
未
感
染
者
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
連
邦
政
府
の
閣

僚
も
、
保
健
相
や
教
育
相
、

鉱
山
動
力
相
、
市
民
相
、

科
学
技
術
相
、
通
信
相
、

大
統
領
府
秘
書
室
長
官
、

同
安
全
保
障
室
長
官
、
官

房
長
官
な
ど
、
１
３
人
が

罹
患
。
１
０
月
に
は
８
３

歳
の
ア
ロ
ル
デ
・
デ
・
オ

リ
ヴ
ェ
イ
ラ
上
議
が
死
亡

し
、
政
界
で
初
め
て
の
犠

牲
者
と
な
っ
た
。

よ
り
、
パ
ウ
リ
ス

タ
大
通
り
で
の
コ

ン
サ
ー
ト
や
、
人

気
の
高
い
、
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
の
花

火
打
ち
上
げ
は
中

止
と
な
っ
た
。

　

そ
の
代
わ
り
、

ネ
ッ
ト
で
中
継
を

結
び
、
そ
れ
ぞ
れ

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

が
い
る
場
所
か
ら

コ
ン
サ
ー
ト
を
届

け
る
ヴ
ァ
ー
チ
ャ

ル
・
ス
タ
イ
ル
で
、

レ
ヴ
ェ
イ
ロ
ン
が

開
催
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　

最
も
人
気
を
呼



全
ぜん

停
てい

止
し

した日
にっ

系
けい

社
しゃ

会
かい

の活
かつ

動
どう

（２）２０２０（令和二）年 第５６４２号	１２月	２９日	（火曜日）

ＮＨＫサイトの紹
しょう

介
かい

ページ（https://www6.nhk.or.jp/
nhkpr/post/original.html?i=27075）

日に
っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

が
活か

つ

動ど
う

停て
い

止し

一い
ち

時じ

的て
き

に
完か

ん

全ぜ
ん

休き
ゅ
う

眠み
ん

に

　

２
月が

つ

２
５
日に

ち

に
ブ
ラ
ジ
ル
で
最さ

い

初し
ょ

の
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
患か

ん

者じ
ゃ

が
確か

く

認に
ん

さ
れ
、
３
月が

つ

１
７
日に

ち

に
最さ

い

初し
ょ

の
死し

亡ぼ
う

が
確か

く

認に
ん

さ
れ
、
ブ
ラ
ジ
ル
社し

ゃ

会か
い

の
緊き

ん

迫ぱ
く

度ど

が
一い

っ

気き

に
上あ

が
っ
た
。
同ど

う

２
１

日に
ち

に
ジ
ョ
ア
ン
・
ド
リ
ア
聖せ

い

州し
ゅ
う

知ち

事じ

が
緊き

ん

急き
ゅ
う

記き

者し
ゃ

会か
い

見け
ん

を
開ひ

ら

い
て
非ひ

常じ
ょ
う

事じ

態た
い

宣せ
ん

言げ
ん

を

し
、
２
４
日か

か
ら
「
２
週

し
ゅ
う

間か
ん

の
ク
ア
レ
ン
テ
ナ
」（
外が

い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
く）
を
行お

こ
な
う
と
発は

っ

表ぴ
ょ
うし
た
。

４
～
５
月が

つ

の
全す

べ

て
の
イ
ベ
ン
ト
が
中

ち
ゅ
う

止し

・
延え

ん

期き

さ
れ
、
未み

曾ぞ

有う

の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
始は

じ

ま

っ
た
。
ウ
イ
ル
ス
に
振ふ

り
回ま

わ

さ
れ
た
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

の
１
年ね

ん

を
振ふ

り
返か

え

る
。

コ
ロ
ナ
に
振ふ

り
回ま

わ

さ
れ
た
異い

例れ
い

の
年と

し

コ
ロ
ニ
ア
１
０
大だ

い

ニ
ュ
ー
ス

　弓
ゆ

場
ば

農
の う

場
じょう

で毎
ま い

年
と し

恒
こ う

例
れ い

の「クリスマスの集
つ ど

い」が、初
は じ

めて動
ど う

画
が

配
は い

信
し ん

サイトユーチューブで１２月
が つ

２５日
に ち

に配
は い

信
し ん

された。その第
だ い

２回
か い

公
こ う

演
え ん

も３０日
に ち

にライブ配
は い

信
し ん

が予
よ

定
て い

されている。
　弓

ゆ

場
ば

農
の う

場
じょう

は現
げ ん

在
ざ い

新
し ん

型
が た

コロナウイルス感
か ん

染
せ ん

対
た い

策
さ く

の為
た め

、
３月

が つ

から農
の う

場
じょう

外
が い

の人
に ん

間
げ ん

は入
にゅう

場
じょう

禁
き ん

止
し

の状
じょう

態
た い

を継
け い

続
ぞ く

。本
ほ ん

年
ね ん

で創
そ う

立
り つ

８５周
しゅう

年
ね ん

を迎
む か

える同
ど う

農
の う

場
じょう

は、今
こ ん

回
か い

は初
は じ

めてオ
ンライン中

ちゅう

継
け い

をしながらこの集
つ ど

いを行
おこな

った。
　２５日

に ち

は、子
こ

供
ど も

達
た ち

のコーラスや管
か ん

弦
げ ん

楽
が っ

器
き

、ピアノに
よる日

に

本
ほ ん

の曲
きょく

などの演
え ん

奏
そ う

から始
は じ

まり、ダンスの部
ぶ

は小
お

原
は ら

明
あ き

子
こ

氏
し

（８５、東
と う

京
きょう

都
と

）の振
ふ

り付
つ

けによる「日
に

本
ほ ん

の太
た い

鼓
こ

」、「テン・リトル・インディアン」を、三
さ ん

部
ぶ

の演
え ん

劇
げ き

は
弓

ゆ

場
ば

幸
さ ち

江
え

氏
し

（３２、三
さ ん

世
せ い

）振
ふ

り付
つ

けの「オーソレミオ」、
「小

こ

人
び と

のくつや」（脚
きゃく

色
しょく

、演
え ん

出
しゅつ

、美
び

術
じゅつ

、照
しょう

明
め い

、音
お ん

楽
が く

/ 
熊
く ま

本
も と

由
ゆ

美
み

子
こ

）の影
か げ

絵
え

劇
げ き

を次
つ ぎ

々
つ ぎ

と公
こ う

演
え ん

し、サンパウロ各
か く

地
ち

に住
す

む弓
ゆ み

場
ば

の親
し ん

戚
せ き

や知
ち

人
じ ん

などの視
し

聴
ちょう

者
し ゃ

を沸
わ

かせた。
　コムニダーデ・ユバ協

きょう

会
か い

の矢
や

崎
ざ き

勇
いさむ

代
だ い

表
ひょう

は、「今
こ

年
と し

は
コロナの影

え い

響
きょう

が多
お お

く、我
が

慢
ま ん

と苦
く

労
ろ う

の１年
ね ん

でした。そん
な中

な か

、ユバはまだ奇
き

跡
せ き

的
て き

にも感
か ん

染
せ ん

者
し ゃ

はでていません。
今

こ

年
と し

は形
かたち

は違
ち が

いますが、ぜひ自
じ

宅
た く

で楽
た の

しんでください」
と語

か た

る。
　なお同

ど う

イベントは、ブラジル政
せ い

府
ふ

のアルディールブラ
ンク文

ぶ ん

化
か

緊
き ん

急
きゅう

法
ほ う

Lei  Emergência Cultural Aldir Blnc）
の文

ぶ ん

化
か

支
し

援
え ん

を受
う

けた。
　「弓

ゆ

場
ば

農
の う

場
じょう

クリスマスの集
つ ど

い」は、ブラジル時
じ

間
か ん

１２
月
が つ

３０日
に ち

１９時
じ

３０分
ぷ ん

にユーチューブ及
お よ

びインスタグ
ラム（ユーチューブ＝ https:/ /youtu.be/kP7PD7se-
UM ／インスタグラム＝ https ://www.instagram.com/
comunidadeyuba/）で配

は い

信
し ん

予
よ

定
て い

。また、２５日
に ち

の公
こ う

演
え ん

動
ど う

画
が

も同
ど う

サイト（https://youtu.be/t_c62Wpg9Vg）
より視

し

聴
ちょう

可
か

能
の う

。

３０日
にち
にオンライン配

はい
信
しん

弓
ゆ

場
ば

農
のう

場
じょう

クリスマスの集
つど

い

□
年ね

ん

末ま
つ

年ね
ん

始し

の

刊か
ん

行こ
う

予よ

定て
い

□

　

２
９
日に

ち

（
火か

）
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・

Ｂ
Ｓ
１
で
「
ワ
タ
シ
た
ち
は

ガ
イ
ジ
ン
じ
ゃ
な
い
！
」
が
日に

本ほ
ん

時じ

間か
ん

午ご

後ご

９
時じ

か
ら
午ご

後ご

１
０
時じ

４
９
分ぷ

ん

ま
で
放ほ

う

送そ
う

さ

れ
る
。
１
９
９
０
年ね

ん

に
入

に
ゅ
う

管か
ん

法ほ
う

改か
い

正せ
い

に
よ
り
、
多お

お

く
の
日に

っ

系け
い

外が
い

国こ
く

人じ
ん

が
労ろ

う

働ど
う

者し
ゃ

と
し
て

来ら
い

日に
ち

。
夢ゆ

め

を
抱だ

き
日に

本ほ
ん

に
や

っ
て
来き

た
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

青せ
い

年ね
ん

の
３
０
年ね

ん

間か
ん

を
芝し

ば

居い

と
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
交ま

じ

え
描え

が

く
。

　

日に
っ

系け
い

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

が
多お

お

く

住す

む
名な

古ご

屋や

市し

の
第だ

い

九く

団だ
ん

地ち

の
一い

っ

角か
く

で
「
日に

本ほ
ん

に
お
け
る
一ひ

と

人り

芝し
ば

居い

の
第だ

い

一い
ち

人に
ん

者し
ゃ

」
の
イ

ッ
セ
ー
尾お

形が
た

さ
ん
が
一ひ

と

人り

芝し
ば

居い

を
繰く

り
広ひ

ろ

げ
る
。
映え

い

画が
「
Ｇ

Ｏ
」
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝あ

さ

ド
ラ
「
あ

ま
ち
ゃ
ん
」
を
手て

掛が

け
た
有ゆ

う

名め
い

脚き
ゃ
く

本ほ
ん

家か

の
宮み

や

藤ふ
じ

官か
ん

九く

朗ろ
う

に

よ
る
書か

き
下お

ろ
し
。

　

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
部ぶ

分ぶ
ん

に

は
日に

っ

系け
い

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

写し
ゃ

真し
ん

家か

の
マ
エ
ダ
・
ジ
ュ
ニ
オ
ー
ル
さ

ん
が
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
に
収お

さ

め
て

来き

た
３
０
年ね

ん

の
歩あ

ゆ

み
や
、
一ひ

と

人り

芝し
ば

居い

を
観か

ん

劇げ
き

し
た
ブ
ラ
ジ

ル
人じ

ん

の
人じ

ん

生せ
い

や
、
孤こ

独ど
く

死し

が

発は
っ

生せ
い

し
た
団だ

ん

地ち

で
支し

援え
ん

を
続つ

づ

け
て
い
る
日に

本ほ
ん

人じ
ん

な
ど
の
取し

ゅ

材ざ
い

し
た
映え

い

像ぞ
う

な
ど
も
入は

い

る
。

　

番ば
ん

組ぐ
み

は
Ｂ
Ｓ
１
で
放ほ

う

送そ
う

後ご

、
３
０
日に

ち

（
水す

い

）
に
Ｎ
Ｈ

Ｋ
オ
ン
デ
マ
ン
ド
と
い
う
オ

ン
ラ
イ
ン
配は

い

信し
ん

サ
ー
ビ
ス
で

配は
い

信し
ん

さ
れ
る
予よ

定て
い

。
ま
た
、

Ｕ-

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
と
い
う
定て

い

額が
く

制せ
い

動ど
う

画が

・
雑ざ

っ

誌し

配は
い

信し
ん

サ
イ
ト

で
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
オ
ン
デ
マ
ン
ド

で
配は

い

信し
ん

さ
れ
て
い
る
動ど

う

画が

が

視し

聴ち
ょ
うで
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
設も

う

け
て
い
る
。

　

２
９
日に

ち

（
火か

）
付づ

け
本ぼ

ん

号ご
う

が
今こ

年と
し

最さ
い

後ご

の
通つ

う

常じ
ょ
う

版ば
ん

刊か
ん

行こ
う

と
な
る
。
新し

ん

年ね
ん

号ご
う

は
３
０
日に

ち

頃ご
ろ

に
配は

い

達た
つ

・
発は

っ

送そ
う

す
る
予よ

定て
い

。

年ね
ん

始し

は
５
日か

（
火か

）
付づ

け
が

最さ
い

初し
ょ

の
刊か

ん

行こ
う

日び

と
な
る
。

れ
る
が
、
今こ

年と
し

は
ほ
ぼ
中

ち
ゅ
う

止し

さ
れ
た
。
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

が
一い

ち

時じ

的て
き

に
全ぜ

ん

停て
い

止し

状じ
ょ
う

態た
い

に
陥

お
ち
い
っ
た

異い

例れ
い

の
年と

し

だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
増ふ

え
た
。

　

通つ
う

常じ
ょ
うな
ら
毎ま

い

週し
ゅ
うの
よ
う
に

全ぜ
ん

伯ぱ
く

各か
く

地ち

で
「
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
」

タ
イ
プ
の
イ
ベ
ン
ト
が
開か

い

催さ
い

さ

　

新し
ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
自じ

粛し
ゅ
くに
よ
り
、
日に

っ

系け
い

団だ
ん

体た
い

は
例れ

い

年ね
ん

の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

開か
い

催さ
い

が
中

ち
ゅ
う

止し

や
延え

ん

期き

に
追お

い

込こ

ま
れ
た
。

　

例た
と

え
ば
、
４
月が

つ

の
花は

な

祭ま
つ

り

は
中

ち
ゅ
う

止し

、
７
月が

つ

の
七た

な
ば
た夕
ま
つ

り
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
、
１
２

月が
つ

の
東と

う

洋よ
う

祭ま
つ

り
や
餅も

ち

つ
き
な

ど
「
年ね

ん

末ま
つ

の
聖せ

い

市し

の
風ふ

う

物ぶ
つ

詩し

」

と
言い

わ
れ
る
代だ

い

表ひ
ょ
う

的て
き

な
イ
ベ

ン
ト
も
中

ち
ゅ
う

止し

に
な
っ
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
学が

っ

校こ
う

が
閉へ

い

鎖さ

さ

れ
た
の
に
伴と

も
な
い
、
日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

も
一い

ち

次じ

は
全ぜ

ん

面め
ん

的て
き

に
活か

つ

動ど
う

を
停て

い

止し

。
５
月が

つ

ぐ
ら
い
か
ら

徐じ
ょ

々じ
ょ

に
オ
ン
ラ
イ
ン
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うを

取と

り
入い

れ
た
り
、
独ど

く

自じ

の
工く

夫ふ
う

を
し
て
教

き
ょ
う

育い
く

を
継け

い

続ぞ
く

す
る

第
だ い

１位
い

中な
か

に
は
コ
ロ
ナ
で
亡な

く
な
る
人ひ

と

も

異い

例れ
い

に
多お

お

い
著ち

ょ

名め
い

人じ
ん

の
訃ふ

報ほ
う

第
だい

２位
い

　

コ
ロ
ナ
に
関か

ん

係け
い

あ
る
な
し

に
関か

か

わ
ら
ず
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

中ち
ゅ
うに
は
異い

例れ
い

に
多お

お

く
の
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

著ち
ょ

名め
い

人じ
ん

が
亡な

く
な
っ
た
。

▼
弓ゆ

場ば

農の
う

場じ
ょ
うの
「
ク
リ
ス
マ
ス

の
集つ

ど

い
」
の
演え

ん

劇げ
き

脚き
ゃ
く

本ほ
ん

・
演え

ん

出し
ゅ
つを
手て

掛が

け
た
矢や

崎ざ
き

正ま
さ

勝か
つ

さ

ん
▼
サ
ン
パ
ウ
ロ
人じ

ん

文も
ん

研け
ん

元も
と

顧こ

問も
ん

の
鈴す

ず

木き

正ま
さ

威た
け

さ
ん
▼
コ

ロ
ニ
ア
文ぶ

ん

芸げ
い

界か
い

を
支さ

さ

え
た
安あ

良ら

田た

済す
む

さ
ん
▼
福ふ

く

博は
く

村そ
ん

会か
い

会か
い

長ち
ょ
うな
ど
を
歴れ

き

任に
ん

し
た
大お

お

浦う
ら

文ふ
み

雄お

さ
ん
▼
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

し
ゅ
う

立り
つ

交こ
う

響き
ょ
う

楽が
く

団だ
ん

合が
っ

唱し
ょ
う

団だ
ん

指し

揮き

者し
ゃ

の
宗む

な
か
た像
直な

お

美み

さ
ん
▼
「
移い

民み
ん

の
父ち

ち

」
上う

え

塚つ
か

周し
ゅ
う

平へ
い

を
知し

る
最さ

い

期ご

の
生い

き
証

し
ょ
う

人に
ん

、
安や

す

永な
が

忠た
だ

邦く
に

さ
ん
▼
ブ
ラ
ジ
ル
柔

じ
ゅ
う

道ど
う

代だ
い

表
ひ
ょ
う

団だ
ん

元も
と

監か
ん

督と
く

＝
篠し

の

原は
ら

正ま
さ

夫お

さ
ん

▼
マ
リ
ン
ガ
ー
の
カ
メ
ラ
業

ぎ
ょ
う

界か
い

草く
さ

分わ

け
の
植う

え

田だ

憲け
ん

司じ

さ
ん

▼
ブ
ラ
ジ
ル
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

連れ
ん

合ご
う

元も
と

会か
い

長ち
ょ
う・
本ほ

ん

藤ど
う

利と
お
るさ
ん

▼
ブ
ラ
ジ
ル
ヤ
ン
マ
ー
株か

ぶ

式し
き

会が
い

社し
ゃ

社し
ゃ

長ち
ょ
う、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

商し
ょ
う

工こ
う

会か
い

議ぎ

所し
ょ

第だ
い

８
代だ

い

会か
い

頭と
う

な
ど
を
歴れ

き

任に
ん

し
た
後ご

藤と
う

隆た
か
しさ

ん
▼
オ
イ
ス
カ
・
ブ
ラ
ジ
ル

総そ
う

局き
ょ
くの
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
、
高た

か

木き

大や
ま
と和
オ
ズ
ワ
ル

ド
さ
ん
▼
サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

の
元も

と

事じ

務む

局き
ょ
く

長ち
ょ
う、

山や
ま

下し
た

忠た
だ

男お

さ
ん
▼
元も

と

サ
ン
パ

ウ
ロ
新し

ん

聞ぶ
ん

デ
ス
ク　

笹さ
さ

井い

宏こ
う

次じ

朗ろ
う

さ
ん
▼
イ
タ
ケ
ー
ラ
日に

っ

系け
い

ク
ラ
ブ
会か

い

長ち
ょ
う、
茨

い
ば
ら

城き

県け
ん

人じ
ん

会か
い

会か
い

長ち
ょ
う、
こ
ど
も
の
そ
の
副ふ

く

理り

事じ

長ち
ょ
うな

ど
を
歴れ

き

任に
ん

し
た
鈴す

ず

木き

康や
す

夫お

さ
ん
▼
ブ
ラ
ジ
ル
愛あ

い

知ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
元も

と

会か
い

長ち
ょ
う、
元も

と

愛あ
い

知ち

県け
ん

費ぴ

留り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

の
豊と

よ

田だ

ル
ミ

さ
ん
▼
リ
オ
州

し
ゅ
う

日に
っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

体た
い

育い
く

連れ
ん

盟め
い

理り

事じ

長ち
ょ
う、
ブ
ラ
ジ
ル

農の
う

業ぎ
ょ
う

拓た
く

殖し
ょ
く

協き
ょ
う

同ど
う

組く
み

合あ
い

中
ち
ゅ
う

央お
う

会か
い

（
農の

う

拓た
く

協き
ょ
う）
会か

い

長ち
ょ
うな
ど

を
歴れ

き

任に
ん

し
た
原は

ら

林り
ん

平ぺ
い

さ
ん
▼

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

ア
マ
チ
ュ
ア
歌か

謡よ
う

連れ
ん

盟め
い

の
名め

い

誉よ

会か
い

長ち
ょ
うを
務つ

と

め

て
い
た
北き

た

川が
わ

朗あ
き

久ひ
さ

さ
ん
▼
マ

リ
ン
ガ
文ぶ

ん

化か

体た
い

育い
く

協き
ょ
う

会か
い

の
会か

い

長ち
ょ
うや
マ
リ
ン
ガ
市し

議ぎ

、
マ
リ
ン

ガ
地ち

区く

日に

本ほ
ん

語ご

学が
っ

校こ
う

連れ
ん

合ご
う

会か
い

会か
い

長ち
ょ
うも
務つ

と

め
た
安や

す

永な
が

修し
ゅ
う

道ど
う

さ

ん
▼
サ
ン
パ
ウ
ロ
日に

っ

伯ぱ
く

援え
ん

護ご

協き
ょ
う

会か
い

の
元も

と

評ひ
ょ
う

議ぎ

員い
ん

会か
い

会か
い

長
ち
ょ
う

の
加か

藤と
う

英ひ
で

世よ

氏し

▼
元も

と

本ほ
ん

紙し

営え
い

業ぎ
ょ
う

部ぶ

長ち
ょ
う、
南な

ん

米べ
い

浄じ
ょ
う

土ど

真し
ん

宗
し
ゅ
う

本ほ
ん

願が
ん

寺じ

（
西に

し

本ほ
ん

願が
ん

寺じ

）
の
僧そ

う

侶り
ょ

だ
っ
た
中な

か

野の

晃こ
う

治じ

さ
ん
▼

オ
ザ
ス
コ
日に

っ

伯ぱ
く

文ぶ
ん

化か

体た
い

育い
く

協
き
ょ
う

会か
い

顧こ

問も
ん

の
小こ

東ひ
が
し

光み
つ

男お

さ
ん
▼

日に
っ

系け
い

旅り
ょ

行こ
う

社し
ゃ

協き
ょ
う

会か
い

元も
と

会か
い

長ち
ょ
う、

農の
う

業ぎ
ょ
う

技ぎ

術じ
ゅ
つ

移い

住じ
ゅ
う

者し
ゃ

協き
ょ
う

会か
い

役や
く

員い
ん

な
ど
を
務つ

と

め
た
佐さ

藤と
う

八は
ち

朗ろ
う

さ
ん
▼
パ
ラ
グ
ア
イ
国こ

く

イ

グ
ア
ス
移い

住じ
ゅ
う

地ち

に
あ
る
拓た

く

恩お
ん

寺じ

の
島し

ま

崎ざ
き

充み
つ

也や

住じ
ゅ
う

職し
ょ
く

▼
高こ

う

知ち

県け
ん

人じ
ん

会か
い

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うの
文ぶ

ん

野の

雅ま
さ

甫ほ

さ
ん
▼
コ
ロ
ニ
ア
俳は

い

壇だ
ん

の

長ち
ょ
う

老ろ
う

＝
栢か

や

野の

桂け
い

山ざ
ん

さ
ん
▼
ブ

ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

ゴ
ル
フ
連れ

ん

盟め
い

理り

事じ

長ち
ょ
うの
近ち

か

沢ざ
わ

宗む
ね

貴き

さ
ん
▼
ブ

ラ
ジ
ル
で
和わ

道ど
う

流り
ゅ
う

空か
ら

手て

道ど
う

を

普ふ

及き
ゅ
う・
指し

導ど
う

し
て
き
た
高た

か

松ま
つ

浩こ
う

二じ

さ
ん
▼
元も

と

サ
ン
パ
ウ
ロ

新し
ん

聞ぶ
ん

社し
ゃ

会か
い

部ぶ

次じ

長ち
ょ
うの
田た

中な
か

敬け
い

イ
ッ
セ
ー
尾お

形が
た

と
宮み

や

藤ふ
じ

官か
ん

九く

朗ろ
う

日に
っ

系け
い

ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

の
３
０
年ね

ん

ＮＨＫ・ＢＳ１

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
へ
の
対た

い

応お
う

と

し
て「
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
」

開か
い

催さ
い

が
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

で
も
盛さ

か

ん

に
な
っ
た
。
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
の
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
駆く

使し

し
、
イ
ベ
ン
ト
の

ラ
イ
ブ
中

ち
ゅ
う

継け
い

や
、
文ぶ

ん

化か

発は
っ

信し
ん

が
続ぞ

く

々ぞ
く

行お
こ
なわ
れ
た
。

苦く

心し
ん

し
て
コ
ロ
ナ
禍か

に
対た

い

応お
う

オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
盛さ

か

ん
に

第
だい

３位
い

　

オ
ン
ラ
イ
ン
化か

さ
れ
た
の

は
、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

都と

道ど
う

府ふ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

連れ
ん

合ご
う

会か
い

（
市い

ち

川か
わ

利と
し

雄お

会か
い

長ち
ょ
う）
主し

ゅ

催さ
い

の
日に

本ほ
ん

祭ま
つ

り
や
、

東と
う

京き
ょ
うで
開か

い

催さ
い

予よ

定て
い

だ
っ
た
海か

い

外が
い

日に
っ

系け
い

人じ
ん

大た
い

会か
い

な
ど
あ
げ
れ

ば
き
り
が
な
い
。

　
「
憩い

こ
いの
園そ

の

」「
こ
ど
も
の
そ
の
」

「
希き

望ぼ
う

の
家い

え

」「
Ａ
Ｃ
Ａ
Ｌ
」

な
ど
を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
、
感か

ん

染せ
ん

対た
い

策さ
く

に
遵

じ
ゅ
ん

守し
ゅ

し
て
持も

ち
帰か

え

り
や
デ

リ
バ
リ
ー
の
弁べ

ん

当と
う

販は
ん

売ば
い

イ
ベ

ン
ト
も
毎ま

い

週し
ゅ
うの
よ
う
に
行お

こ
な
わ

　

独ど
く

立り
つ

行ぎ
ょ
う

政せ
い

法ほ
う

人じ
ん

国こ
く

際さ
い

協
き
ょ
う

力り
ょ
く

機き

構こ
う

（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
は

３
月が

つ

１
７
日に

ち

に
、
世せ

界か
い

に
派は

遣け
ん

さ
れ
て
い
る
青せ

い

年ね
ん

海か
い

外が
い

協
き
ょ
う

力り
ょ
く

隊た
い

員い
ん

や
シ
ニ
ア
海か

い

外が
い

協
き
ょ
う

異い

例れ
い

の
隊た

い

員い
ん

一い
っ

斉せ
い

引ひ

き
上あ

げ

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
ティ
ア

第
だい

４位
い

力り
ょ
く

隊た
い

員い
ん

の
一い

っ

斉せ
い

帰き

国こ
く

を
決け

っ

定て
い

し
た
。
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
派は

遣け
ん

さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
初は

じ

め
て
の
異い

例れ
い

の

対た
い

応お
う

と
な
っ
た
。

　

世せ

界か
い

各か
っ

国こ
く

の
派は

遣け
ん

先さ
き

に
は

医い

療り
ょ
う

体た
い

制せ
い

が
整

と
と
の

っ
て
い
な
い

国く
に

や
、
感か

ん

染せ
ん

の
疑う

た
が
い
が
あ
る

と
し
て
隊た

い

員い
ん

が
現げ

ん

地ち

で
隔か

く

離り

さ
れ
る
と
把は

握あ
く

が
困こ

ん

難な
ん

で
あ

る
こ
と
、
世せ

界か
い

各か
っ

国こ
く

で
い
つ

国こ
っ

境き
ょ
うが
閉へ

い

鎖さ

さ
れ
る
か
わ
か

ら
な
い
状

じ
ょ
う

態た
い

を
踏ふ

ま
え
一い

っ

斉せ
い

引ひ

き
上あ

げ
す
る
事こ

と

が
決き

ま
っ

　

今こ

年と
し

３
月が

つ

に
東と

う

京き
ょ
う

大だ
い

学が
く

法ほ
う

学が
く

部ぶ

２
類る

い

を
卒そ

つ

業ぎ
ょ
うし
た
嘉か

悦え
つ

レ
オ
ナ
ル
ド
裕ゆ

う

悟ご

（
２
２
、

四よ
ん

世せ
い

）
さ
ん
が
１
０
月が

つ

か
ら

二に
の

宮み
や

正ま
さ

人と

法ほ
う

律り
つ

事じ

務む

所し
ょ

で
研け

ん

修し
ゅ
うの
た
め
滞た

い

伯は
く

し
た
。

　

嘉か

悦え
つ

さ
ん
は
安や

す

永な
が

ル
イ
ス

（
留
意
治
）
さ
ん
の
孫ま

ご

に
あ

た
る
日に

っ

系け
い

四よ
ん

世せ
い

。
母は

は

の
教

き
ょ
う

育い
く

意い

向こ
う

で
家か

庭て
い

で
は
ポ
ル
ト
ガ

ル
語ご

を
使つ

か

い
、
ブ
ラ
ジ
ル
に

た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
国こ

く

内な
い

で
は
４
月が

つ

８
日か

で
９
５
人に

ん

全ぜ
ん

員い
ん

の
一い

ち

時じ

帰き

国こ
く

が
完か

ん

了り
ょ
うし
た
。
帰き

国こ
く

後ご

は
全ぜ

ん

員い
ん

が
２
週

し
ゅ
う

間か
ん

の
自じ

主し
ゅ

隔か
く

離り

を
実じ

っ

施し

し
た
。

　

帰き

国こ
く

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、

３
月が

つ

２
０
日か

に
第だ

い

１
陣じ

ん

が
ブ

ラ
ジ
ル
を
出し

ゅ
っ
ぱ
つ発
し
、
２
３
日に

ち

に
は
風か

邪ぜ

気ぎ

味み

の
症

し
ょ
う

状じ
ょ
うが
見み

ら
れ
た
２
人に

ん

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

隊た
い

員い
ん

を
除の

ぞ

く
９
３
人に

ん

が
ブ
ラ

ジ
ル
か
ら
出

し
ゅ
っ

国こ
く

し
た
と
い
う
。

体た
い

調ち
ょ
うを
崩く

ず

し
て
い
た
２
人り

は

回か
い

復ふ
く

を
待ま

っ
て
か
ら
、
そ
れ

ぞ
れ
２
９
日に

ち

と
４
月が

つ

８
日か

に

帰き

国こ
く

し
た
。

嘉か

悦え
つ

レ
オ
ナ
ル
ド
裕ゆ

う

悟ご

さ
ん

日に
っ

系け
い

初は
つ

の
東と

う

大だ
い

卒そ
つ

業ぎ
ょ
う

生せ
い

誕た
ん

生じ
ょ
う

第
だい

５位
い

原げ
ん

爆ば
く

ド
ー
ム
の
山だ

車し

で
賛さ

ん

否ぴ

両り
ょ
う
論ろ

ん

ア
ギ
ア
・
デ
・
オ
ウ
ロ
初は

つ

優ゆ
う

勝し
ょ
う

！

第
だい

６位
い

再さ
い

現げ
ん

し
戦せ

ん

争そ
う

の
悲ひ

惨さ
ん

さ
を
訴

う
っ
た

え
た
。

　
こ
の
パ
レ
ー
ド
に
は
ブ
ラ
ジ

ル
広ひ

ろ

島し
ま

文ぶ
ん

化か

セ
ン
タ
ー
や
ブ

ラ
ジ
ル
長な

が

崎さ
き

県け
ん

人じ
ん

会か
い

の
会か

い

員い
ん

ら
も
加く

わ

わ
っ
た
。
被ひ

爆ば
く

し
た

広ひ
ろ

島し
ま

原げ
ん

爆ば
く

ド
ー
ム
と
爆ば

く

発は
つ

の

時と
き

の
き
の
こ
雲ぐ

も

を
山だ

車し

で
再さ

い

現げ
ん

。
炎ほ

の
お
が
上あ

が
る
映え

い

像ぞ
う

を
流な

が

し
、
す
す
だ
ら
け
の
顔か

お

を
し

た
人ひ

と

ら
が
静し

ず

か
に
立た

ち
尽つ

く

す
他ほ

か

、
戦せ

ん

火か

に
巻ま

き
込こ

ま
れ

苦く
る

し
む
様よ

う

子す

を
見み

せ
戦せ

ん

争そ
う

の

悲ひ

惨さ
ん

さ
を
表

ひ
ょ
う

現げ
ん

し
た
。

　

カ
ー
ニ
バ
ル
で
原げ

ん

爆ば
く

を
扱

あ
つ
か

っ
た
こ
と
に
関か

ん

し
て
、
日に

本ほ
ん

の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は
賛さ

ん

否ぴ

両り
ょ
う

論ろ
ん

の
コ

メ
ン
ト
が
多た

数す
う

入い

り
乱み

だ

れ
た
。

だ
が
、
長な

が

崎さ
き

県け
ん

の
田た

上う
え

富と
み

久ひ
さ

市し

長ち
ょ
うか
ら
は
歴れ

き

史し

的て
き

事じ

件け
ん

の

啓け
い

蒙も
う

活か
つ

動ど
う

を
行

お
こ
な

っ
て
く
れ
た

こ
と
に
対た

い

し
て
感か

ん

謝し
ゃ

の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
送お

く

ら
れ
た
。

　

今こ

年と
し

７
月が

つ

半な
か

ば
、「
平ひ

ら

野の

運う
ん

平ぺ
い

の
孫ま

ご

」
だ
と
い
う
榛し

ん

葉ば

ジ
ャ
ナ
イ
ー
ナ
さ
ん
が
来ら

い

社し
ゃ

し

た
。
平ひ

ら

野の

運う
ん

平ぺ
い

は
初し

ょ

期き

の
日に

本ほ
ん

人じ
ん

集し
ゅ
う

団だ
ん

地ち

の
一ひ

と
つ
、
平ひ

ら

野の

植し
ょ
く

民み
ん

地ち

の
創そ

う

立り
つ

者し
ゃ

で
「
移い

民み
ん

の
父ち

ち

」
と
も
呼よ

ば
れ
て
い
る
。

　

平ひ
ら

野の

運う
ん

平ぺ
い

は
、
笠か

さ

戸と

丸ま
る

移い

民み
ん

の
通つ

う

訳や
く

と
し
て
渡と

伯は
く

、
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
将

し
ょ
う

来ら
い

を
考か

ん
が
え
同ど

う

植
し
ょ
く

民み
ん

地ち

の
建け

ん

設せ
つ

を
行

お
こ
な

っ
た
。
そ

の
際さ

い

、
入

に
ゅ
う

植し
ょ
く

者し
ゃ

が
マ
ラ
リ
ア

に
よ
っ
て
８
０
人に

ん

も
亡な

く
な
っ

た
こ
と
で
、
高こ

う

価か

だ
っ
た
マ
ラ

リ
ア
特と

っ

効こ
う

薬や
く

キ
ニ
ー
ネ
を
購こ

う

入に
ゅ
うす
る
た
め
土と

地ち

を
担た

ん

保ぽ

に

巨き
ょ

額が
く

な
借

し
ゃ
っ

金き
ん

を
し
た
ま
ま
病

び
ょ
う

死し

し
た
と
み
ら
れ
る
。

　

残の
こ

さ
れ
た
子し

孫そ
ん

は
、
も
し

名な

乗の

り
出で

れ
ば
借

し
ゃ
っ

金き
ん

を
背せ

負お

う
こ
と
に
な
る
の
で
は
と
考

か
ん
が

え
、
一い

っ

世せ
い

紀き

も
の
間

あ
い
だ

黙だ
ま

り
続つ

づ

け
た
と
い
う
。

　

ジ
ャ
ナ
イ
ー
ナ
さ
ん
が
訪ほ

う

日に
ち

の
為た

め

に
ビ
ザ
申し

ん

請せ
い

を
行

お
こ
な
っ
た
と

こ
ろ
２
回か

い

断こ
と
わら
れ
た
こ
と
が
、

運う
ん

平ぺ
い

の
孫ま

ご

を
名な

乗の

り
出で

る
き

っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

１
１
月が

つ

初は
じ

め
、
姉あ

ね

の
榛し

ん

葉ば

・
ケ
イ
ロ
ス
・
レ
ジ
ャ
ネ

さ
ん
と
共と

も

に
平ひ

ら

野の

植し
ょ
く

民み
ん

地ち

に

初は
じ

め
て
訪お

と
ず
れ
、
祖そ

父ふ

・
運う

ん

平ぺ
い

の
墓は

か

に
お
参ま

い

り
し
た
。
直

ち
ょ
っ

近き
ん

で
は
３
度ど

目め

の
ビ
ザ
申し

ん

請せ
い

を

１
２
月が

つ

に
行

お
こ
な
っ
た
が
再さ

い

度ど

断
こ
と
わ

ら
れ
た
。

植し
ょ
く

民み
ん

地ち

に
初は

つ

訪ほ
う

問も
ん

を
果は

た
す

「
平ひ

ら

野の

運う
ん

平ぺ
い

の
孫ま

ご

」
出し

ゅ
つ

現げ
ん

！

第
だい

７位
い

　

第だ
い

２
次じ

大た
い

戦せ
ん

中ち
ゅ
うに
サ
ン
ト

ス
一い

っ

帯た
い

に
住す

む
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

と
し
た
枢す

う

軸じ
く

国こ
く

移い

民み
ん

に
、
政せ

い

府ふ

が
強

き
ょ
う

制せ
い

退た
い

去き
ょ

を
行

お
こ
な

っ
た
「
サ
ン
ト
ス
事じ

件け
ん

」。

　

こ
の
事じ

件け
ん

に
関か

ん

す
る
損そ

ん

害が
い

賠ば
い

償し
ょ
うの
な
い
謝し

ゃ

罪ざ
い

要よ
う

求き
ゅ
うを
、

奥お
く

原は
ら

マ
リ
オ
純

じ
ゅ
ん

氏し

が
１
５
年ね

ん

に
法ほ

う

務む

省し
ょ
うア
ネ
ス
チ
ア
委い

員い
ん

会か
い

に
訴う

っ
た
え
た
が
進し

ん

展て
ん

を
見み

せ

な
か
っ
た
。
そ
こ
で
ブ
ラ
ジ

ル
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
上う

え

原は
ら

ミ
ウ

ト
ン
会か

い

長ち
ょ
う）
が
１
８
年ね

ん

に
加く

わ

わ
り
、
１
９
年ね

ん

１
２
月が

つ

に
再さ

い

度ど

、
奥お

く

原は
ら

氏し

、
島し

ま

袋ぶ
く
ろ

栄え
い

喜き

氏し

、
上う

え

原は
ら

氏し

、
宮み

や

城ぎ

あ
き
ら

ブ
ラ
ジ
ル
沖お

き

縄な
わ

県け
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

塾
じ
ゅ
く

代だ
い

表ひ
ょ
うと
と
も
に
同ど

う

委い

員い
ん

会か
い

を

訪ほ
う

問も
ん

し
た
。

　

２
人り

の
担た

ん

当と
う

弁べ
ん

護ご

士し

に
事じ

情じ
ょ
うを
説せ

つ

明め
い

し
請せ

い

願が
ん

書し
ょ

を
渡わ

た

し

た
。
当と

う

初し
ょ

１
５
分ふ

ん

の
予よ

定て
い

だ

っ
た
面め

ん

談だ
ん

は
２
時じ

間か
ん

に
延え

ん

長
ち
ょ
う

さ
れ
、
弁べ

ん

護ご

士し

か
ら
は
そ
の

文ぶ
ん

書し
ょ

を
大だ

い

臣じ
ん

に
も
見み

せ
る
と

の
言こ

と

葉ば

も
貰も

ら

い
手て

ご
た
え
を

感か
ん

じ
た
面め

ん

談だ
ん

に
な
っ
た
。

　

そ
し
て
２
月が

つ

に
は
、
同ど

う

塾
じ
ゅ
く

発は
っ

行こ
う

同ど
う

人じ
ん

誌し

「
群む

り

星ぶ
し

」
第だ

い

５

巻か
ん

の
「
合が

っ

評ぴ
ょ
う

会か
い

」
が
行お

こ
なわ
れ
、 　

ゴ
イ
ア
ス
州し

ゅ
う
ア
バ
ジ
ア
ニ
ア

市し

の
心し

ん

霊れ
い

治ち

療り
ょ
う

施し

設せ
つ

「
カ
ー

ザ
・
デ
・
ド
ン
・
イ
ナ
シ
オ
・

デ
・
ロ
ヨ
ラ
」
敷し

き

地ち

内な
い

で
、

日に
っ

本ぽ
ん

人じ
ん

女じ
ょ

性せ
い

と
思お

も

わ
れ
る
遺い

体た
い

が
１
１
月が

つ

１
６
日に

ち

に
発は

っ

見け
ん

さ
れ
た
。
翌よ

く

日じ
つ

１
７
日に

ち

に
日に

本ほ
ん

人じ
ん

旅り
ょ

行こ
う

者し
ゃ

の
赤あ

か

松ま
つ

瞳ひ
と
みさ
ん

（
４
３
）
で
あ
る
こ
と
が
判は

ん

明め
い

し
た
と
ブ
ラ
ジ
ル
と
日に

本ほ
ん

の
メ
デ
ィ
ア
が
報ほ

う

道ど
う

し
た
。

　

施し

設せ
つ

内な
い

の
監か

ん

視し

カ
メ
ラ
に
、

右み
ぎ

肩か
た

に
白し

ろ

い
服ふ

く

を
か
け
自じ

転て
ん

車し
ゃ

を
こ
ぐ
姿す

が
た
が
捉と

ら

え
ら
れ
て

い
た
同ど

う

市し

内な
い

に
住す

む
ラ
フ
ァ

エ
ル
・
リ
マ
・
コ
ス
タ
被ひ

告こ
く

（
１
８
）
が
容よ

う

疑ぎ

者し
ゃ

と
し
て
拘こ

う

置ち

所し
ょ

に
収

し
ゅ
う

容よ
う

さ
れ
た
。

　

検け
ん

死し

の
結け

っ

果か

は
鈍ど

ん

器き

に
よ

る
外が

い

傷し
ょ
うで
亡な

く
な
っ
て
い
た

事こ
と

が
判は

ん

明め
い

。
被ひ

告こ
く

逮た
い

捕ほ

時じ

の
「
首く

び

を
し
め
て
殺こ

ろ

し
た
」

と
言い

う
供

き
ょ
う

述じ
ゅ
つと
食く

い
違ち

が

う
た

め
、
改あ

ら
ため
て
尋じ

ん

問も
ん

し
た
と
こ
ろ

「
強ご

う

盗と
う

前ま
え

に
強ご

う

姦か
ん

し
た
」
と

自じ

供き
ょ
うし
た
。
捜そ

う

査さ

当と
う

局き
ょ
くは
強ご

う

邦ほ
う

人じ
ん

女じ
ょ

性せ
い

旅り
ょ

行こ
う

者し
ゃ

を
殺さ

つ

害が
い

第だ
い

９
位い

ゴ
イ
ア
ス
州し

ゅ
う

の
心し

ん

霊れ
い

治ち

療り
ょ
う

施し

設せ
つ

で

本ほ
ん

紙し

印い
ん

刷さ
つ

版ば
ん

が

一い
ち

次じ

中ち
ゅ
う

止し

に

第だ
い

１
０
位い

４
～
５
月が

つ

は
デ
ジ
タ
ル
版ば

ん

の
み

サントス強
きょう

制
せい

退
たい

去
きょ

事
じ

件
けん

初
はじ

めて法
ほう

務
む

省
しょう

に

直
じか

談
だん

判
ぱん

第
だい

８位
い

　

外が
い

出し
ゅ
つ

自じ

粛し
ゅ
く

開か
い

始し

に
伴

と
も
な

っ

て
、
本ほ

ん

紙し

印い
ん

刷さ
つ

版ば
ん

も
３
月が

つ

２
５
日に

ち

か
ら
中

ち
ゅ
う

止し

さ
れ
、
デ

ジ
タ
ル
版ば

ん

（
サ
イ
ト
記き

事じ

と

Ｐ
Ｄ
Ｆ
版は

ん

）
だ
け
に
な
っ
た
。

本ほ
ん

紙し

始は
じ

ま
っ
て
以い

来ら
い

初は
じ

め
て
、

６
月が

つ

に
復ふ

っ

旧き
ゅ
うす
る
ま
で
の
２

カ
月げ

つ

あ
ま
り
、
デ
ジ
タ
ル
版ば

ん

の
み
が
配は

い

信し
ん

さ
れ
た
。

れ
、
例れ

い

年ね
ん

の
イ
ベ
ン
ト
を
自じ

宅た
く

で
楽た

の

し
む
１
年ね

ん

と
な
っ
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

福ふ
く

祉し

協き
ょ
う

会か
い

（
文ぶ

ん

協き
ょ
う、石い
し

川か
わ

レ
ナ
ト
）

は
文ぶ

ん

化か

ま
つ
り
を
皮か

わ

切き

り
に
、

６
月が

つ

の
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

の
日ひ

の
先せ

ん

没ぼ
つ

者し
ゃ

法ほ
う

要よ
う

式し
き

な
ど
、
ほ
ぼ
毎ま

い

週し
ゅ
うオ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
活か

っ

発ぱ
つ

に
開か

い

催さ
い

し
た
。

　

県け
ん

人じ
ん

会か
い

な
ど
も
ド
ラ
イ
ブ

ス
ル
ー
方ほ

う

式し
き

の
祭ま

つ

り
開か

い

催さ
い

や
、

宅た
く

配は
い

料り
ょ
う

理り

販は
ん

売ば
い

を
活か

っ

発ぱ
つ

に

行お
こ
な

っ
た
。
ま
た
、
ブ
ラ
ジ
ル

日に

本ほ
ん

商し
ょ
う

工こ
う

会か
い

議ぎ

所し
ょ

も
オ
ン
ラ

イ
ン
会か

い

議ぎ

ア
プ
リ
を
使つ

か
っ
た
ウ

ェ
ビ
ナ
ー
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

続ぞ
く

々ぞ
く

と
開か

い

催さ
い

し
た
。

　

苦く

心し
ん

し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
が
コ
ロ
ナ
禍か

に
対た

い

応お
う

し
た

形か
た
ちで
活か

つ

動ど
う

を
継け

い

続ぞ
く

し
て
い
る
。

吾ご

さ
ん

も
今い

ま

ま
で
１
０
回か

い

程ほ
ど

訪お
と
ずれ
る

な
ど
幼よ

う

少し
ょ
うか
ら
国こ

く

際さ
い

感か
ん

覚か
く

を

培つ
ち
か
っ
て
き
た
。

　

日に
っ

系け
い

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
に
加く

わ

え
、
大だ

い

学が
く

在ざ
い

学が
く

時じ

に
活か

つ

動ど
う

し

て
い
た
「
通つ

う

訳や
く

案あ
ん

内な
い

士し

」
の

経け
い

験け
ん

を
活い

か
し
「
国こ

く

際さ
い

的て
き

に

活か
つ

躍や
く

し
た
い
」
と
渉

し
ょ
う

外が
い

弁べ
ん

護ご

　

２
月が

つ

に
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
サ
ン

パ
ウ
ロ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
で
「
ア

ギ
ア
・
デ
・
オ
ウ
ロ
」
が
初は

つ

優ゆ
う

勝し
ょ
うし
た
。
１
４
エ
ス
コ
ー

ラ
（
チ
ー
ム
）
が
出

し
ゅ
つ

場じ
ょ
うし
優ゆ

う

勝し
ょ
うを
争

あ
ら
そ

っ
た
。
同ど

う

チ
ー
ム
は

「
知ち

識し
き

の
力ち

か
ら
」
を
テ
ー
マ
に
、

負ふ

の
遺い

産さ
ん

・
原げ

ん

爆ば
く

を
山だ

車し

で
士し

を
志し

望ぼ
う

し
て
い
る
。
す
で

に
司し

法ほ
う

予よ

備び

試し

験け
ん

を
通つ

う

過か

し
、
東と

う

京き
ょ
うの
「
四し

大だ
い

法ほ
う

律り
つ

事じ

務む

所し
ょ

」
の
一ひ

とつ
か
ら
内な

い

定て
い

も
受う

け
、
あ
と
は
本ほ

ん

試し

験け
ん

の
結け

っ

果か

を
待ま

つ
の
み
だ
。

姦か
ん

殺さ
つ

害が
い

と
死し

体た
い

隠い
ん

匿と
く

の
容よ

う

疑ぎ

で
起き

訴そ

し
て
い
る
。

そ
の
会か

い

で
同ど

う

事じ

件け
ん

を
扱

あ
つ
か

っ
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー

番ば
ん

組ぐ
み

『
語か

た

ら
れ
な
か
っ
た
強

き
ょ
う

制せ
い

退た
い

去き
ょ

事じ

件け
ん

』
の
鑑か

ん

賞し
ょ
う

会か
い

も

合あ

わ
せ
て
開か

い

催さ
い

さ
れ
た
。

　

な
お
同ど

う

誌し

第だ
い

６
巻か

ん

の
年ね

ん

内な
い

発は
っ

刊か
ん

予よ

定て
い

し
て
い
た
が
、
コ

ロ
ナ
災さ

い

禍か

に
よ
り
困こ

ん

難な
ん

に
な
っ

た
た
め
、
２
１
年ね

ん

発は
っ

刊か
ん

に
変か

わ
っ
た
。



　

最
近
、
別
の
事
柄
の
も
の

を
ネ
ッ
ト
で
検
索
中
、
た

ま
た
ま
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

に
関
す
る
記
事
が
あ
っ
た
の

で
、
何
気
な
く
読
ん
で
み
る

と
、
こ
れ
が
大
変
面
白
く 

感
銘
を
受
け
た
の
で
こ
こ
に

要
略
し
て
紹
介
し
た
い
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
相
対

性
理
論
で
知
ら
れ
る
世
界

的
有
名
な
物
理
学
者
、
ア
ル

バ
ー
ト
∙
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
で
す
が
、
１
９
２
２
年
来

日
し
、
次
の
よ
う
な
言
葉
を

残
し
て
い
る
。

　
「
私
は
地
球
上
に
こ
の
よ

う
な
謙
虚
に
し
て
品
位
あ
る

国
民
が
存
在
す
る
こ
と
に
深

い
感
銘
を
受
け
た
。
私
は
世

界
各
地
を
旅
行
し
て
き
た

が
、
い
ま
だ
か
つ
て
、
こ
の

よ
う
な
気
持
ち
の
良
い
国
民

に
出
会
っ
た
こ
と
が
な
い
。

日
本
の
自
然
や
芸
術
は
美
し

く
、
深
い
親
し
み
を
覚
え
る
」

選
挙

報
酬

統
一
選
挙
を
見
て

マ
ッ
ト
グ
ロ
ッ
ソ
で
の
若
き
日
の
思
い
出 

４

戦
後
移
住

ア
イ
ン
シュ
タ
イ
ン
の
後
悔
と
日
本
へ
の
想
い

サ
ン
パ
ウ
ロ
　
酒
本
恵
三

　

巡
り
来
て
市
長
、
市
議
選

挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
、

選
挙
の
度
に
思
う
こ
と
で
す

が
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
民
ほ
ど
愛

国
心
の
強
い
民
は
い
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
ま
す
。
今
の
市
政

に
満
足
を
せ
ず
自
か
ら
の
ア

イ
デ
ア
で
市
政
を
改
革
し
市

民
の
為
に
「
私
心
を
捨
て
公

僕
と
し
て
身
命
を
捧
げ
る
覚

悟
」
で
立
候
補
し
た
志
の
高

い
政
治
家
志
望
の
先
生
方
の

多
い
こ
と
か
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
市
議
に
二
千

名
も
お
ら
れ
た
と
か
頼
も
し

い
か
ぎ
り
で
す
。
我
が
会
に
も

一
人
で
い
い
か
ら
会
の
為
に
と

志
の
有
る
お
方
が
現
れ
た
ら

会
長
選
ぶ
に
何
の
苦
労
も
し

な
い
も
の
を
と
。

　

そ
ん
な
崇
高
な
精
神
を
お

持
ち
の
方
々
の
席
は
五
席
し

か
用
意
さ
れ
て
お
ら
ず
、
各

自
奮
闘
努
力
の
甲
斐
も
無

く
、
多
く
の
有
権
者
の
皆
さ

ん
に
理
解
し
て
も
ら
え
ず
、

政
治
力
を
発
揮
す
る
機
会
が

得
ら
れ
な
か
っ
た
先
生
方
の

多
か
っ
た
こ
と
か
、
心
中
お

察
し
申
上
げ
ま
す
。

　

１
９
５
３
年
。
戦
後
日
本

移
民
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
が
再

開
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
呼
び

寄
せ
で
５
１
名
の
独
身
青
年

が
渡
伯
し
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
日

本
の
復
興
は
な
か
な
か
進
ま

ず
、
復
員
し
た
元
兵
士
た
ち

の
仕
事
は
無
く
、
小
作
農
家

も
多
く
の
子
供
を
抱
え
て
貧
し

か
っ
た
。
そ
ん
な
事
情
や
溢
れ

た
人
口
を
海
外
に
送
り
出
す

政
策
が
始
ま
り
６
０
年
か
ら

７
０
年
に
か
け
て
戦
後
移
住

が
盛
ん
に
な
っ
た
。
１
９
６
５

年
ま
で
に
４
～
５
万
人
が
ブ

ラ
ジ
ル
へ
海
を
渡
っ
た
。

　

１
９
６
１
年
８
月
、
グ
ア

タ
パ
ラ
、
ジ
ャ
カ
レ
イ
移
住

地
の
入
植
が
始
っ
た
。
６
３

年
に
発
足
し
た
海
外
移
住
事

業
団
の
直
轄
移
住
地
で
あ
る
。

６
２
年
、
ピ
ニ
ャ
ー
ル
移
住

地
の
入
植
開
始
。

　

私
の
両
親
は
ヴ
ァ
ー
レ
・

ド
・
パ
ラ
イ
ー
バ
地
方
に
あ

る
移
住
地
の
ひ
と
つ
に
家
族

６
人
で
入
植
し
た
。
移
住
を

す
る
と
言
い
出
し
た
の
は
母

（３） ２０２０（令和二）年第５６４２号 	１２月	２９日	（火曜日）

　

以
後
、
親
日
家
と
な
っ
た

博
士
で
す
が
、
第
二
次
世

界
大
戦
中
、
当
時
の
ア
メ
リ

カ
合
衆
国
大
統
領
で
あ
っ
た

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
に
ド
イ
ツ
に

勝
つ
た
め
原
子
爆
弾
製
造
を

勧
め
た
が
、
皮
肉
に
も
彼
の

最
も
好
き
だ
っ
た
国
、
日
本

に
原
爆
が
落
と
さ
れ
た
。

　

彼
は
後
年
こ
う
語
っ
て
い

た
。「
私
は
生
涯
に
お
い
て

一
つ
の
重
大
な
過
ち
を
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
ル
ー
ズ
ベ
ル

ト
大
統
領
に
原
爆
を
つ
く
る

よ
う
に
勧
告
し
た
時
で
す
」

と
。
そ
し
て
死
去
す
る
前
年

の
１
９
５
４
年
に
、「
も
し

ヒ
ロ
シ
マ
と
ナ
ガ
サ
キ
の

事
を
予
見
し
て
い
た
な
ら
、

１
９
０
５
年
に
発
見
し
た
公

式
は
破
棄
し
て
い
た
だ
ろ

う
」
と
も
語
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
ネ
ッ
ト
の

記
事
は
最
後
に
、
ア
イ
ン

シ
ュ
タ
イ
ン
の
有
名
な
発
言

と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
次
の
よ
う
な
も
の
が
出

回
っ
て
い
る
と
締
め
く
く
っ

て
い
ま
す
。

　
「
近
代
日
本
の
発
達
ほ
ど
、

世
界
を
驚
か
し
た
も
の
は
な

い
。
こ
の
驚
異
的
な
発
展

に
は
、
他
の
国
と
異
な
る
何

も
の
か
が
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
果
せ
る
か
な
こ
の
国
の

三
千
年
の
歴
史
が
そ
れ
で

あ
っ
た
。
こ
の
長
い
歴
史
を

通
し
て
、
一
系
の
天
皇
を
い

た
だ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
、
今
日
の
日
本
を
あ
ら
せ

し
め
た
の
で
あ
る
。

　

私
は
こ
の
よ
う
な
尊
い
国

が
、
世
界
に
一
カ
所
位
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

た
。
な
ぜ
な
ら
ば
世
界
の
未

来
は
進
む
だ
け
進
み
、
そ
の

間
幾
度
か
戦
い
は
繰
り
返
さ

れ
て
、
最
後
に
は
戦
い
に
疲

れ
る
時
が
く
る
。
そ
の
時
人

類
は
ま
こ
と
の
平
和
を
求
め

て
、
世
界
的
な
盟
主
を
挙
げ

ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
世
界

の
盟
主
な
る
も
の
は
、
武
力

や
金
力
で
は
な
く
、
あ
ら

ゆ
る
国
の
歴
史
を
抜
き
越
え

た
、
最
も
古
く
ま
た
尊
い
家

柄
で
は
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

世
界
の
文
化
は
ア
ジ
ヤ
に
始

ま
っ
て
、
ア
ジ
ヤ
に
帰
る
。

　

そ
れ
は
ア
ジ
ヤ
の
高
峰
、

日
本
に
立
ち
戻
ら
ね
ば
な
ら

な
い
。
我
々
は
神
に
感
謝
す

る
、
我
々
は
日
本
と
い
う
尊

い
国
を
作
っ
て
お
い
て
く
れ

た
こ
と
を
」

　

こ
れ
ら
の
文
章
は

１
９
５
０
年
代
に
急
速
に
広

が
っ
た
も
の
で
す
が
、
一
部

で
は
「
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

は
こ
ん
な
発
言
は
し
て
い
な

か
っ
た
」
と
否
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
真
偽
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
し
か
し
、
多
く
拡

散
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
そ
れ
だ
け
こ
の
文
章
が 

“
刺
さ
っ
た
”
方
も
多
く
い

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

私
は
こ
の
記
事
の
全
文
を

ポ
語
に
訳
し
日
本
語
が
読
め

な
い
ア
ミ
ー
ゴ
た
ち
に
配
る

つ
も
り
で
す
が
、
日
本
語
の

全
文
は
本
紙
に
掲
載
さ
れ
ま

す
よ
う
レ
コ
メ
ン
ダ
す
る
つ

も
り
で
す
。

　

し
か
し
「
汝
諦
め
る
事
な

か
れ
次
が
あ
る
」
と
次
回
は

万
全
を
機
し
て
頑
張
っ
て
下

さ
い
。
き
っ
と
良
い
事
が
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
期
待
せ
ず

「
待
ち
ま
し
ょ
う
」
実
力
で

選
ば
れ
た
議
員
の
先
生
方
の

良
き
知
恵
と
良
き
政
策
で
市

民
の
暮
ら
し
が
今
よ
り
良
く

な
る
こ
と
を
切
に
願
う
も
の

で
す
。

　

議
員
の
皆
さ
ん
市
民
の
為

に
、
市
民
の
為
に
で
す
ぞ
。

初
心
を
忘
れ
ず
私
利
私
欲
を

捨
て
大
い
な
る
御
活
躍
を
期

待
し
て
お
り
ま
す
。
又
サ
ン

パ
ウ
ロ
市
以
外
の
市
長
、
副

市
長
、
議
員
立
候
補
者
が

何
万
人
、
い
や
全
伯
で
は

１
０
０
０
万
人
は
い
た
か
も

知
れ
な
い
が
私
は
知
ら
な
い
。

　

今
回
も
日
系
の
当
選
者
が

地
方
も
含
め
て
多
数
お
ら
れ

た
様
で
誠
に
お
め
で
と
う
御

座
い
ま
す
。
日
系
の
誠
実
さ

と
奉
仕
の
精
神
で
政
治
を
行

う
な
ら
ば
今
後
増
々
日
系
の

良
さ
が
認
め
ら
れ
日
系
移
民

二
百
周
年
を
待
た
ず
移
民

百
五
〇
年
祭
当
た
り
で
は
大

統
領
は
無
理
で
も
州
都
の
市

長
あ
る
い
は
州
知
事
が
現
れ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

ペ
ル
ー
国
で
は
熊
本
県
系

の
フ
ジ
モ
リ
氏
が
一
九
九
〇

年
七
月
に
大
統
領
に
就
任
し

て
お
り
ま
す
し
、
ハ
ワ
イ
州
で

は
沖
縄
県
系
の
イ
ゲ
イ
氏
が

州
知
事
と
し
て
活
躍
し
て
お

り
ま
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
国
で
の

日
系
大
臣
も
「
安
田
商
工
大

臣
」「
植
木
鉱
山
労
働
力
大
臣
」

「
績
木
保
健
大
臣
」
が
お
ら

れ
た
し
最
近
「
ヨ
ム
ラ
労
働

大
臣
」
が
誕
生
し
た
と
か
の

話
も
あ
り
ま
す
。
国
会
議
員

や
州
議
員
に
は
い
つ
も
日
系

の
名
前
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
伯
国
は
火
山
は
な

し
政
治
家
の
自
信
で
社
会
が

ゆ
れ
る
事
は
あ
っ
て
も
地
震
は

な
し
、
砂
漠
は
な
し
、
ヒ
マ

ラ
ヤ
の
様
な
山
脈
は
な
し
水

は
時
季
に
よ
っ
て
は
余
る
ほ
ど

あ
る
。
農
牧
可
能
面
積
は
世

界
一
広
く
、
地
下
資
源
は
豊

富
に
あ
り
、
適
度
の
労
働
人

も
居
り
、
雪
で
農
耕
が
出
来

な
い
よ
う
な
寒
さ
は
な
い
。

　

世
界
一
豊
か
な
国
に
な
れ

る
要
素
は
充
分
に
あ
り
ま
す
。

未
来
の
大
国
に
日
系
政
治
家

の
英
知
と
政
治
家
と
し
て
の

模
範
を
示
し
近
い
将
来
ブ
ラ

ジ
ル
が
本
当
の
大
国
に
な
れ

る
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

で
あ
る
。
戦
前
移
住
者
の
叔

父
の
ひ
と
り
が
〝
広
野
の
星
〟

と
い
う
現
地
の
農
業
誌
を

時
々
日
本
へ
送
っ
て
く
れ
て
い

た
の
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
あ
こ
が

れ
を
抱
い
た
ら
し
い
。

　

都
会
育
ち
で
、
田
舎
の
の

ど
か
な
風
景
に
あ
こ
が
れ
て

農
家
の
長
男
に
嫁
い
だ
も
の

の
、
田
舎
の
風
習
に
馴
染
め

ず
、
嫁
い
び
り
に
遇
い
、
そ
の

他
の
事
情
も
絡
ん
で
と
に
か

く
遠
く
へ
行
き
た
い
と
思
い
つ

い
た
訳
で
あ
る
。

　

コ
ー
ヒ
ー
景
気
は
（
１
９

世
紀
の
半
ば
が
ピ
ー
ク
）
と
う

の
昔
に
去
っ
て
い
た
が
、
当
時

の
ブ
ラ
ジ
ル
は
１
９
５
６
年
に

始
ま
っ
た
ブ
ラ
ジ
リ
ア
の
建
設

で
沸
い
て
お
り
、
工
業
化
政
策

も
始
ま
り
、
何
と
な
く
明
る
い

未
来
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。

　

以
上
の
い
き
さ
つ
で
私
は

小
学
６
年
に
上
が
っ
て
直
ぐ

日
本
を
離
れ
、
何
も
わ
か
ら

な
い
ま
ま
ブ
ラ
ジ
ル
へ
移
住
し

て
き
た
戦
後
移
住
の
子
供
移

民
で
あ
る
。

少
女
期
を
過
ご
せ
し
そ
こ
は

パ
ラ
テ
イ
の
川
の
流
る
る
草

ぶ
か
き
里

は
ら
か
ら
の
集
い
し
里
は
さ

な
が
ら
に
日
本
の
村
が
息
づ

い
て
い
た

サ
ン
マ
テ
ウ
ス
　
松
本
正
雄

サ
ン
パ
ウ
ロ
　
森
田
幸
子

サ
ン
パ
ウ
ロ
　
吉
田
功
努
雄

匿
名
希
望
の
戦
後
移
民
３
人

サ
ン
パ
ウ
ロ
　
小
川
歌
子

た
。
開
拓
青
年
の
な
か
に
は

契
約
が
終
わ
っ
た
後
現
在
の

様
に
多
く
の
起
重
機
が
ま
だ

無
か
っ
た
サ
ン
ト
ス
の
港
湾

で
荷
役
仕
事
を
し
、
今
で
は

自
分
で
建
て
た
教
会
の
パ
ス

ト
ー
ル
に
な
っ
て
い
る
変
わ
っ

た
青
年
い
や
老
パ
ス
ト
ー
ル

も
い
る
と
の
事
だ
っ
た
。

　

ま
た
あ
る
豪
の
者
は
自
分

は
日
本
か
ら
来
る
前
に
読
ん

だ
ブ
ラ
ジ
ル
に
関
す
る
本
に
、

ブ
ラ
ジ
ル
で
住
み
込
み
の
女

中
を
使
う
様
に
な
っ
た
ら
そ

の
女
中
が
長
続
き
し
て
欲
し

か
っ
た
ら
家
の
主
人
が
時
々

彼
女
と
○
○
を
し
て
彼
女
が

気
に
い
る
と
長
続
き
す
る
と

書
い
て
あ
っ
た
（
こ
れ
は
住
み

込
み
の
女
中
を
使
う
主
人
の

義
務
だ
と
書
い
て
あ
っ
た
）
の

で
自
分
は
そ
の
通
り
に
実
行

し
て
い
る
と
言
い
放
っ
た
、
大

し
た
奴
だ
と
思
っ
た
。

　
こ
う
し
て
お
互
い
に
次
々
と

面
白
い
話
が
出
て
く
る
。
７

　

日
本
に
住
ん
で
い
る
娘

か
ら
「
落
書
倶
楽
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
お
母
さ
ん
の
投

稿
を
読
み
ま
し
た
今
後
も

人
に
勇
気
と
希
望
を
与
え

る
文
章
を
聞
き
続
け
て
く

だ
さ
い
」
と
セ
ル
ラ
ー
に

メ
ー
ル
が
き
ま
し
た
。
思
い

も
し
な
い
メ
ー
ル
…

　

日
本
で
も
私
が
綴
っ
た

文
章
を
読
ん
で
下
さ
っ
て

い
る
方
が
居
ら
れ
る
…
ほ

ん
と
う
に
夢
の
よ
う
で
す

　

十
一
月
二
十
九
日
の
決
選

投
票
も
無
事
に
終
り
ま
し
た
。

私
は
戦
後
選
挙
権
を
取
り
今

日
ま
で
い
っ
ぺ
ん
も
破
棄
し
た

事
も
、
白
紙
投
票
し
た
事
も

有
り
ま
せ
ん
。
選
挙
の
度
に

日
系
社
会
の
為
に
働
い
て
貰
っ

た
日
系
議
員
や
日
系
社
会
と

付
合
い
の
有
る
親
日
家
に
感

謝
と
御
恩
返
し
の
意
味
で
又
、

社
会
奉
仕
と
し
て
一
隅
を
照

ら
す
つ
も
り
で
投
票
や
選
挙

運
動
の
手
伝
い
を
二
十
才
か

ら
や
り
始
め
て
六
十
年
に
成

り
ま
す
。

　

此
の
度
は
現
役
日
系
議
員

と
コ
ー
ヴ
ァ
ス
市
長
に
選
挙
運

動
を
手
伝
い
ま
し
た
。
結
果

を
見
ま
す
と
コ
ロ
ナ
禍
も
有

り
又
今
迄
に
な
い
ア
ビ
ス
テ
ン

ソ
ン
が
多
く
現
役
の
日
系
議

員
の
票
も
三
万
五
千
票
位
と

予
想
し
て
居
た
の
が
三
万
票

も
切
っ
て
票
が
伸
び
て
お
ら
ず

驚
き
ま
し
た
。

　

私
の
第
一
投
票
で
は
電
子
器

…
こ
の
コ
ロ
ナ
ビ
ー
ル
ス

の
間
、
私
の
人
生
の
し
め
く

く
り
一
番
楽
し
い
九
ヶ
月

間
で
し
た
。
自
分
の
夢
、
空

想
に
生
き
瞑
想
に
明
け
く

れ
そ
れ
を
文
章
に
綴
り
思

い
出
を
糸
ぐ
さ
り
乍
ら
一

番
幸
な
日
々
で
し
た
。

　

落
書
き
倶
楽
部
と
い
う

本
が
あ
る
事
す
ら
知
ら
な

か
っ
た
私
。
今
年
の
２
月
か

ら
（
五
十
一
号
）
か
ら
投
稿

さ
せ
て
頂
い
て
、
丸
で
水
槽

に
放
さ
れ
た
魚
の
よ
う
に

泳
い
で
居
り
ま
す
。

　

五
十
五
号
風
呂
敷
を
読
ん

で
下
さ
っ
た
方
か
ら
無
名

（
名
前
を
秘
し
て
）「
感
動
し

ま
し
た
」
と
金
一
封
と
贈
り

物
が
届
き
ま
し
た
。
気
持
ち

良
く
ド
ア
ソ
ン
頂
き
ま
し

た
。有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。

　

十
五
歳
の
時
、「
淋
し
い

夜
を
、
故
郷
を
し
の
び
こ
の

青
年
達
に
花
嫁
を・・・」〝
家

の
光
〟
と
い
う
一
冊
の
本
に

本
の
空
ビ
ン
以
外
に
数
個
の

空
ラ
ッ
チ
ニ
ャ
が
机
の
上
に
溜

ま
っ
た
。
開
拓
初
期
は
ハ
ン

モ
ッ
ク
生
活
が
続
い
た
が
次
第

に
豊
富
な
材
木
を
利
用
し
て

手
引
き
の
厚
い
板
で
床
の
一
部

を
張
っ
た
り
、
そ
の
隅
に
２
×

２
く
ら
い
の
囲
い
を
作
っ
て
そ

の
中
に
藁
を
沢
山
敷
い
て
自

分
た
ち
の
寝
床
を
作
っ
た
り
と

何
で
も
作
っ
て
い
た
様
だ
。

　

野
獣
の
肉
と
し
て
の
イ
ノ

シ
シ(ca

etetu
)

バ
ク
ー

(an
ta)

し
か（veado

）パ
ッ

カ(p
aca) 

コ
チ
ア(cotia)

な
ど
毎
週
の
様
に
手
に
入
る
の

で
肉
に
は
あ
ま
り
不
自
由
し
た

こ
と
は
な
い
そ
う
だ
。特
に
パ
ッ

カ
は
美
味
い
、
こ
ん
な
う
ま
い

肉
は
牛
肉
や
豚
肉
な
ん
て
足
元

に
も
及
ば
ん
ナ
ア
、
と
大
喜
び

し
た
思
い
出
。
こ
の
他
に
も
ま

だ
幾
つ
か
の
食
べ
ら
れ
る
野
獣

が
い
る
け
れ
ど
捕
ま
え
よ
う
と

も
し
な
い
。
随
分
昔
の
未
開
拓

地
の
時
代
の
話
。（
終
わ
り
）

こ
ん
な
見
出
し
を
目
に
し

た
乙
女
の
心
は
高
鳴
っ
た
。

　

あ
れ
か
ら
六
十
三
年
、
昭

和
・
平
成
・
令
和
と
生
き
て

来
た
喜
び
そ
し
て
今
私
の

綴
っ
た
文
章
が
反
対
側
の

日
本
の
皆
様
に
読
ん
で
い

た
だ
け
る
…
ま
あ
時
代
の

進
歩
…

　

だ
が
私
は
忘
れ
は
し
な

い
。
あ
の
楽
し
か
っ
た
谷
間

で
の
貧
乏
生
活
を
…
決
し

て
忘
れ
は
し
な
い
。
今
お
金

で
変
え
な
い
大
き
な
報
酬

を
頂
い
て
い
る
の
で
す
。
健

康
で
光
に
輝
く
紅
葉
何
物

に
も
か
え
が
た
い
大
き
な

報
酬
で
す
。

　

Ｓ
さ
ん
の
話
で
は
『
町
で

は
ア
ブ
ナ
イ
ね
、
カ
ミ
ジ
ー

ン
ニ
ョ
は
不
可
欠
』
仲
間
の

青
年
で
教
会
の
若
い
尼
さ
ん

（freira

）
と
関
係
を
持
っ

た
豪
の
者
も
い
る
と
の
こ
と
。

　

そ
し
て
尼
さ
ん
も
月
に
１

日
だ
け
自
由
な
服
装
で
町
に

出
て
も
良
い
事
に
な
っ
て
い
る

そ
う
で
、
彼
は
何
時
も
見
慣

れ
た
教
会
の
尼
さ
ん
が
普
通

の
服
を
着
て
町
を
歩
い
て
い
る

の
に
出
会
っ
た
そ
う
で
、
そ
れ

か
ら
時
々
尼
さ
ん
主
導
で
関

係
を
続
け
て
い
る
そ
う
だ
。

　

尼
さ
ん
も
村
を
出
る
時
は

黒
い
教
会
の
服
を
着
て
い
て

も
町
に
着
い
た
ら
チ
ャ
ン
と
着

か
え
て
一
見
普
通
の
人
と
変

わ
ら
な
い
。
も
し
ケ
ダ
ニ
を

移
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
と
考
え

た
ら
、
蚤
取
粉
を
持
っ
て
謝

り
に
行
か
な
く
て
は
行
け
な

い
だ
ろ
う
か
？

　

や
は
り
尼
さ
ん
で
も
時
々

は
、
と
世
間
の
裏
話
を
聞
い

移
り
来
て
六
十
年
（
む
そ
と

せ
）
が
過
ぎ
今
は
も
う
戦
後

移
民
の
人
影
は
な
い

な
つ
か
し
き
元
移
住
地
の
田

舎
道
道
行
き
交
う
は
思
い
出

ば
か
り

移
住
地
の
奥
ま
で
続
く
道

（Jap
ão

- H
o

n
d

ô

）
の

名
が
遠
い
昔
語
り
続
け
る

あ
の
頃
の
少
女
は
老
い
て

七
十
路
（
な
な
そ
じ
）
の
夢

を
あ
ら
た
に
歩
き
始
め
る

参
考
資
料
：
日
本
移
民
・
日

系
社
会
史
年
表

の
故
障
で
無
効
に
な
り
、
セ
ッ

ソ
ン
は
フ
ェ
ア
シ
ー
ド
に
成
り
、

後
味
の
悪
い
感
じ
が
し
ま
し

た
ね
ー
。
電
子
器
投
票
で
も

完
全
と
は
言
え
ず
す
で
に
問

題
は
始
っ
て
居
ま
す
。
特
に
郵

便
や
用
紙
投
票
で
は
今
迄
フ

ラ
ウ
デ
は
何
時
も
ど
こ
の
国
で

も
有
り
、
別
に
め
ず
ら
し
い

事
で
も
有
り
ま
す
ま
い
。

　

昔
の
選
挙
を
思
い
出
し
ま

す
と
、
ラ
ウ
ド
・
ナ
テ
ル
元

聖
州
統
領
は
ほ
ん
と
う
に
親

日
家
で
毎
年
末
に
は
必
ず
パ

ウ
リ
ス
タ
新
聞
社
サ
ン
パ
ウ

ロ
新
聞
社
を
お
と
ず
れ
メ
ン

サ
ー
ゼ
ン
を
置
い
て
居
ま
し

た
。

　

故
マ
リ
オ
・
コ
ー
ヴ
ァ
ス
、

フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
・
ド
・
カ
ル
ド
ー

ゾ
元
大
統
領
、
連
警
に
長
く

居
た
故
ロ
メ
オ
・
ツ
ー
マ
氏
、

ゼ
ラ
ウ
ド
・
ア
ウ
キ
ミ
ン
氏
、

親
日
家
で
皆
サ
ン
パ
ウ
ロ
出
身

で
何
時
も
選
挙
運
動
を
手
伝

い
、
い
ろ
ん
な
事
を
教
え
ら

れ
ま
し
た
。

　

此
の
度
の
ギ
レ
ル
メ
・
ボ
ウ

ロ
ス
さ
ん
は
庶
民
に
う
ま
い
事

を
言
い
決
選
ま
で
行
き
ま
し

た
。
庶
民
は
う
わ
べ
だ
け
で

も
味
方
に
な
る
ふ
り
を
す
れ

ば
思
い
通
り
に
成
る
様
で
す
。

　

元
マ
ル
タ
市
長
が
始
め
た

タ
ッ
シ
ャ
・
デ
・
リ
ッ
シ
ョ
で

す
が
た
く
さ
ん
払
わ
さ
れ
る

人
も
有
れ
ば
、
払
わ
な
い
人
々

が
沢
山
お
り
ま
す
。

　

又
空
き
家
に
し
て
居
る
の
に

タ
ッ
シ
ャ
は
来
る
。
ブ
ラ
ジ
ル

で
は
ム
ル
タ
は
不
動
産
の
有

る
人
か
ら
取
れ
る
が
何
も
無

い
人
か
ら
は
絶
対
取
れ
ま
せ

ん
か
ら
ね
ー
ワ
ッ
ハ
ッ
ハ
ー
と

笑
っ
た
日
系
弁
護
士
が
居
ま

し
た
。

　

こ
ん
な
不
公
平
な
も
の
は

や
め
さ
せ
よ
う
と
思
っ
て
次
の

市
長
選
に
ジ
ョ
ゼ
ー
・
セ
ー
ラ

氏
が
勝
ち
そ
う
な
の
で
選
挙

運
動
を
手
伝
い
乍
ら
、「
タ
ッ

シ
ャ
は
パ
ウ
リ
ス
タ
ー
ノ
の
皆

き
ら
っ
て
居
る
か
ら
辞
め
る
」

と
言
っ
た
ら
沢
山
票
が
集
ま

る
と
思
い
ま
す
が
と
ア
ド
バ
イ

ス
し
た
ら
彼
は
ち
ょ
っ
と
考
え

て
Ｔ
Ｖ
で
や
め
る
と
言
い
ま
し

た
。
大
分
票
が
集
ま
っ
た
の
は

た
し
か
で
す
。

　

有
権
者
は
皆
見
返
り
を
望

ん
で
居
る
か
ら
都
合
の
い
い
事

を
言
わ
な
い
と
票
は
あ
つ
ま
り

ま
せ
ん
。
皆
に
不
都
合
な
法

律
等
も
ど
し
ど
し
変
え
る
べ

き
で
今
迄
政
治
家
に
話
し
て

幾
つ
も
の
法
律
を
変
え
ま
し

た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
昔
か
ら
選

挙
と
言
え
ば
気
違
い
沙
汰
で

勝
つ
為
に
は
政
敵
が
パ
レ
ン

テ
で
あ
ろ
う
と
手
段
を
選
ば

ず
で
多
く
の
有
望
な
政
治
家

が
命
を
落
と
し
て
来
ま
し
た
。

特
に
北
伯
の
方
で
は
ひ
ど
く
、

ま
る
で
サ
ム
ラ
イ
時
代
か
の
如

く
あ
ら
ゆ
る
方
法
で
来
ま
す
。

　

い
か
な
る
時
も
油
断
大
敵

で
そ
ん
な
に
平
和
で
優
し
い
物

で
は
有
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で

も
ペ
ル
ー
の
フ
ジ
モ
リ
元
大
統

領
の
様
な
ど
し
よ
骨
の
有
る

政
治
家
が
出
る
の
を
期
待
し

て
居
り
ま
す
。



（４）２０２０（令和二）年 第５６４２号	１２月	２９日	（火曜日）

つ
ま
る
と
こ
ろ
「
ウ
イ
ル
ス

と
共き

ょ
う

生せ
い

」
の
新し

ん

年ね
ん

か

　
《
２
０
２
１
年ね

ん

は
、
人じ

ん

類る
い

が
（
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に

対た
い

し
て
）
防ぼ

う

御ぎ
ょ

か
ら
攻こ

う

撃げ
き

に

移う
つ

る
年と

し

に
な
り
ま
す
。
未み

感か
ん

染せ
ん

者し
ゃ

に
対た

い

し
て
、
ウ
イ
ル
ス

と
ワ
ク
チ
ン
の
ど
っ
ち
が
先さ

き

に

ゴ
ー
ル
に
到と

う

達た
つ

す
る
か
と
い

う
競

き
ょ
う

争そ
う

を
観か

ん

察さ
つ

す
る
年と

し

に
な

り
そ
う
で
す
。
こ
の
レ
ー
ス
の

ス
タ
ー
ト
地ち

点て
ん

は
、
す
で
に

感か
ん

染せ
ん

し
て
免め

ん

疫え
き

を
持も

っ
て
い
る

１
５
％
か
ら
２
５
％
の
国こ

く

民み
ん

で
、
免め

ん

疫え
き

所し
ょ

持じ

者し
ゃ

が
７
０
％

か
ら
９
０
％
に
な
っ
た
と
こ
ろ

で
終

し
ゅ
う

了り
ょ
うし

ま
す
》

　

生せ
い

物ぶ
つ

学が
く

者し
ゃ

フ
ェ
ル
ナ
ン

ド
・
レ
イ
ナ
ッ
キ
氏し

は
エ
ス

タ
ー
ド
紙し

２
６
日に

ち

付づ
け

コ
ラ

ム
（h

ttp
s://sa

u
d

e.
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.br/noti 
cias/geral,vacinacao-
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ad
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で
そ
う
書か

い
た
。
新し

ん

年ね
ん

は
コ

ロ
ナ
禍か

に
対た

い

し
て
、
や
ら
れ

る
ば
っ
か
り
で
な
く
、
人じ

ん

類る
い

か
ら
攻こ

う

撃げ
き

す
る
年と

し

に
な
る
と

位い

置ち

づ
け
て
い
る
。
力

ち
か
ら

強づ
よ

い
一ひ

と

言こ
と

だ
。

　

と
は
い
え
、
彼か

れ

は
事じ

態た
い

を

ま
っ
た
く
楽ら

っ

観か
ん

視し

し
て
い
な

い
。《
ブ
ラ
ジ
ル
の
人じ

ん

口こ
う

は

２
億お

く

１
千せ

ん

万ま
ん

人に
ん

。
す
で
に

１
５
％
が
感か

ん

染せ
ん

済ず

み
で
抗こ

う

体た
い

を
持も

っ
て
い
る
と
し
て
、
残の

こ

り
は
１
億お

く

７
８
０
０
万ま

ん

人に
ん

。

現げ
ん

在ざ
い

の
１
日に

ち

当あ

た
り
の
公こ

う

式し
き

感か
ん

染せ
ん

者し
ゃ

数す
う

は
６
万ま

ん

人に
ん

と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
疫え

き

学が
く

調ち
ょ
う

査さ

の

結け
っ

果か

か
ら
は
実じ

っ

際さ
い

に
は
毎ま

い

日に
ち

３
０
万ま

ん

～
６
０
万ま

ん

人に
ん

が
感か

ん

染せ
ん

し
て
い
る
こ
と
が
分わ

か

っ
て
い
ま

す
》
と
書か

く
。

　

公こ
う

式し
き

感か
ん

染せ
ん

者し
ゃ

数す
う

は
氷

ひ
ょ
う

山ざ
ん

の

一い
っ

角か
く

に
過す

ぎ
な
い
。
ペ
ロ
ッ
タ

ス
連れ

ん

邦ぽ
う

大だ
い

学が
く

の
全ぜ

ん

伯ぱ
く

抗こ
う

体た
い

調ち
ょ
う

査さ

（EPICO
V

ID
19-BR

）

に
よ
れ
ば
、
実じ

っ

際さ
い

の
感か

ん

染せ
ん

者し
ゃ

は
公こ

う

式し
き

数す
う

字じ

の
７
倍ば

い

い
る
と

州し
ゅ
う

》
中

ち
ゅ
う

国ご
く

製せ
い

ワ
ク
チ
ン
が

２
０
日か

到と
う

着ち
ゃ
く

＝
年ね

ん

末ま
つ

ま
で
に

６
０
０
万ま

ん

回か
い

分ぶ
ん

』
記き

事じ

に
あ

る
「
６
０
０
万ま

ん

回か
い

分ぶ
ん

」
は
一い

っ

見け
ん

多お
お

い
よ
う
に
見み

え
る
。
だ

が
、
全ぜ

ん

伯ぱ
く

規き

模ぼ

の
接せ

っ

種し
ゅ

に
使つ

か

う
な
ら
１
週

し
ゅ
う

間か
ん

分ぶ
ん

に
も
な
ら

な
い
。

　

本ほ
ん

紙し

１
７
日か

付づ
け

《
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接せ

っ

種し
ゅ

開か
い

始し

「
２
月が

つ

の
半な

か

ば
頃こ

ろ

」
＝
保ほ

健け
ん

省し
ょ
うが

接せ
っ

種し
ゅ

計け
い

画か
く

を
発は

っ

表ぴ
ょ
う

＝
英え

い

米べ
い

製せ
い

中ち
ゅ
う

心し
ん

だ
が
中

ち
ゅ
う

国ご
く

製せ
い

も
購こ

う

入に
ゅ
う

対た
い

象し
ょ
うに

》（h
ttp

s://w
w

w
.
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y
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u
n

.
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の
記き

事じ

中ち
ゅ
う

に
、《
連れ

ん

邦ぽ
う

政せ
い

府ふ

は

す
で
に
２
０
２
１
年ね

ん

用よ
う

に

３
億お

く

５
千せ

ん

回か
い

分ぶ
ん

の
ワ
ク
チ
ン

の
購こ

う

入に
ゅ
う

交こ
う

渉し
ょ
うを

行
お
こ
な

っ
て
い
る

と
い
う
。
こ
れ
を
も
っ
て
、

１
億お

く

７
５
０
０
万ま

ん

人に
ん

の
伯は

く

人じ
ん

に
対た

い

す
る
ワ
ク
チ
ン
接せ

っ

種し
ゅ

を

施ほ
ど
こし

た
い
と
し
て
い
る
》
と

い
う
の
は
、
未み

感か
ん

染せ
ん

者し
ゃ

数す
う

を

１
億お

く

７
５
０
０
万ま

ん

人に
ん

と
見み

積つ

も
っ
て
い
る
計け

い

算さ
ん

に
な
る
。

　

こ
の
計け

い

算さ
ん

か
ら
も
、
す
で

に
感か

ん

染せ
ん

し
て
抗こ

う

体た
い

を
持も

っ
て
い

る
人ひ

と

は
接せ

っ

種し
ゅ

対た
い

象し
ょ
うに

入は
い

っ
て
い

な
い
こ
と
が
分わ

か

る
。
ボ
ル
ソ
ナ

ロ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは

じ
め
、
感か

ん

染せ
ん

済ず

み
で
抗こ

う

体た
い

を
持も

つ
人ひ

と

の
分ぶ

ん

ま

で
確か

く

保ほ

す
る
の
は
難む

ず
か

し
い
と

考か
ん
がえ

て
い
る
よ
う
だ
。

　

３
億お

く

５
千せ

ん

回か
い

分ぶ
ん

の
う

ち
、
３
分ぶ

ん

の
２
を
占し

め
る

２
億お

く

１
千せ

ん

万ま
ん

回か
い

分ぶ
ん

は
イ
ギ
リ

ス
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大だ

い

学が
く

と
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
社し

ゃ

が
開か

い

発は
つ

す
る
ワ
ク
チ
ン
と
さ
れ
る
。

　

注
ち
ゅ
う

目も
く

株か
ぶ

の
米べ

い

モ
デ
ル
ナ
と

米べ
い

フ
ァ
イ
ザ
ー
の
ワ
ク
チ
ン
は

有ゆ
う

効こ
う

率り
つ

９
０
％
以い

上じ
ょ
うの

好こ
う

結け
っ

果か

だ
が
、
値ね

段だ
ん

が
高た

か

く
、
マ

イ
ナ
ス
７
０
度ど

で
保ほ

存ぞ
ん

す
る

必ひ
つ

要よ
う

が
あ
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
に

は
不ふ

向む

き
だ
。

　
こ
の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
と

ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
の
ワ
ク
チ
ン

は
安あ

ん

価か

で
、
普ふ

通つ
う

の
冷れ

い

蔵ぞ
う

庫こ

（
摂せ

っ

氏し

２
～
８
度ど

）
で
保ほ

管か
ん

で

き
る
た
め
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
も

輸ゆ

送そ
う

・
管か

ん

理り

し
や
す
い
。
た

だ
し
有ゆ

う

効こ
う

率り
つ

は
６
２
～
９
０

％
。「
接せ

っ

種し
ゅ

量り
ょ
うを

調
ち
ょ
う

整せ
い

す
る

こ
と
で
有ゆ

う

効こ
う

率り
つ

が
９
０
％
に

達た
っ

す
る
こ
と
も
あ
る
」
と
い

う
正せ

い

式し
き

な
結け

っ

果か

待ま

ち
の
製せ

い

品ひ
ん

だ
。

　

だ
が
前ぜ

ん

者し
ゃ

の
モ
デ
ル
ナ
製せ

い

に
し
て
も
、
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ

カ
製せ

い

も
完か

ん

全ぜ
ん

な
完か

ん

成せ
い

品ひ
ん

で
は

な
く
、
緊き

ん

急き
ゅ
う

使し

用よ
う

許き
ょ

可か

だ
け
。

「
緊き

ん

急き
ゅ
う

使し

用よ
う

だ
か
ら
、
副ふ

く

作さ

用よ
う

が
で
て
も
製せ

い

薬や
く

会が
い

社し
ゃ

は
一い

っ

切さ
い

責せ
き

任に
ん

を
取と

ら
な
い
」
と
の

樹  

海

じ
ゅ
　
　
　
　
　
　
　
か
い

拡
か く

大
だ い

版
ば ん

種し
ゅ

を
受う

け
な
け
れ
ば
い
け
な

い
義ぎ

務む

と
、
接せ

っ

種し
ゅ

を
受う

け
る

こ
と
が
で
き
る
権け

ん

利り

が
生う

ま

れ
る
。
そ
れ
と
同ど

う

時じ

に
、
州

し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

に
は
ワ
ク
チ
ン
を
用よ

う

意い

す
る
義ぎ

務む

と
、
市し

民み
ん

に
打う

っ

て
も
ら
う
こ
と
を
強

き
ょ
う

制せ
い

す
る

権け
ん

利り

が
生し

ょ
う

じ
る
。

　

そ
こ
で
疑ぎ

問も
ん

だ
が
、
ワ
ク

チ
ン
が
足た

り
な
い
場ば

合あ
い

、
義ぎ

務む

化か

で
き
る
の
か
？　

接せ
っ

種し
ゅ

を
受う

け
る
権け

ん

利り

が
あ
る
市し

民み
ん

は
、
ワ
ク
チ
ン
が
足た

り
な
い
と

な
れ
ば
当と

う

然ぜ
ん

、
行

ぎ
ょ
う

政せ
い

に
そ
の

責せ
き

任に
ん

を
問と

う
だ
ろ
う
。

　

あ
と
、
接せ

っ

種し
ゅ

に
よ
っ
て
重

じ
ゅ
う

篤と
く

な
副ふ

く

作さ

用よ
う

が
生し

ょ
う

じ
た
場ば

合あ
い

、
誰だ

れ

が
責せ

き

任に
ん

を
取と

る
の
か

を
前ま

え

も
っ
て
明め

い

確か
く

に
す
る
べ
き

だ
。
州

し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

が
義ぎ

務む

化か

す
る

な
ら
、
当と

う

然ぜ
ん

、
州

し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

に
も

そ
の
責せ

き

任に
ん

の
一い

っ

端ぱ
し

は
あ
る
だ

ろ
う
。
ど
ん
な
ワ
ク
チ
ン
で

も
若

じ
ゃ
っ

干か
ん

名め
い

の
副ふ

く

作さ

用よ
う

は
出で

る
。

し
か
も
実じ

っ

験け
ん

段だ
ん

階か
い

の
ワ
ク
チ

ン
で
あ
れ
ば
、
な
お
さ
ら
だ
。

　

本ほ
ん

来ら
い

な
ら
連れ

ん

邦ぽ
う

政せ
い

府ふ

と
州

し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

が
一い

っ

体た
い

に
な
っ
て
取と

り

組く

ま
な
い
と
い
け
な
い
。
こ

れ
だ
け
の
大だ

い

事じ

業ぎ
ょ
うを

、
自じ

治ち

体た
い

ご
と
に
バ
ラ
バ
ラ
に
や
る
こ

と
は
想そ

う

像ぞ
う

で
き
な
い
。
ワ
ク

チ
ン
確か

く

保ほ

と
そ
の
流

り
ゅ
う

通つ
う

、
接せ

っ

種し
ゅ

人じ
ん

員い
ん

や
接せ

っ

種し
ゅ

場ば

所し
ょ

の
確か

く

保ほ

は
一い

っ

体た
い

に
な
ら
な
い
と
で
き
な

い
。
だ
が
、肝か

ん

心じ
ん

の
保ほ

健け
ん

省し
ょ
うが

「
来ら

い

年ね
ん

中ち
ゅ
うに

は
必ひ

つ

要よ
う

量り
ょ
うが

確か
く

保ほ

で
き
な
い
」
と
明め

い

言げ
ん

し
て
い

る
。
義ぎ

務む

化か

し
て
足た

り
な
く

な
っ
た
時と

き

の
責せ

き

任に
ん

は
誰だ

れ

が
取と

る
の
か
？　
ワ
ク
チ
ン
は
世せ

界か
い

的て
き

な
大だ

い

争そ
う

奪だ
つ

戦せ
ん

に
な
っ
て
お

り
、
確か

く

保ほ

が
難む

ず
か

し
い
こ
と
は

明め
い

白は
く

だ
。

　

も
ち
ろ
ん
、
レ
イ
ナ
ッ
キ

氏し

が
言い

う
と
お
り
、《
免め

ん

疫え
き

所し
ょ

持じ

者し
ゃ

が
国こ

く

民み
ん

の
７
０
％
か
ら

９
０
％
に
》
な
ら
な
い
と
い

け
な
い
。
義ぎ

務む

化か

し
た
選せ

ん

挙き
ょ

で
す
ら
実じ

っ

際さ
い

に
投と

う

票ひ
ょ
うし

な
い

国こ
く

民み
ん

は
２
～
３
割わ

り

い
る
。
そ

の
現げ

ん

実じ
つ

を
思お

も

え
ば
、
ム
リ
を

承し
ょ
う

知ち

で
「
義ぎ

務む

化か

」
と
い
う

ぐ
ら
い
が
ち
ょ
う
ど
良よ

い
の
か

も
し
れ
な
い
。

結け
っ

局き
ょ
くは

「
ウ
イ
ル
ス
と
の
共

き
ょ
う

生せ
い

」
が
新あ

た
ら

し
い
日に

ち

常じ
ょ
うに

　

お
そ
ら
く
６
０
歳さ

い

以い

上じ
ょ
うは

優ゆ
う

先せ
ん

さ
れ
る
か
ら
新し

ん

年ね
ん

中じ
ゅ
うに

は
接せ

っ

種し
ゅ

の
順

じ
ゅ
ん

番ば
ん

が
回ま

わ

っ
て
く

る
。
だ
が
そ
れ
以い

下か

の
年ね

ん

齢れ
い

層そ
う

は
期き

待た
い

し
な
い
方ほ

う

が
良よ

さ

そ
う
だ
。
ワ
ク
チ
ン
を
打う

っ
た

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

も
、
次つ

ぎ

々つ
ぎ

に
出で

て
く

る
変へ

ん

異い

体た
い

に
は
ど
の
程て

い

度ど

効こ
う

果か

が
あ
る
の
か
分わ

か

ら
な
い
か

ら
完か

ん

全ぜ
ん

に
ガ
ー
ド
を
下さ

げ
て

は
い
け
な
い
。

　

結け
っ

局き
ょ
くは

日に
ち

常じ
ょ
う

的て
き

に
マ
ス
ク

を
つ
け
、
人ひ

と

と
の
接せ

っ

触し
ょ
くに

は

常つ
ね

に
気き

を
つ
け
る
と
い
う
「
ウ

イ
ル
ス
と
共

き
ょ
う

生せ
い

」
生せ

い

活か
つ

に
慣な

れ
て
、
そ
れ
を
「
新あ

た
ら

し
い
日に

ち

常じ
ょ
う」

に
し
て
い
く
し
か
な
い
。

　
　
　
　
　

☆

　

さ
ん
ざ
ん
な
２
０
２
０
年ね

ん

だ
っ
た
が
、
２
０
２
１
年ね

ん

に

ワ
ク
チ
ン
接せ

っ

種し
ゅ

が
始は

じ

ま
れ
ば

景け
い

気き

に
も
好こ

う

影え
い

響き
ょ
うを

与あ
た

え
、

経け
い

済ざ
い

に
も
明あ

か

る
い
材ざ

い

料り
ょ
うが

溢あ
ふ

れ
て
く
る
。

　

来ら
い

年ね
ん

は
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

も
完か

ん

全ぜ
ん

に
リ
セ
ッ
ト
（
立た

て
直な

お

し
）

し
た
形か

た
ち

に
な
る
。
良よ

い
意い

味み

で
体た

い

制せ
い

を
立た

て
直な

お

し
、
日に

っ

系け
い

社し
ゃ

会か
い

を
挙あ

げ
て
２
０
２
２
年ね

ん

の

「
ブ
ラ
ジ
ル
独ど

く

立り
つ

２
０
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

」
を
皆み

な

で
祝い

わ

う
よ
う
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始は

じ

ま
っ
て
も
良よ

い
の
で
は
？　
　
　
　
（
深ふ

か

）

テ
ッ
ク
）
が
開か

い

発は
つ

し
た
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の

有ゆ
う

効こ
う

率り
つ

は
９
１
・２
５
％
と
な

っ
た
。

　

２
３
日に

ち

に
は
ブ
ラ
ジ
ル
の

後こ
う

期き

治ち

験け
ん

で
も
同ど

う

ワ
ク
チ
ン

の
有ゆ

う

効こ
う

率り
つ

が
５
０
％
以い

上じ
ょ
うで

ジ
ャ
ー
ナ
ル
１
１
月が

つ

１
９
日に

ち

電で
ん

子し

版ば
ん

『
中

ち
ゅ
う

国ご
く

シ
ノ
バ
ッ
ク
の

　

こ
の
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

の
前ま

え

の
め
り
な
姿し

勢せ
い

に
関か

ん

し
て
、
前ぜ

ん

述じ
ゅ
つ

の
レ
イ
ナ
ッ

キ
氏し

は
１
４
日か

付づ
け

同ど
う

コ
ラ

ム
（h

ttp
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d
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）

で
、
実じ

つ

は
治ち

験け
ん

結け
っ

果か

発は
っ

表ぴ
ょ
う

は
当と

う

初し
ょ

、
１
０
月が

つ

２
０
日か

に

予よ

定て
い

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が

１
２
月が

つ

１
５
日に

ち

に
延え

ん

期き

さ
れ
、

さ
ら
に
２
３
日に

ち

に
再さ

い

延え
ん

期き

さ

れ
、
今こ

ん

回か
い

は
「
再さ

い

々さ
い

延え
ん

期き

だ

っ
た
」
と
い
う
。

　

１
４
日か

の
治ち

験け
ん

結け
っ

果か

発は
っ

表ぴ
ょ
う

の
延え

ん

期き

に
関か

ん

し
て
《
結け

っ

果か

発は
っ

表ぴ
ょ
うの

延え
ん

期き

は
、
何な

に

か
問も

ん

題だ
い

が

あ
る
と
の
疑う

た
が

い
を
思お

も

い
起お

こ

さ
せ
る
。
こ
の
件け

ん

に
関か

ん

す
る

不ふ

透と
う

明め
い

性せ
い

さ
は
、
州

し
ゅ
う

民み
ん

に
対た

い

す
る
説せ

つ

明め
い

サ
ー
ビ
ス
の
欠け

つ

如じ
ょ

》

と
し
、
延え

ん

期き

さ
れ
た
理り

由ゆ
う

の

候こ
う

補ほ

を
三み

っ

つ
推す

い

測そ
く

し
て
い
る
。

　
《
こ
の
第だ

い

３
段だ

ん

階か
い

の
治ち

験け
ん

が

始は
じ

ま
っ
た
と
き
、
結け

っ

果か

発は
っ

表ぴ
ょ
う

は
も
と
も
と
１
０
月が

つ

２
０
日か

に
約や

く

束そ
く

さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
が

１
２
月が

つ

１
５
日に

ち

に
な
り
、
延え

ん

期き

さ
れ
た
。
こ
の
時じ

点て
ん

で
す

で
に
最さ

い

低て
い

限げ
ん

必ひ
つ

要よ
う

な
１
５
１

症し
ょ
う

例れ
い

を
越こ

え
た
１
７
０
症

し
ょ
う

例れ
い

が
集あ

つ

ま
っ
て
い
た
こ
と
は
発は

っ

表ぴ
ょ
う

さ
れ
た
の
に
、
臨り

ん

床し
ょ
うデ

ー
タ

推す
い

測そ
く

す
る
。
だ
か
ら
公こ

う

式し
き

数す
う

が
毎ま

い

日に
ち

６
万ま

ん

だ
と
す
れ
ば
、

実じ
っ

際さ
い

は
そ
の
７
倍ば

い

の
４
２
万ま

ん

人に
ん

い
る
と
見み

た
方ほ

う

が
良よ

い
。

　

さ
ら
に
《
も
し
ウ
イ
ル
ス

が
毎ま

い

日に
ち

５
０
万ま

ん

人に
ん

ず
つ
感か

ん

染せ
ん

を
拡か

く

大だ
い

さ
せ
る
な
ら
、
１
年ね

ん

で
１
億お

く

８
２
０
０
万ま

ん

人に
ん

に
感か

ん

染せ
ん

す
る
か
ら
、
そ
の
時じ

点て
ん

で

競き
ょ
う

争そ
う

は
オ
シ
マ
イ
に
な
る
》。

つ
ま
り
、
ワ
ク
チ
ン
接せ

っ

種し
ゅ

よ

り
も
先さ

き

に
ウ
イ
ル
ス
が
全ぜ

ん

人じ
ん

口こ
う

に
感か

ん

染せ
ん

し
た
ら
、
競

き
ょ
う

争そ
う

は

負ま

け
で
終お

わ
る
。

　

単た
ん

純じ
ゅ
ん

計け
い

算さ
ん

で
は
、
今い

ま

か
ら

ワ
ク
チ
ン
接せ

っ

種し
ゅ

が
始は

じ

ま
っ
て

も
、
１
年ね

ん

以い

内な
い

に
未み

感か
ん

染せ
ん

者し
ゃ

全ぜ
ん

員い
ん

に
ワ
ク
チ
ン
を
打う

ち
終お

わ
ら
な
い
と
、
ウ
イ
ル
ス
と
の

戦せ
ん

争そ
う

に
負ま

け
る
こ
と
に
な
る

と
い
う
。

来ら
い

年ね
ん

は
毎ま

い

日に
ち

１
０
０
万ま

ん

回か
い

分ぶ
ん

以い

上じ
ょ
うの
接せ

っ

種し
ゅ

が
必ひ

つ

要よ
う

？

　
レ
イ
ナ
ッ
キ
氏し

は
次つ

ぎ

の
よ
う

な
計け

い

算さ
ん

を
す
る
。
も
し
有ゆ

う

効こ
う

率り
つ

９
５
％
の
ワ
ク
チ
ン
な
ら

毎ま
い

日に
ち

５
０
万ま

ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
うに

接せ
っ

種し
ゅ

す
れ
ば
、
ギ
リ
ギ
リ
だ
が
ウ

イ
ル
ス
に
勝か

て
る
。
有ゆ

う

効こ
う

率り
つ

５
０
％
の
ワ
ク
チ
ン
な
ら
そ

の
２
倍ば

い

、
毎ま

い

日に
ち

１
０
０
万ま

ん

人に
ん

以い

上じ
ょ
うに

接せ
っ

種し
ゅ

す
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ

る
。
し
か
も
、
い
ず
れ
も
そ

の
有ゆ

う

効こ
う

率り
つ

を
得え

る
た
め
に
は
、

ワ
ク
チ
ン
を
２
回か

い

ず
つ
接せ

っ

種し
ゅ

す
る
必ひ

つ

要よ
う

が
あ
る
。

　

つ
ま
り
、
有ゆ

う

効こ
う

率り
つ

５
０

％
の
ワ
ク
チ
ン
な
ら
毎ま

い

日に
ち

２
０
０
万ま

ん

人に
ん

に
接せ

っ

種し
ゅ

す
る
計け

い

算さ
ん

に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
大た

い

量り
ょ
うの

ワ
ク
チ
ン
供

き
ょ
う

給き
ゅ
うが

実じ
っ

際さ
い

に
可か

能の
う

な
の
か
疑ぎ

問も
ん

だ
。
新し

ん

年ね
ん

は
接せ

っ

種し
ゅ

日に
っ

程て
い

を
巡め

ぐ

っ
て
、

か
な
り
ド
タ
バ
タ
す
る
こ
と

は
間ま

違ち
が

い
な
い
。

　

ち
な
み
に
本ほ

ん

紙し

１
１
月が

つ

１
０
日か

付づ
け

『《
サ
ン
パ
ウ
ロ

一い
ち

文ぶ
ん

が
国く

に

と
の
契け

い

約や
く

書し
ょ

に
あ

る
と
報ほ

う

道ど
う

さ
れ
て
い
る
。

　

従
じ
ゅ
う

来ら
い

、
ワ
ク
チ
ン
開か

い

発は
つ

に

は
５
～
１
０
年ね

ん

か
か
る
の
が

常じ
ょ
う

識し
き

と
さ
れ
て
き
た
が
、
今こ

ん

回か
い

は
１
年ね

ん

未み

満ま
ん

で
緊き

ん

急き
ゅ
う

使し

用よ
う

に
こ
ぎ
着つ

け
て
い
る
。
そ
れ
は

こ
の
二ふ

た

つ
の
ワ
ク
チ
ン
は
、
従

じ
ゅ
う

来ら
い

型が
た

の
製せ

い

造ぞ
う

手し
ゅ

法ほ
う

で
は
な
く
、

ウ
イ
ル
ス
の
遺い

伝で
ん

子し

情じ
ょ
う

報ほ
う

ｍ

Ｒ
Ｎ
Ａ
を
使つ

か

っ
た
新し

ん

型が
た

製せ
い

造ぞ
う

手し
ゅ

法ほ
う

の
お
か
げ
で
開か

い

発は
つ

が
飛ひ

躍や
く

的て
き

に
早は

や

ま
っ
た
と
言い

わ
れ
て

い
る
。
だ
が
そ
の
分ぶ

ん

、
実じ

っ

験け
ん

的て
き

な
側そ

く

面め
ん

が
強つ

よ

い
ワ
ク
チ
ン

だ
。

発は
っ

表ぴ
ょ
う

再さ
い

延え
ん

期き

で
信し

ん

憑ぴ
ょ
う

性せ
い

が
下さ

が
る
シ
ノ
バ
ッ
ク

　

欧お
う

米べ
い

で
緊き

ん

急き
ゅ
う

接せ
っ

種し
ゅ

が
は
じ

ま
っ
た
そ
の
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ニ

カ
製せ

い

や
モ
デ
ル
ナ
製せ

い

に
対た

い

し
、

サ
ン
パ
ウ
ロ
州

し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

が
し
ゃ
か

り
き
に
な
っ
て
進す

す

め
て
い
る
の

は
中

ち
ゅ
う

国ご
く

製せ
い

ワ
ク
チ
ン
「
シ
ノ
バ

ッ
ク
」
だ
。
第だ

い

三さ
ん

段だ
ん

階か
い

の
治ち

験け
ん

結け
っ

果か

発は
っ

表ぴ
ょ
うが

再さ
い

延え
ん

期き

さ
れ

た
こ
と
で
先せ

ん

週し
ゅ
うの

話わ

題だ
い

を
さ

ら
っ
て
い
た
。

　

本ほ
ん

来ら
い

は
１
５
日に

ち

に
発は

っ

表ぴ
ょ
うさ

れ
る
は
ず
だ
っ
た
が
２
３
日に

ち

に
延え

ん

期き

さ
れ
、
そ
れ
が
突と

つ

然ぜ
ん

、

再さ
い

延え
ん

期き

さ
れ
た
。
再さ

い

延え
ん

期き

を

発は
っ

表ぴ
ょ
うす

る
際さ

い

、
ブ
タ
ン
タ
ン

研け
ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

の
ジ
マ
ス
・
コ
ー
ヴ
ァ

ス
所し

ょ

長ち
ょ
うは

「
コ
ロ
ナ
バ
ッ
ク
は

少す
く

な
く
と
も
５
０
％
以い

上じ
ょ
うの

効こ
う

用よ
う

が
あ
る
」
と
い
う
発は

つ

言げ
ん

を
し
、
む
し
ろ
信し

ん

頼ら
い

性せ
い

を
下さ

げ
る
反は

ん

響き
ょ
うを

招ま
ね

い
て
い
る
。

　

し
か
も
ド
リ
ア
州

し
ゅ
う

知ち

事じ

が

米べ
い

マ
イ
ア
ミ
に
休

き
ゅ
う

暇か

で
行

お
こ
な

っ
て

い
る
最さ

い

中ち
ゅ
うだ

っ
た
。
サ
ン
パ
ウ

ロ
州

し
ゅ
う

民み
ん

に
は
「
年ね

ん

末ま
つ

休や
す

み
は

サ
ン
ト
ス
周

し
ゅ
う

辺へ
ん

の
海か

い

岸が
ん

立た

ち

入い

り
禁き

ん

止し

」
を
発は

っ

表ぴ
ょ
うし

て
お

き
な
が
ら
、
自じ

分ぶ
ん

だ
け
は
米べ

い

国こ
く

の
海か

い

岸が
ん

リ
ゾ
ー
ト
で
こ
っ
そ

り
楽た

の

し
ん
で
い
る
姿す

が
た

を
明あ

き

ら

か
に
な
り
、
州

し
ゅ
う

民み
ん

の
不ふ

評ひ
ょ
うを

買か

っ
た
。

　

５
０
％
以い

上じ
ょ
うあ

れ
ば
承

し
ょ
う

認に
ん

さ
れ
る
の
が
国こ

く

際さ
い

基き

準じ
ゅ
んだ

が
、

先せ
ん

行こ
う

ワ
ク
チ
ン
が
９
０
％
以い

と
慎し

ん

重ち
ょ
うな

姿し

勢せ
い

を
見み

せ
て
い

る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
の
発は

っ

表ぴ
ょ
う

延え
ん

期き

を

受う

け
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は

購こ
う

入に
ゅ
う

反は
ん

対た
い

運う
ん

動ど
う

が
起お

き
て
い

る
と
い
う
。『
中

ち
ゅ
う

国ご
く

シ
ノ
バ
ッ

ク
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン 

効こ
う

と
し
て
い
た
サ
ン
パ
ウ
ロ
州

し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

の
や
り
方か

た

に
、
か
な
り
前ま

え

の
め
り
な
印い

ん

象し
ょ
うを

受う

け
る
。

キ
チ
ン
と
し
た
デ
ー
タ
公こ

う

開か
い

を
し
て
ほ
し
い
と
こ
ろ
だ
。

な
ぜ
発は

っ

表ぴ
ょ
うで
き
な
い
の
か
？

は
公こ

う

開か
い

さ
れ
な
か
っ
た
。
フ
ァ

イ
ザ
ー
は
約や

く

１
６
０
症

し
ょ
う

例れ
い

を

も
っ
て
９
０
％
以い

上じ
ょ
うの

有ゆ
う

効こ
う

性せ
い

と
い
う
結け

っ

果か

と
症

し
ょ
う

例れ
い

デ
ー

タ
を
発は

っ

表ぴ
ょ
うし

て
い
た
。

　

だ
が
、
ブ
タ
ン
タ
ン
研け

ん

究き
ゅ
う

所し
ょ

は
発は

っ

表ぴ
ょ
うし

な
か
っ
た
。
し

な
か
っ
た
理り

由ゆ
う

と
し
て
考か

ん
が

え

ら
れ
る
の
は
、
こ
れ
ほ
ど
短た

ん

期き

間か
ん

に
重

じ
ゅ
う

要よ
う

な
調

ち
ょ
う

査さ

を
し
た

こ
と
が
な
か
っ
た
た
め
、
何な

ん

ら
か
問も

ん

題だ
い

が
調

ち
ょ
う

査さ

に
生し

ょ
う

じ
た
。

そ
れ
な
ら
、
問も

ん

題だ
い

を
修

し
ゅ
う

正せ
い

し

て
新あ

た
ら

し
い
調

ち
ょ
う

査さ

を
す
る
日に

っ

程て
い

を
発は

っ

表ぴ
ょ
うす

る
べ
き
だ
。

　

二ふ
た

つ
目め

は
、
結け

っ

果か

は
は
っ
き

り
と
出で

て
い
る
が
、
発は

っ

表ぴ
ょ
うす

る
に
は
不ふ

都つ

合ご
う

な
ぐ
ら
い
に

効き

き
目め

が
悪わ

る

い
と
い
う
こ
と

だ
。
そ
う
な
ら
隠か

く

そ
う
と
し

た
り
、
結け

っ

果か

を
公こ

う

表ひ
ょ
うし

な
い

の
は
犯は

ん

罪ざ
い

ス
レ
ス
レ
の
行こ

う

為い

と

い
え
る
。
ワ
ク
チ
ン
が
効き

か
な

い
の
は
治ち

験け
ん

を
し
た
人ひ

と

の
責せ

き

任に
ん

で
は
な
い
。
ワ
ク
チ
ン
の
効き

き
が
悪わ

る

い
の
な
ら
、
予よ

防ぼ
う

接せ
っ

種し
ゅ

の
日に

っ

程て
い

に
影え

い

響き
ょ
うを

与あ
た

え
る
。

治ち

験け
ん

結け
っ

果か

が
出で

る
前ま

え

か
ら
、

接せ
っ

種し
ゅ

を
い
つ
か
ら
始は

じ

め
る
と
い

う
日に

っ

程て
い

を
発は

っ

表ぴ
ょ
うす

る
こ
と
自じ

体た
い

、
政せ

い

府ふ

と
し
て
非ひ

常じ
ょ
うに

無む

責せ
き

任に
ん

と
言い

わ
ざ
る
を
得え

な
い
。

　

三み

つ
目め

の
可か

能の
う

性せ
い

と
し
て

は
、
治ち

験け
ん

結け
っ

果か

は
出で

て
お
り
、

ワ
ク
チ
ン
に
効き

き
目め

は
証

し
ょ
う

明め
い

さ
れ
て
い
る
が
、
連れ

ん

邦ぽ
う

政せ
い

府ふ

と
の
や
り
取と

り
を
有ゆ

う

利り

に
す

る
た
め
に
こ
の
情

じ
ょ
う

報ほ
う

を
出だ

す

タ
イ
ミ
ン
グ
を
は
か
っ
て
い
る

ワ
ク
チ
ン
候こ

う

補ほ

、
抗こ

う

体た
い

レ
ベ
ル

不ふ

十じ
ゅ
う

分ぶ
ん

か
』記き

事じ

（https://
jp.w

sj.com
/articles/
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）に

は
、《
医い

学が
く

誌し

ラ
ン
セ
ッ
ト
で

今こ
ん

週し
ゅ
う

発は
っ

表ぴ
ょ
うさ

れ
た
治ち

験け
ん

の
結け

っ

果か

に
よ
れ
ば
、
シ
ノ
バ
ッ
ク
の

ワ
ク
チ
ン
候こ

う

補ほ

は
１
回か

い

目め

の

接せ
っ

種し
ゅ

か
ら
２
８
日に

ち

以い

内な
い

に
抗こ

う

体た
い

を
作つ

く

り
出だ

し
た
が
、
そ
の

レ
ベ
ル
は
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
に
感か

ん

染せ
ん

し
た
こ
と
が
あ
る
人ひ

と

よ
り
低ひ

く

か
っ
た
》
と
い
う
報ほ

う

道ど
う

も
あ
っ

た
。

　

た
だ
し
、　
ロ
イ
タ
ー
に
よ

れ
ば
《［
ア
ン
カ
ラ　

２
４
日か　

ロ
イ
タ
ー
］ - 

ト
ル
コ
で
行

お
こ
な

わ
れ
た
後こ

う

期き

臨り
ん

床し
ょ
う

試し

験け
ん

（
治ち

験け
ん

）
の
中

ち
ゅ
う

間か
ん

デ
ー
タ
に
よ
る

と
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

の
科
興
控
股
生
物

技
術
（
シ
ノ
バ
ッ
ク
・
バ
イ
オ

あ
る
こ
と
が
示し

め

さ
れ
た
が
、

会か
い

社し
ゃ

側が
わ

の
要よ

う

請せ
い

に
よ
り
完か

ん

全ぜ
ん

な
結け

っ

果か

の
発は

っ

表ぴ
ょ
うを

保ほ

留り
ゅ
うす

る

と
し
て
お
り
、
治ち

験け
ん

の
透と

う

明め
い

性せ
い

に
関か

ん

し
て
懸け

念ね
ん

が
生し

ょ
う

じ
て

い
る
》
と
報ほ

う

じ
ら
れ
て
い
る
。　

　
つ
ま
り
、
シ
ノ
バ
ッ
ク
の
ト

ル
コ
で
の
治ち

験け
ん

で
は
９
０
％

と
発は

っ

表ぴ
ょ
うさ

れ
て
お
り
、
ブ
ラ

ジ
ル
だ
け
数す

う

値ち

が
低ひ

く

い
と
検け

ん

査さ

の
信し

ん

憑ぴ
ょ
う

性せ
い

、
整せ

い

合ご
う

性せ
い

自じ

体た
い

が
疑う

た
が

わ
れ
る
と
の
問も

ん

題だ
い

も
あ

る
。

　

シ
ノ
バ
ッ
ク
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
で
も
治ち

験け
ん

が
行お

こ
な

わ
れ
て
い

る
。ウ
オ
ー
ル・ス
ト
リ
ー
ド・

ジ
ャ
ー
ナ
ル
２
７
日に

ち

付づ
け

電で
ん

子し

版ば
ん

（h
ttp

s://jp
.w

sj.
com

/articles/SB110
5

7
7

8
3

2
5

2
1

6
7

6
0

4
2

3
9

5
0

4
5

8
7

1
2

1
0

9
0

7
47383210

）
に
は
、《
少す

く

な
く
と
も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、

果か

は
わ
ず
か
５
０
％...

フ
ィ

リ
ピ
ン
で
「
購こ

う

入に
ゅ
う

反は
ん

対た
い

」
意い

見け
ん

拡か
く

散さ
ん

』（W
oW

!K
orea

１
６
日に

ち

版ば
ん

ヤ
フ
ー
ニ
ュ
ー
ス
）

に
は
、発は

っ

表ぴ
ょ
う

再さ
い

延え
ん

期き

を
受う

け
て

《
こ
の
よ
う
な
分ぶ

ん

析せ
き

結け
っ

果か

に

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
与よ

野や

党と
う

議ぎ

員い
ん

が

ワ
ク
チ
ン
購こ

う

入に
ゅ
うに

反は
ん

対た
い

し
た

の
だ
。「
わ
ず
か
５
０
％
の
予よ

防ぼ
う

効こ
う

果か

し
か
な
い
ワ
ク
チ
ン

を
確か

く

保ほ

し
よ
う
と
す
る
計け

い

画か
く

は
受う

け
入い

れ
ら
れ
な
い
」「
ワ

ク
チ
ン
接せ

っ

種し
ゅ

後ご

に
も
新し

ん

型が
た

コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
か
か
る
可か

能の
う

性せ
い

が
５
０
対た

い

５
０
と
い
う

の
は
お
か
し
い
こ
と
だ
」
な

ど
、
反は

ん

対た
い

意い

見け
ん

が
出で

て
い
る
》

と
の
反は

ん

響き
ょ
うが

で
て
い
る
。

　

時じ

事じ

通つ
う

信し
ん

１
２
月が

つ

１
７

日に
ち

付づ
け

電で
ん

子し

版ば
ん

『
中

ち
ゅ
う

国ご
く

が
仕し

掛か

け
る
ワ
ク
チ
ン
外が

い

交こ
う　

「
健け

ん

康こ
う

の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
」
建け

ん

設せ
つ

着ち
ゃ
く

々ち
ゃ
く』（h

ttp
s://

ま
で
巻ま

き
こ
ま
れ
て
い
る
。
本ほ

ん

紙し

１
９
日に

ち

付づ
け

《《
ブ
ラ
ジ
ル
》

最さ
い

高こ
う

裁さ
い

判は
ん

断だ
ん 

自じ

治ち

体た
い

の
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
義ぎ

務む

化か

権け
ん

限げ
ん

を
認み

と

め
る
＝
宗し

ゅ
う

教き
ょ
う、

哲て
つ

学が
く

的て
き

理り

由ゆ
う

の
拒き

ょ

否ひ

却き
ゃ
っ

下か

＝
ボ
ル
ソ

ナ
ロ
「
だ
が
国く

に

は
義ぎ

務む

化か

し

な
い
」》（https://w

w
w

.
n

ik
k

e
y

sh
im

b
u

n
.

jp
/2

0
2

0
/2

0
1

2
1

9
-

11brasil.htm
l

）
に
あ
る

よ
う
に
、
州

し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

な
ど
が
市し

民み
ん

に
対た

い

し
て
ワ
ク
チ
ン
接せ

っ

種し
ゅ

を
義ぎ

務む

化か

す
る
か
を
決き

め
る

権け
ん

限げ
ん

が
あ
る
と
の
判は

ん

断だ
ん

を
く

だ
し
た
。

　

だ
が
、
ボ
ル
ソ
ナ
ロ
大だ

い

統と
う

領り
ょ
うは

「
国く

に

と
し
て
は
義ぎ

務む

化か

し
な
い
」
と
明め

い

言げ
ん

し
て
い
る
か

ら
矛む

盾じ
ゅ
んが

生し
ょ
う

じ
て
い
る
。
義ぎ

務む

化か

す
る
な
ら
必ひ

つ

要よ
う

な
ワ
ク

チ
ン
を
供

き
ょ
う

給き
ゅ
うす

る
義ぎ

務む

が
生

し
ょ
う

じ
る
。
だ
が
肝か

ん

心じ
ん

の
保ほ

健け
ん

省し
ょ
う

は
、
来ら

い

年ね
ん

で
は
ワ
ク
チ
ン
供

き
ょ
う

給き
ゅ
う

量り
ょ
うが

間ま

に
合あ

わ
な
い
と
発は

っ

表ぴ
ょ
うし

て
い
る
。

　

接せ
っ

種し
ゅ

計け
い

画か
く

で
は
来ら

い

年ね
ん

接せ
っ

種し
ゅ

さ
れ
る
の
は
優ゆ

う

先せ
ん

順じ
ゅ
ん

位い

の
高た

か

い
高こ

う

齢れ
い

者し
ゃ

や
医い

療り
ょ
う

従じ
ゅ
う

事じ

者し
ゃ

、

キ
ロ
ン
ボ
住

じ
ゅ
う

民み
ん

や
先せ

ん

住じ
ゅ
う

民み
ん

な

ど
の
人ひ

と

で
、
若

じ
ゃ
く

年ね
ん

層そ
う

は
２
２

年ね
ん

に
先さ

き

送お
く

り
に
な
る
と
発は

っ

表ぴ
ょ
う

し
て
い
る
。

　
「
義ぎ

務む

」
に
は
「
権け

ん

利り

」
が

つ
き
も
の
だ
。
州

し
ゅ
う

政せ
い

府ふ

が
ワ

ク
チ
ン
を
市し

民み
ん

に
義ぎ

務む

化か

す

る
な
ら
が
、
市し

民み
ん

に
は
、
接せ

っ

上じ
ょ
う（

ア
ス
ト
ラ
ゼ
ニ
カ
も
調

ち
ょ
う

整せ
い

次し

第だ
い

で
９
０
％
以い

上じ
ょ
う）

だ

っ
た
た
め
、
６
０
％
や
７
０

％
で
も
低ひ

く

い
印い

ん

象し
ょ
うを

与あ
た

え
る
。

　

ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・

w
w

w
.jiji.com

/jc/ar 
ticle?k=202012170 
40959a&

g=afp

）
と
い

う
記き

事じ

も
気き

に
な
る
と
こ
ろ

だ
。

　

そ
の
書か

き
出だ

し
は
、

《【
北ぺ

き
ん京

Ａ
Ｆ
Ｐ
＝
時じ

事じ

】

世せ

界か
い

の
富ふ

裕ゆ
う

国こ
く

が
供

き
ょ
う

給き
ゅ
う

量り
ょ
うに

限か
ぎ

り
の
あ
る
大お

お

手て

製せ
い

薬や
く

会が
い

社し
ゃ

の
新し

ん

型が
た

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
確か

く

保ほ

に
奔ほ

ん

走そ
う

す
る
中な

か

で
、
中

ち
ゅ
う

国ご
く

は
積せ

っ

極き
ょ
く

的て
き

に
、
資し

金き
ん

力り
ょ
くの

弱よ
わ

い
国く

に

々ぐ
に

に
中

ち
ゅ
う

国ご
く

製せ
い

ワ
ク
チ
ン
の
提て

い

供き
ょ
うを

申も
う

し
出で

て
い
る
。
だ
が
、
そ
の
気き

前ま
え

の
良よ

さ
は
１
０
０
％
利り

他た

的て
き

な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
中

ち
ゅ
う

国ご
く

政せ
い

府ふ

が
求も

と

め
て
い
る
の
は
外が

い

交こ
う

上じ
ょ
うの

長
ち
ょ
う

期き

的て
き

な
見み

返か
え

り
だ
》

と
い
う
も
の
。
た
し
か
に
先せ

ん

進し
ん

国こ
く

で
中

ち
ゅ
う

国ご
く

製せ
い

を
調

ち
ょ
う

達た
つ

し
て

い
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
当と

う

初し
ょ

１
２
月が

つ

中ち
ゅ
う

旬じ
ゅ
んに

発は
っ

表ぴ
ょ
うし

よ
う

２５日
にち

に南
なん

米
べい

一
いち

番
ばん

、チリで始
はじ

まったワクチン接
せっ

種
しゅ

（Alejandra 
De Lucca V. / Minsal 2020）

ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
記き

事じ

W
oW

!Korea

１
６
日に

ち

版ば
ん

ヤ
フ
ー
ニ
ュ
ー
ス

こ
と
だ
。
も
し
も
こ

情じ
ょ
う

報ほ
う

を
政せ

い

治じ

的て
き

に
利り

用よ
う

し
よ
う
と
す
る
な

ら
、
こ
れ
は
最も

っ
と

も
汚

き
た
な

い
ワ
ク
チ
ン
の
利り

用よ
う

法ほ
う

だ
》
と
ま
で
踏ふ

み

込こ

ん
だ
指し

摘て
き

を
し
て

い
る
。

本ほ
ん

当と
う

に
足た

り
る
の

か
？
　
義ぎ

務む

化か

し
て

も
大だ

い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

か

　

興
き
ょ
う

味み

深ぶ
か

い
こ
と
に

こ
の
「
ワ
ク
チ
ン
政せ

い

争そ
う

」
に
は
、
最さ

い

高こ
う

裁さ
い

Pfizer と BioNTech のワクチン (DoD photo by Lisa Ferdinando)

中ち
ゅ
う

国ご
く

製せ
い

ワ
ク
チ
ン
の

承し
ょ
う

認に
ん

を
保ほ

留り
ゅ
うし

て
い

る
。
同ど

う

国こ
く

の
食

し
ょ
く

品ひ
ん

医い

薬や
く

品ひ
ん

当と
う

局き
ょ
くト

ッ
プ
は

先せ
ん

週し
ゅ
う、

中
ち
ゅ
う

国ご
く

製せ
い

薬や
く

大お
お

手て

の
科
興
控
股
生
物

技
術
（
シ
ノ
バ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
テ
ッ
ク
）
が

開か
い

発は
つ

し
た
ワ
ク
チ
ン

候こ
う

補ほ

の
緊き

ん

急き
ゅ
う

使し

用よ
う

許き
ょ

可か

（
Ｅ
Ｕ
Ａ
）
に
関か

ん

し
て
、
国こ

く

内な
い

で
行お

こ
な

わ

れ
て
い
る
治ち

験け
ん

の
暫ざ

ん

定て
い

結け
っ

果か

が
得え

ら
れ
る

と
み
ら
れ
る
来ら

い

年ね
ん

１

月が
つ

下げ

旬じ
ゅ
んま

で
遅お

く

ら
せ

る
考か

ん
が

え
を
示し

め

し
た
》
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23

00	ニュース
15	ダーウィンが来た！(再)
53	花は咲く～走れ！サン

テツ ver. ～
58	ミニ番組
00	ニュース
05	新・BS 日本のうた　新

春スペシャル！ 2021
2:35	 趣味の園芸　京も一

日陽だまり屋
40	みちたん 5min ～大好

き・東北～
45	うちなーであそぼ
50	BS ニュース
00	どすこい研「第 4 回・

関脇編」
50	BS ニュース
00	大相撲（2021 年）初場

所　「初日～両国国技
館」	( 二 )

00	ニュース	( 二 )
05	ミミクリーズ
15	コレナンデ　サンデー
25	基礎英語 0　（37）
35	E ダンスアカデミー　

シーズン 8（36）
00	NHK ニュース	7	( 二 )

30	ダーウィンが来た！

00	大河ドラマ「麒麟（き
りん）がくる」　（40）

45	ニュース・気象情報
00	NHK スペシャル　「池江

璃花子　ハタチの決意」
49	ワールドウェザー
50	世界ふれあい街歩き　

選「エディンバラ　旧
市街から新市街へ」

10:50	ニュース・気象情報
55	これでわかった！世界

のいま

11:32	 ミニ番組
35	サンデースポーツ

12:35	NHK のど自慢	( 再 )

13:20	PREMIUM	SELECTIONS

15:20	BS ニュース
30	将棋フォーカス

00	囲碁フォーカス
30	未定
55	趣味の園芸	京も一日陽

だまり屋	( 再 )
00	 大河ドラマ「麒麟（き

りん）がくる」（40）( 再 )

45	さわやか自然百景(再 )
59	ワールドウェザー
00	ニュース
30	 インタビューここから	

「イモトアヤコ」
53	ニュース・気象情報
00	 NHK ニュース	おはよう

日本

00	【連続テレビ小説】お
ちょやん	（26）

21:55	みんなの体操
00	ニュース・気象情報
05	常田大希	音楽は世界を

変えられる	( 再 )
50	プロフェッショ…(再 )
23:35	ミニ番組
42	 きょうの料理ビギナー

ズ	( 再 )
57	ワールドウェザー

00	ニュース
15	うまいッ！
38	ミニ番組
45	【連続テレビ小説】お

ちょやん	（26）	( 再 )
00	ミニ番組
05	 第 57 回	 全国大学ラグ

ビー選手権	決勝

3:10	 COOL	 JAPAN ～発掘！
かっこいいニッポン～

55	未定

00	ニュース	( 二 )
11	にほんごであそぼ
21	いないいないばあっ！
36	おかあさんといっしょ

00	NHK ニュース	7	( 二 )
30	 お取り寄せ不可！？列

島縦断宝メシグランプ
リ 2021	「パート 1」

8:45	ニュース・気象情報
00	 お取り寄せ不可！？列

島縦断宝メシグランプ
リ 2021	「パート 2」

00	逆転人生

11:15	ミニ番組

12:10	ワールドウェザー
15	【土曜時代ドラマ】
53	ミニ番組
55	みんなのうた
00	サイエンス ZERO
30	魂のタキ火

00	あの日	わたしは～証言
記録	東日本大震災～

05	みんなの体操	( 再 )
10	きょうの健康
25	きょうの料理
50	きょうの料理ビギナーズ
55	まる得マガジン
00	ミニ番組
15	時論公論
25	ワールドウェザー
30	にっぽん百名山
00	猫のしっぽ	カエルの手

30	未定
54	名曲アルバム	( 再 )
00	 おかあさんといっしょ

(再 )
24	みいつけた！
39	コレナンデ商会
49	ゴー！ゴー！キッ…
59	ワールドウェザー
00	 NHK ニュース	おはよう

日本

00	【連続テレビ小説】お
ちょやん	（27）

15	あさイチ

21:55	みんなの体操
00	ニュース・気象情報

23:17	 ドキュメント 72 時
間	( 再 )

48	視点 ･論点
58	ワールドウェザー

00	ニュース
20	BENTO	EXPO

45	【連続テレビ小説】お
ちょやん	（27）	( 再 )

00	趣味どきっ！

25	NHK 短歌
50	 もっと伝わる！即レス

英会話
00	 グレーテルのかまど

(再 )
25	J-MELO	( 英 )
55	名曲アルバム
00	 えいごであそぼ	 with	

Orton
10	BS ニュース
20	すくすく子育て
49	ワールドウェザー
50	ピタゴラスイッチミニ
55	未定

00	ニュース	( 二 )
11	にほんごであそぼ
21	いないいないばあっ！
36	おかあさんといっしょ

00	NHK ニュース	7	( 二 )
30	サラメシ

8:42	ミニ番組
45	まいにちスクスク
50	デザインあ	5 分版
57	ワールドウェザー
00	 ニュースウオッチ	 9	

( 二 )

00	クローズアップ現代＋

30	プロフェッショナル	仕
事の流儀

11:15	ニュースきょう一日
30	国際報道 2021
12:10	ワールドウェザー
15	先人たちの底力	知恵泉

（ちえいず）
58	ミニ番組
00	みんなのうた
05	グレーテルのかまど
30	金曜日のソロたちへ
00	あの日	わたしは～証言

記録	東日本大震災～
05	みんなの体操	( 再 )
10	きょうの健康
25	きょうの料理
50	きょうの料理ビギナーズ
55	まる得マガジン
00	ニュースきょう一日(再)
15	時論公論
25	ワールドウェザー
30	イッピン
00	すくすく子育て	( 再 )

30	未定
54	名曲アルバム	( 再 )
00	おかあさんとい…(再 )
24	みいつけた！
39	コレナンデ商会
49	 ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59	ワールドウェザー
00	 NHK ニュース	おはよう

日本

00	【連続テレビ小説】お
ちょやん	（28）

15	あさイチ

21:55	みんなの体操
00	ニュース・気象情報
50	 歴史秘話ヒストリア	

( 再 )
23:35	 みちたん 5min ～大

好き・東北～
40	うちなーであそぼ
48	視点 ･論点
58	ワールドウェザー

00	ニュース
20	 岩合光昭の世界ネコ歩

き	mini
35	ミニ番組
45	おちょやん	（28）	( 再 )
00	趣味どきっ！

25	NHK 俳句
50	 もっと伝わる！即レス

英会話
00	テレビで中国語
25	Asia	Insight	( 二 )

55	名曲アルバム
00	 えいごであそぼ	 with	

Orton
10	BS ニュース
20	ウワサの保護者会
44	 楽ラクワンポイント介

護
49	ワールドウェザー
50	ピタゴラスイッチミニ
55	未定
00	ニュース	( 二 )
11	にほんごであそぼ
21	いないいないばあっ！
36	おかあさんといっしょ

00	NHK ニュース	7	( 二 )
30	 東洋医学ホントのチカ

ラ	健康長寿 SP
8:42	ミニ番組
45	まいにちスクスク
50	デザインあ	5 分版
57	ワールドウェザー
00	 ニュースウオッチ	 9	

( 二 )

00	クローズアップ現代＋

30	歴史秘話ヒストリア

11:15	ニュースきょう一日
30	国際報道 2021

12:10	ワールドウェザー
15	 又吉直樹のヘウレー

カ！
00	ふらっとあの街	旅ラン

10 キロ
30	ねほりんぱほりん
00	あの日	わたしは～証言

記録	東日本大震災～
05	みんなの体操	( 再 )
10	きょうの健康
25	きょうの料理
50	きょうの料理ビギナーズ
55	まる得マガジン
00	ニュースきょう一日(再)
15	時論公論
25	ワールドウェザー
30	ダーウィンが来た！(再)
00	ウワサの保護者会	(再)
24	楽ラクワンポイ…(再 )
30	未定
54	名曲アルバム	( 再 )
00	 おかあさんといっしょ	

( 再 )
24	みいつけた！
39	コレナンデ商会
49	ゴー！ゴー！キッ…
59	ワールドウェザー
00	 NHK ニュース	おはよう

日本

00	【連続テレビ小説】お
ちょやん	（29）

15	あさイチ

21:55	みんなの体操
00	ニュース・気象情報
05	 東洋医学ホントのチカ

ラ	健康長寿 SP	( 再 )

23:17	桂文枝の演芸図鑑
48	視点 ･論点
58	ワールドウェザー

00	ニュース
20	サラメシ	( 再 )

45	【連続テレビ小説】お
ちょやん	（29）	( 再 )

00	趣味どきっ！

25	趣味の園芸
50	 もっと伝わる！即レス

英会話
00	 旅するためのスペイン

語
25	Journeys	in	Japan	(二)
55	名曲アルバム
00	 えいごであそぼ	 with	

Orton
10	BS ニュース
20	Core	Kyoto	( 二 )
48	ワールドウェザー
50	ピタゴラスイッチミニ
55	未定

00	ニュース	( 二 )
11	にほんごであそぼ
21	いないいないばあっ！
36	おかあさんといっしょ

00	NHK ニュース	7	( 二 )
30	所さん！大変ですよ
57	ネーミングバラエティー	

日本人のおなまえっ！
8:42	ミニ番組
45	まいにちスクスク
50	デザインあ	5 分版
00	 ニュースウオッチ	 9	

( 二 )

00	クローズアップ現代＋

30	 世界はほしいモノにあ
ふれてる

11:15	ニュースきょう一日
30	国際報道 2021
12:10	ワールドウェザー
15	【プレミアムドラマ】カ

ンパニー～逆転のスワ
ン～	< 新 >（1）

13:05	5 分で「麒麟（きりん）
がくる」	( 再 )

10	 あしたも晴れ！人生レ
シピ

55	みんなのうた
00	あの日	わたしは～
05	みんなの体操	( 再 )
10	きょうの健康
25	BENTO	EXPO	( 再 )
48	Doki	Doki	!	NHK	…(再)
53	ミニ番組
55	まる得マガジン
00	ニュースきょう一日 (再 )
15	時論公論
25	ワールドウェザー
30	ニッポンぶらり鉄道旅
00	Core	Kyoto	(二)	(再)
28	ミニ番組
30	未定
54	名曲アルバム	( 再 )
00	おかあさんとい…(再 )
24	みいつけた！
39	コレナンデ商会
49	 ゴー！ゴー！キッチン

戦隊クックルン
59	ワールドウェザー
00	 NHK ニュース	おはよう

日本

00	【連続テレビ小説】お
ちょやん	（30）

15	あさイチ

21:55	みんなの体操
00	ニュース・気象情報
05	ネーミングバラエティー (再 )
50	【プレミアムドラマ】カ

ンパニー<新>（1）	(再)
23:40	5 分で「麒麟（きりん）

がくる」	( 再 )
48	 チコちゃんに叱られ

る！ (再 )

00	ニュース
20	ミニ番組
38	趣味の園芸	京も一日陽

だまり屋	( 再 )
45	おちょやん	（30）	( 再 )
00	 チョイス＠病気になっ

たとき	( 再 )
45	ミニ番組
50	 もっと伝わる！即レス

英会話
00	旅するためのフランス語
25	 T r a i l s	 t o	 O i s h i i	

Tokyo	( 二 )
55	名曲アルバム
00	 えいごであそぼ	 with	

Orton
10	BS ニュース
20	ねほりんぱほりん	(再)
50	ピタゴラスイッチミニ
55	未定

00	ニュース	( 二 )
11	にほんごであそぼ
21	いないいないばあっ！
36	おかあさんといっしょ

00	NHK ニュース	7	( 二 )
30	首都圏情報	ネタドリ！
57	 チコちゃんに叱られ

る！
8:45	ガールズクラフト
50	デザインあ	5 分版
57	ワールドウェザー
00	 ニュースウオッチ	 9	

( 二 )

10:45	 ドキュメント 72 時
間

11:15	ニュースきょう一日
30	国際報道 2021

12:10	ワールドウェザー
15	にっぽん縦断	こころ旅	

とうちゃこ
13:13	ミニ番組
15	新日本風土記

14:15	 チョイス＠病気に
なったとき

00	ニュースきょう一日(再)
15	時論公論
25	ワールドウェザー
30	美の壺

16:30	未定
54	名曲アルバム	( 再 )
00	 おかあさんといっしょ	

( 再 )
24	みいつけた！
39	コレナンデ商会
49	ゴー！ゴー！キッ…
59	ワールドウェザー
00	 NHK ニュース	おはよう

日本

19:59	ワールドウェザー
00	【連続テレビ小説】お

ちょやん	「第 6週」
15	 チコちゃんに叱られ

る！	( 再 )
00	 週刊まるわかりニュー

ス
30	NHK スペシャル	( 再 )

22:20	NHKスペシャル	(再)

23:10	ブラタモリ	( 再 )

57	ワールドウェザー

00	ニュース
15	バラエティー生活笑百科
40	浮世絵 EDO-LIFE
45	 おちょやん	「第 6 週」	

( 再 )
00	ニュース
05	 大河ドラマ「麒麟（き

りん）がくる」（40）( 再 )

50	PREMIUM	SELECTIONS

3:50	BS ニュース
00	未定

00	ニュース	( 二 )
05	おかあさんといっしょ
30	 ニャンちゅう！宇宙！

放送チュー！
55	 ノージーのひらめき工

房	ミニ
00	NHK ニュース	7	( 二 )

30	ブラタモリ

8:15	 有吉のお金発見	 突
撃！カネオくん

45	ニュース・気象情報
00	NHK スペシャル
50	 チコちゃんに叱られ

る！チコっとだけスペ
シャル

00	浮世絵 EDO-LIFE	( 再 )
05	Doki	Doki	!	NHK	ワー

ルド	JAPAN	( 再 )
10	有田 Pおもてなす
45	 きじまりゅうたの小腹

すいてませんか？
00	SONGS
30	【よるドラ】ここは今か

ら倫理です。<新 >（1）
00	ニュース・気象情報
05	シブヤノオト

13:35	ワールドウェザー
38	ミニ番組
40	サタデースポーツ
00	うまいッ！	( 再 )

23	ミニ番組
25	みんなのうた	( 再 )
30	BS ニュース
40	日本の話芸

15:10	にっぽんの芸能

16:05	 岩合光昭の世界ネコ
歩き	mini	( 再 )

20	ミニ番組
30	未定
55	ミニ番組
00	おかあさんとい…(再 )
24	 ニャンちゅう！宇宙！

放送チュー！ミニ
29	ノージーのひらめき工房
44	デザインあ
59	ワールドウェザー
00	ニュース
10	目撃！にっぽん
45	N スペ 5min.
50	テレビ体操
00	おはよう日本
45	さわやか自然百景
59	ワールドウェザー
00	小さな旅
25	サラメシ	( 再 )
52	ミニ番組
57	気象情報
00	日曜討論

00	ニュース・気象情報
05	明日へ	つなげよう

55	みんなのうた
00	ザ少年倶楽部

59	ワールドウェザー

☆番組の内容は下に記載

	 1月 11日 	 1月 12日 	 1月 13日 	 1月 14日 1月 15日 	 1月 16日

1 110  16

	 1	 10

テレビ番
ばんぐみ

組案
あんない

内

【 問 い 合 わ せ 】（ 株 ） 日 本 国 際 放 送

ワ ー ル ド Ｔ Ｖ カ ス タ マ ー セ ン タ ー

◆ 電 話 : +81-3-5458-6601 ◆ E -

M a i l : p r e m i u m - p r @ j i b t v . c o m

☆都
つごう

合により放
ほうそう

送時
じかん

間、番
ばんぐみ

組内
ないよう

容が変
へんこう

更されている

場
ばあい

合もあります。

☆記
きさい

載されている放
ほうそう

送時
じかん

間はブラジリア時
じかん

間です。

	 月
がつ

	 日
にち

（土
ど

）まで

	 月
がつ

	 日
か

（日
にち

）から

	 1	 16	

☆麒
き

麟
りん

がくる☆
第

だい

40 回
かい

「松
まつ

永
なが

久
ひさ

秀
ひで

の平
ひら

蜘
ぐ

蛛
も

」
日

にち

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

8:00

☆連
れん

続
ぞく

テレビ小
しょう

説
せつ

「おちょやん」☆
第
だい

６週
しゅう

「楽
たの

しい冒
ぼう

険
けん

つづけよう！」
日
にち

～木
もく

曜
よう

日
び

 午
ご

後
ご

 8:00
（再

さい

）月
げつ

～金
きん

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

0:45
　女

じょ

優
ゆう

を目
め

指
ざ

す千
ち

代
よ

（杉
すぎ

咲
さき

花
はな

）は、山
やま

村
むら

千
ち

鳥
どり

（若
わか

村
むら

麻
ま

由
ゆ

美
み

）の一
いち

座
ざ

に入
はい

ったものの、お客
きゃく

の数
かず

は日
ひ

（再
さい

）午
ご

後
ご

5:00 土
ど

曜
よう

日
び

午
ご

前
ぜん

1:05
　大

おお

坂
さか

本
ほん

願
がん

寺
じ

攻
ぜ

めの最
さい

前
ぜん

線
せん

から、突
とつ

如
じょ

松
まつ

永
なが

久
ひさ

秀
ひで

（吉
よし

田
だ

鋼
こう

太
た

郎
ろう

）が逃
とう

亡
ぼう

をはかり、織
お

田
だ

方
がた

に衝
しょう

撃
げき

を与
あた

える。伊
い

呂
ろ

波
は

太
だ

夫
ゆう

（尾
お

野
の

真
ま

千
ち

子
こ

）の導
みちび

きで松
まつ

永
なが

と会
あ

い、なぜいま離
り

反
はん

す
るのか問

と

いただす光
みつ

秀
ひで

（長
は

谷
せ

川
がわ

博
ひろ

己
き

）。筒
つつ

井
い

順
じゅん

慶
けい

に大
やまと

和の守
しゅ

護
ご

の座
ざ

を与
あた

える信
のぶ

長
なが

（染
そめ

谷
たに

将
しょう

太
た

）の、家
いえ

筋
すじ

を重
おも

んじる態
たい

度
ど

が許
ゆる

せない
という松

まつ

永
なが

は、自
じ

分
ぶん

に大
やまと

和を任
まか

せる本
ほん

願
がん

寺
じ

側
がわ

につくと明
めい

言
げん

する。

て集
あつ

められた「宝
たから

メシ」は、食
しょく

の専
せん

門
もん

家
か

たちが自
じ

慢
まん

の舌
した

と豊
ほう

富
ふ

な知
ち

識
しき

で厳
げん

正
せい

に審
しん

査
さ

。No.１の宝
たから

メシ、
「宝

たから

メシグランプリ」を決
けっ

定
てい

する！３回
かい

目
め

となる今
こん

回
かい

も全
ぜん

国
こく

各
かく

地
ち

をリモート中
ちゅう

継
けい

で結
むす

ぶ生
なま

放
ほう

送
そう

。

☆お取
と

り寄
よ

せ不
ふ

可
か

！？列
れっ

島
とう

縦
じゅう

断
だん

宝
たから

メシグランプリ 2021 ☆
「パート1」月

げつ

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

7:30
「パート2」月

げつ

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

9:00
　「あなたはまだ知

し

らない！」日
に

本
ほん

には、まだまだ
隠
かく

れた絶
ぜっ

品
ぴん

料
りょう

理
り

があることを。その地
ち

域
いき

でしか食
た

べられない極
ごく

上
じょう

の味
あじ

…。限
かぎ

られた時
じ

期
き

にしかない
超
ちょう

レアな逸
いっ

品
ぴん

…。こうした全
ぜん

国
こく

各
かく

地
ち

に眠
ねむ

る絶
ぜっ

品
ぴん

料
りょう

理
り

「宝
たから

メシ」をNHKが総
そう

力
りょく

を挙
あ

げて発
はっ

掘
くつ

！そし

☆【よるドラ】ここは今
いま

から
倫

りん

理
り

です。☆ < 新
しん

>
（1）

土
ど

曜
よう

日
び

 午
ご

前
ぜん

11:30
　高

たか

柳
やなぎ

（山
やま

田
だ

裕
ゆう

貴
き

）は、ミステリアスな雰
ふん

囲
い

気
き

を
まとった風

ふう

変
が

わりな倫
りん

理
り

教
きょう

師
し

。逢
あい

沢
ざわ

いち子
こ

（茅
かや

島
しま

みずき）は、校
こう

内
ない

での男
おとこ

友
とも

達
だち

との情
じょう

事
じ

をとがめら
れたことをきっかけに高

たか

柳
やなぎ

に心
こころ

ひかれる。「“教
きょう

養
よう

”
がある女

じょ

性
せい

がタイプ」という高
たか

柳
やなぎ

の言
こと

葉
ば

に、いち
子
こ

は学
まな

ぶことの意
い

義
ぎ

に少
すこ

しずつ気
き

づいていく。そ
して男

おとこ

友
とも

達
だち

との心
こころ

ない性
せい

交
こう

を拒
きょ

絶
ぜつ

したいち子
こ

に、
高
たか

柳
やなぎ

は愛
あい

と教
きょう

養
よう

についてのマックス・シェーラーの
言
こと

葉
ば

を贈
おく

る…。

に日
ひ

に減
へ

っていた。清
きよ

子
こ

（映
え

美
み

くらら）は子
こ

ど
もに人

にん

気
き

の芝
しば

居
い

をやろうと提
てい

案
あん

するが猛
もう

反
はん

対
たい

さ
れ、千

ち

鳥
どり

抜
ぬ

きでその芝
しば

居
い

を行
おこな

うことになる。し
かし、公

こう

演
えん

直
ちょく

前
ぜん

に主
しゅ

役
やく

の清
きよ

子
こ

が足
あし

を負
ふ

傷
しょう

。千
ち

代
よ

が急
きゅう

きょ、代
だい

役
やく

で出
しゅつ

演
えん

することになる。千
ち

代
よ

は
せりふを覚

おぼ

えていたものの、発
はっ

声
せい

も芝
しば

居
い

も全
まった

く
だめだった。公

こう

演
えん

前
ぜん

日
じつ

、それを見
み

かねた千
ち

鳥
どり

が
千
ち

代
よ

に演
えん

技
ぎ

指
し

導
どう

を始
はじ

める。

（５） ２０２０（令和二）年第５６４２号 	１２月	２９日	（火曜日）
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『
平へ

い

成せ
い

学が
く

院い
ん

・
天あ

ま

野の

重し
げ

知の
り

』
新し

ん

校こ
う

舎し
ゃ

が
完か

ん

成せ
い

し
た
。
総そ

う

建け
ん

設せ
つ

費ひ

７
５
０
万ま

ん

レ
ア
ル

超ち
ょ
う。
天あ

ま

野の

重し
げ

知の
り

（
故こ

人じ
ん

）
は
同ど

う

校こ
う

を
経け

い

営え
い

す
る
天あ

ま

野の

鉄て
つ

人ひ
と

理り

事じ

長ち
ょ
うの
父ち

ち

。
北き

た

富ふ

士じ

演え
ん

習し
ゅ
う

場じ
ょ
うの
入い

り

会あ
い

権け
ん

を
め
ぐ
る
「
忍お

ぼ

草く
さ

の
闘た

た
か

い
」
を
、
む
し
ろ
旗は

た

を
掲か

か

げ
て
指し

揮き

し

た
闘と

う

将し
ょ
うだ
。
名な

だ
た
る
社し

ゃ

会か
い

学が
く

者し
ゃ

を
味み

方か
た

に
つ
け
左さ

翼よ
く

右う

翼よ
く

、
体た

い

制せ
い

派は

反は
ん

体た
い

制せ
い

派は

か
ら
畏お

そ

れ
ら
れ
注ち

ゅ
う

目も
く

さ
れ
た
。
同ど

う

学が
く

院い
ん

は
、
天あ

ま

野の

理り

事じ

長ち
ょ
うの
父ち

ち

の
高た

か

い
志

こ
こ
ろ
ざ
しを
受う

け

継つ

ぎ
、
日に

本ほ
ん

伝で
ん

統と
う

の
古こ

典て
ん

文ぶ
ん

化か

を
取と

り
入い

れ
た
独ど

く

自じ

の
教き

ょ
う

育い
く

を
目め

指ざ

す
。
新し

ん

年ね
ん

か

ら
乳に

ゅ
う

幼よ
う

児じ

教き
ょ
う

育い
く

の
新し

ん

入に
ゅ
う

生せ
い

を
募ぼ

集し
ゅ
うす
る
。

総そ
う

額が
く

750
万ま

ん

レ
ア
ル
投と

う

資し

乳に
ゅ
う

幼よ
う

児じ

教き
ょ
う

育い
く

の
新し

ん

入に
ゅ
う

生せ
い

募ぼ

集し
ゅ
う

平
へい

成
せい

学
がく

院
いん

のロゴと『ESCOLA HEISEI SHIGUENORI AMANO』の看
かん

板
ばん

副ふ
く

担た
ん

任に
ん

が
２
人り

、
専せ

ん

門も
ん

教き
ょ
う

師し

が
８
人に

ん

、
事じ

務む

な
ど
の

職し
ょ
く

員い
ん

が
９
人に

ん

、
計け

い

２
６
人に

ん

を
充あ

て
る
。
専せ

ん

門も
ん

教き
ょ
う

師し

は
日に

本ほ
ん

語ご

、
そ
ろ
ば
ん
（
２

人り

）、体た
い

育い
く

、音お
ん

楽が
く

、ダ
ン
ス
、

柔じ
ゅ
う

道ど
う

、
英え

い

語ご

を
そ
れ
ぞ
れ

教お
し

え
る
。

〝
泳お

よ

ぐ
宝ほ

う

石せ
き

〞
錦に

し
き

鯉ご
い

飼し

育い
く

「
日に

本ほ
ん

古こ

典て
ん

文ぶ
ん

化か

」
を
採さ

い

用よ
う

　

平へ
い

成せ
い

学が
く

院い
ん

は
「
平へ

い

成せ
い

学が
く

院い
ん

サ
ン
タ
ナ
校こ

う

」
３
５
年ね

ん

、「
平へ

い

成せ
い

学が
く

院い
ん

ジュン
ジ
ア
イ
校こ

う

」
８
年ね

ん

、 「
平へ

い

成せ
い

そ
ろ
ば
ん
ア
カ
デ
ミ
ー
」

は
４
０
年ね

ん

の
歴れ

き

史し

を
誇ほ

こ

る
。

　

こ
の
ほ
ど
完か

ん

成せ
い

し
た
の
は

サ
ン
タ
ナ
校こ

う

乳に
ゅ
う

幼よ
う

児じ

部ぶ

で
、

天あ
ま

野の

鉄て
つ

人ひ
と

理り

事じ

長ち
ょ
うが
敷し

き

地ち

購こ
う

入に
ゅ
うな
ど
を
含ふ

く

め
て
７
５
０
万ま

ん

レ
ア
ル
以い

上じ
ょ
うを
投と

う

じ
て
完か

ん

成せ
い

さ
せ
た
。

　

校こ
う

舎し
ゃ

正し
ょ
う

面め
ん

壁か
べ

に
『ESCO

LA H
EISEI SH

IG
U

E

N
O

RI A
M

A
N

O

』と
書か

か

れ
た
看か

ん

板ば
ん

が
高た

か

々だ
か

と
掲か

か

げ
ら

れ
た
。
経け

い

営え
い

を
担た

ん

当と
う

す
る
の

は
天あ

ま

野の

鉄て
つ

人ひ
と

理り

事じ

長ち
ょ
う。
教

き
ょ
う

育い
く

を
担た

ん

当と
う

す
る
の
は
浜は

ま

崎さ
き

ク
ラ

ウ
ジ
ア
み
ゆ
き
院い

ん

長ち
ょ
うと
娘む

す
め

の

浜は
ま

崎さ
き

み
わ
教

き
ょ
う

頭と
う

だ
。

　

こ
の
ほ
ど
完か

ん

成せ
い

し
た
乳

に
ゅ
う

幼よ
う

児じ

部ぶ

校こ
う

舎し
ゃ

は
敷し

き

地ち

面め
ん

積せ
き

９
０

０
平へ

い

米べ
い

、
建け

ん

築ち
く

面め
ん

積せ
き

３
０
０

平へ
い

米べ
い

、
４
階か

い

建だ

て
延の

べ
面め

ん

積せ
き

は
１
２
０
０
平へ

い

米べ
い

。
将

し
ょ
う

来ら
い

は

天あ
ま

野の

理り

事じ

長ち
ょ
うが
再さ

い

投と
う

資し

し
て

小し
ょ
う

中ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

か
ら
高こ

う

等と
う

学が
っ

校こ
う

ま

で
建け

ん

設せ
つ

す
る
。

　

校こ
う

舎し
ゃ

外が
い

見け
ん

の
特と

く

徴ち
ょ
う

は
階か

い

段だ
ん

横よ
こ

に
「
滑す

べ

り
台だ

い

」
が
あ

る
こ
と
と
、
日に

本ほ
ん

庭て
い

園え
ん

を

造つ
く

っ
て
縦た

て

１
０
メ
ー
ト
ル
、

横よ
こ

２
メ
ー
ト
ル
の
池い

け

に
「
錦に

し
き

鯉ご
い

」
が
泳お

よ

ぐ
こ
と
。
日に

本ほ
ん

間ま

か
ら
〝
泳お

よ

ぐ
宝ほ

う

石せ
き

〞
を

観か
ん

賞し
ょ
う

す
る
こ
と
が
で
き

る
。
幼よ

う

児じ

が
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

に

浸ひ
た

り
な
が
ら
自し

然ぜ
ん

に
日に

本ほ
ん

語ご

を
学ま

な

ん
で
い
く
こ
と
が

出で

来き

る
仕し

組く

み
だ
。

　

教き
ょ
う

育い
く

陣じ
ん

は
担た

ん

任に
ん

が
７
人に

ん

、

左
ひだり

から浜
はま

崎
さき

みわ教
きょう

頭
とう

、浜
はま

崎
さき

みゆき院
いん

長
ちょう

、経
けい

営
えい

者
しゃ

の天
あま

野
の

鉄
てつ

人
ひと

理
り

事
じ

長
ちょう

、浜
はま

崎
さき

マ
ルセリーノさん

　

１
９
８
２
年ね

ん

ご
ろ
、

浜は
ま

崎さ
き

み
ゆ
き
院い

ん

長ち
ょ
うが
１

５
歳さ

い

の
時と

き

、
そ
ろ
ば
ん

の
教

き
ょ
う

師し

を
始は

じ

め
た
。

　

１
９
８
６
年ね

ん

ご
ろ
、

院い
ん

長ち
ょ
うが
１
９
歳さ

い

の
時と

き

、
日に

本ほ
ん

に
２
年ね

ん

間か
ん

留り
ゅ
う

学が
く

し
、
そ
ろ
ば

ん
の
資し

格か
く

を
取と

り
、
日に

本ほ
ん

舞ぶ

踊よ
う

を
習な

ら

い
花は

な

柳や
ぎ

流り
ゅ
うの
名な

取と
り

と

な
っ
た
。
そ
の
間か

ん

、
女じ

ょ

子し

短た
ん

大だ
い

に
聴

ち
ょ
う

講こ
う

生せ
い

と
し
て
通か

よ

い
、

教き
ょ
う

育い
く

関か
ん

係け
い

の
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
うを
受う

け
日に

本ほ
ん

語ご

の
勉べ

ん

強き
ょ
うを
し
た
。
お

茶ち
ゃ

、
花は

な

、
太た

い

鼓こ

、
三し

ゃ

味み

線せ
ん

も
習な

ら

っ
た
。

　

帰き

伯は
く

し
て
日に

本ほ
ん

人じ
ん

会か
い

の

会か
い

館か
ん

で
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

室し
つ

を
開ひ

ら

き
、

幼よ
う

稚ち

園え
ん

を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
１
９
８
９
年ね

ん（
平へ

い

成せ
い

元が
ん

年ね
ん

）、

院い
ん

長ち
ょ
うが
２
１
歳さ

い

の
時と

き

、
Ｐ
Ｕ

Ｃ
教

き
ょ
う

育い
く

学が
く

部ぶ

を
卒そ

つ

業ぎ
ょ
うし
た
。

　

１
９
９
５
年ね

ん

か
ら
１
９
９

７
年ね

ん

ま
で
、
栃と

ち

木ぎ

県け
ん

小お

山や
ま

市し

に
あ
る
せ
い
ほ
う
幼よ

う

稚ち

園え
ん

で

研け
ん

修し
ゅ
う。
子こ

供ど
も

（
女じ

ょ

子し

）
２

人り

を
連つ

れ
て
日に

本ほ
ん

で
教き

ょ
う

育い
く

し

た
。
親お

や

と
し
て
、
教き

ょ
う

育い
く

の
プ

ロ
と
し
て
日に

本ほ
ん

の
幼よ

う

児じ

教き
ょ
う

育い
く

の
現げ

ん

状じ
ょ
う
を
見み

る
こ
と
が
で
き

た
。
す
べ
て
そ
ろ
ば
ん
の
教き

ょ
う

師し

を
通つ

う

じ
て
紹し

ょ
う

介か
い

し
て
も

ら
っ
た
。

　

こ
の
間か

ん

、
依い

頼ら
い

さ
れ
て

デ
カ
セ
ギ
子し

弟て
い

に
ポ
ル
ト

ガ
ル
語ご

を
教お

し

え
た
。
こ
の
体た

い

験け
ん

は
現げ

ん

在ざ
い

、
日に

本ほ
ん

か
ら
進し

ん

出し
ゅ
つ

し
て
き
た
企き

業ぎ
ょ
うの
駐

ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

子し

女じ
ょ

に
そ
ろ
ば
ん
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
語ご

を
教お

し

え
る
の
に
役や

く

に
立た

っ

て
い
る
。
ま
た
、
外が

い

国こ
く

で
子し

女じ
ょ

を
教

き
ょ
う

育い
く

す
る
親お

や

の
気き

持も

ち
、
子こ

供ど
も

の
心し

ん

理り

を
理り

解か
い

す

る
の
に
参さ

ん

考こ
う

に
な
っ
て
い
る
。

平へ
い

成せ
い

学が
く

院い
ん

の
歴れ

き

史し

【平
へい

成
せい

学
がく

院
いん

・天
あま

野
の

重
しげ

知
のり

】
E-mail: otoiawase@escolaheisei.com.br

　浜
はま

崎
さき

院
いん

長
ちょう

は「私
わたし

の夢
ゆめ

は、カルチャー・
センターを造

つく

ることでした」と前
まえ

置
お

きして、
その理

り

想
そう

教
きょう

育
いく

理
り

念
ねん

を次
つぎ

のように披
ひ

露
ろう

した。

　日
に

本
ほん

の文
ぶん

化
か

を大
だい

事
じ

にして、日
に

本
ほん

の伝
でん

統
とう

的
てき

な古
こ

典
てん

文
ぶん

化
か

を伝
つた

えるなかで日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

が自
し

然
ぜん

に身
み

についていく形
かたち

が理
り

想
そう

。人
にん

間
げん

の心
しん

身
しん

両
りょう

面
めん

の教
きょう

育
いく

は、どの学
がっ

校
こう

にでもで
きることではない。
　現

げん

在
ざい

の母
はは

親
おや

は、自
じ

分
ぶん

の子
こ

供
ども

を教
きょう

育
いく

して
いくことに自

じ

信
しん

を持
も

っていない。だから、
親
おや

から変
か

えていかなければならない。矛
む

盾
じゅん

するけれども、子
こ

供
ども

が変
か

われば、親
おや

も
変
か

わる。
　コロナ禍

か

の中
なか

、新
あたら

しい教
きょう

育
いく

方
ほう

法
ほう

を考
かんが

え出
だ

していかなければならない。学
がっ

校
こう

に通
かよ

えな
い子

こ

供
ども

のためには、塾
じゅく

で補
ほ

強
きょう

してあげたい。
　日

に

本
ほん

語
ご

だけを教
おし

えるのではなく、日
に

本
ほん

の
伝
でん

統
とう

的
てき

な古
こ

典
てん

文
ぶん

化
か

を伝
つた

える中
なか

で日
に

本
ほん

語
ご

が
ついてくるモダンな教

きょう

育
いく

を実
じつ

現
げん

させたい。
　日

にっ

系
けい

人
じん

子
し

女
じょ

の人
じん

格
かく

形
けい

成
せい

は、「日
に

本
ほん

人
じん

の
真
ま

面
じ

目
め

な堅
かた

い性
せい

格
かく

」と「何
なん

とかなるという
ブラジル人

じん

の楽
らく

天
てん

的
てき

な軽
かる

い性
せい

格
かく

」をバラ
ンスを取

と

って形
けい

成
せい

していくのが理
り

想
そう

。だか
ら、日

にっ

系
けい

人
じん

の子
し

女
じょ

には日
に

本
ほん

文
ぶん

化
か

を、駐
ちゅう

在
ざい

員
いん

の子
し

女
じょ

にはブラジル文
ぶん

化
か

を伝
つた

えたい。

場じ
ょ
う」
入い

り
口ぐ

ち

に
座す

わ

り
込こ

み
風か

邪ぜ

を
引ひ

き
、
肺は

い

炎え
ん

を
併へ

い

発は
つ

し
て
急

き
ゅ
う

逝せ
い

し
た
。
享

き
ょ
う

年ね
ん

９
４

歳さ
い

。
　

１
９
３
９
年ね

ん

３
０
歳さ

い

で
、
忍お

し

野の

村そ
ん

長ち
ょ
う

に
立り

っ

候こ
う

補ほ

し
当と

う

選せ
ん

。
旧

き
ゅ
う

陸り
く

軍ぐ
ん

と
交こ

う

渉し
ょ
うし

「
北き

た

富ふ

士じ

演え
ん

習し
ゅ
う

場じ
ょ
う」
へ

の
入い

り
あ
い会
権け

ん

を
認み

と

め
さ
せ

た
。

　

戦せ
ん

後ご

、
演え

ん

習し
ゅ
う

場じ
ょ
う２
千せ

ん

ヘ
ク

タ
ー
ル
の
払は

ら

い
下さ

げ
を

申し
ん

請せ
い

し
た

が
、
米べ

い

軍ぐ
ん

に
占せ

ん

領り
ょ
う

接せ
っ

収し
ゅ
うさ
れ
立た

ち
消ぎ

え
と
な
っ
た
。

そ
こ
で
、
１
９
４
７
年ね

ん

に
忍お

ぼ

草く
さ

入い
り

会あ
い

組く
み

合あ
い

を
結け

っ

成せ
い

、
組く

み

合あ
い

長ち
ょ
うと
し
て
米べ

い

軍ぐ
ん

の
無む

断だ
ん

使し

用よ
う

を
弾だ

ん

劾が
い

、
入い

り
あ
い会
権け

ん

を
認み

と

め
さ

せ
る
た
め
の
交こ

う

渉し
ょ
うを
始は

じ

め
た
。

　

天あ
ま

野の

重し
げ

知の
り

の
代だ

い

表ひ
ょ
う

的て
き

な
呼よ

び
名な

は
、「
北き

た

富ふ

士じ

演え
ん

習し
ゅ
う

場じ
ょ
う」

闘と
う

争そ
う

の
黒く

ろ

幕ま
く

、「
天あ

ま

野の

天て
ん

皇の
う

」

な
ど
。
そ
こ
か
ら
は
、
険け

わ

し

い
陰い

ん

気き

な
顔か

お

が
想そ

う

像ぞ
う

さ
れ
る

が
、
実じ

っ

際さ
い

に
受う

け
る
感か

ん

じ
は

穏お
だ

や
か
で
、
眉ま

ゆ

、
目め

、
鼻は

な

、

口く
ち

が
大お

お

き
く
威い

厳げ
ん

が
あ
っ
た
。

　

す
げ
が
さ
、
絣か

す
り

の
も
ん
ぺ

姿す
が
たで
鎌か

ま

や
む
し
ろ
旗は

た

を
持も

つ

「
忍お

ぼ

草く
さ

母は
は

の
会か

い

」
の
農の

う

家か

の

婦ふ

人じ
ん

と
共と

も

に
、
替か

え
歌う

た

や
ざ

れ
歌う

た

を
書か

い
た
ビ
ラ
を
配く

ば

っ
て

闘た
た
かっ
た
。「
闘と

う

争そ
う

は
悲ひ

壮そ
う

感か
ん

が

出で

た
ら
お
し
ま
い
だ
。
戦た

た
か

い

ぬ
く
に
は
心こ

こ
ろ

に
余よ

裕ゆ
う

が
な
け

れ
ば
挫ざ

折せ
つ

し
て
し
ま
う
」
と

闘と
う

争そ
う

を
指し

導ど
う

し
た
。

　

天あ
ま

野の

重し
げ

知の
り

の
自じ

伝で
ん

を
書か

い

た
班

ま
だ
ら

目め

俊し
ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

は
、「（
天あ

ま

野の

は
）
北き

た

富ふ

士じ

演え
ん

習し
ゅ
う

場じ
ょ
うの
着

ち
ゃ
く

弾だ
ん

地ち

と
い
う
見み

事ご
と

な
舞ぶ

台た
い

で
演え

ん

じ
、
見み

ご
た
え
の
あ
る
芝し

ば

居い

を
し
て
、
一ひ

と

人り

の
負ふ

傷し
ょ
う

者し
ゃ

も

逮た
い

捕ほ

者し
ゃ

も
出だ

さ
ず
、〝
忍お

ぼ

草く
さ

の

言い

い
分ぶ

ん

〞
を
天て

ん

下か

に
知し

ら
し

め
た
」
と
激げ

き

賞し
ょ
うし
て
い
る
。

　

１
９
５
５
年ね

ん

、
米べ

い

軍ぐ
ん

が

「
北き

た

富ふ

士じ

演え
ん

習し
ゅ
う

場じ
ょ
う」
忍お

ぼ

草く
さ

入い
り

会あ
い

地ち

を
「
無む

断だ
ん

使し

用よ
う

」
し
て

い
る
こ
と
に
抗こ

う

議ぎ

、
忍お

ぼ

草く
さ

入い
り

会あ
い

組く
み

合あ
い

の
決け

っ

死し

隊た
い

３
０
０
人に

ん

（
戸と

）
が
突と

つ

入に
ゅ
うに
成せ

い

功こ
う

、
２
０

数す
う

人に
ん

の
騎き

馬ば

隊た
い

が
米べ

い

軍ぐ
ん

の
構か

ま

え
る
カ
ー
ビ
ン
銃じ

ゅ
う

の
「
槍や

り

衾ぶ
す
ま」

を
破や

ぶ

っ
た
。
こ
の
時と

き

は
防ぼ

う

衛え
い

施し

設せ
つ

庁ち
ょ
う
の
方ほ

う

が
手て

を
上あ

げ
、

演え
ん

習し
ゅ
う

場じ
ょ
うの
う
ち
「
３
０
０
ヘ

ク
タ
ー
ル
払は

ら

い
下さ

げ
」
を
取と

り
付つ

け
た
。

　

東と
う

大だ
い

法ほ
う

学が
く

部ぶ

の
加か

藤と
う

一い
ち

郎ろ
う

助じ
ょ

教き
ょ
う

授じ
ゅ

（
後の

ち

の
東と

う

大だ
い

総そ
う

長ち
ょ
う

）

な
ど
入い

り
あ
い会
権け

ん

を
専せ

ん

門も
ん

と
す
る

名な

だ
た
る
学が

く

者し
ゃ

た
ち
と
の
き

ず
な
も
多お

お

く
、
彼か

れ

ら
は
忍お

ぼ

草く
さ

入い
り
あ
い会
組く

み

合あ
い

を
応お

う

援え
ん

し
た
。
防ぼ

う

衛え
い

庁ち
ょ
うは
そ
ん
な
天あ

ま

野の

重し
げ

知の
り

を

恐お
そ

れ
た
。
内な

い

閣か
く

法ほ
う

制せ
い

局き
ょ
くの
役や

く

員い
ん

は
「
北き

た

富ふ

士じ

演え
ん

習し
ゅ
う

場じ
ょ
う

内な
い

の

林り
ん

野や

に
つ
い
て
有ゆ

う

す
る
所し

ょ

有ゆ
う

権け
ん

、
入い

り
あ
い会
権け

ん

そ
の
他ほ

か

の
権け

ん

利り

は
日に

本ほ
ん

国こ
く

憲け
ん

法ぽ
う

が
何な

ん

人に
ん

も
侵お

か

す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
と
し

て
保ほ

証し
ょ
うし
た
『
神し

ん

聖せ
い

な
財ざ

い

産さ
ん

権け
ん

』
で
あ
る
」
と
宣せ

ん

言げ
ん

文ぶ
ん

を

書か

い
て
天あ

ま

野の

に
エ
ー
ル
を
送お

く

り
、
軍ぐ

ん

事じ

評ひ
ょ
う

論ろ
ん

家か

の
林

は
や
し

茂し
げ

夫お

に
激げ

き

賞し
ょ
うさ
れ
た
。

　

天あ
ま

野の

は
一い

っ

貫か
ん

し
て
北き

た

富ふ

士じ

演え
ん

習し
ゅ
う

場じ
ょ
うの
『
全ぜ

ん

面め
ん

返へ
ん

還か
ん

、
平へ

い

和わ

利り

用よ
う

』
を
訴う

っ
た

え
続つ

づ

け
て
他た

界か
い

し
た
。

【
参さ

ん

考こ
う

文ぶ
ん

献け
ん

】『
北き

た

富ふ

士じ

演え
ん

習し
ゅ
う

場じ
ょ
う

と
天あ

ま

野の

重し
げ

知の
り

の
夢ゆ

め　

 

入に
ゅ
う

会か
い

権け
ん

を
め
ぐ
る
忍お

ぼ

草く
さ

の

闘た
た
か

い
』（
班

ま
だ
ら

目め

俊し
ゅ
ん

一い
ち

郎ろ
う

著ち
ょ

、

２
０
０
５
年ね

ん

、
彩さ

い

流り
ゅ
う

社し
ゃ

）

「草
くさ

一
いっ

本
ぽん

　ソダ一
ひと

束
たば

とっていない林
はやし

雑
ざつ

補
ほ

償
しょう

金
きん

はサギだ」という大
だい

看
かん

板
ばん

を背
せ

に
した天

あま

野
の

重
しげ

知
のり

。2002 年
ねん

、北
きた

富
ふ

士
じ

演
えん

習
しゅう

場
じょう

入
い

り口
ぐち

で

天
あま

野
の

重
しげ

知
のり

、天
あま

野
の

鉄
てつ

人
ひと

の父
ちち

北
きた

富
ふ

士
じ

演
えん

習
しゅう

場
じょう

の闘
とう

将
しょう

　

１
９
０
９
年ね

ん

１
月が

つ

１
日た

ち

、

富ふ

士じ

山さ
ん

の
北ほ

く

面め
ん

、
山や

ま

梨な
し

県け
ん

側が
わ

の
麓ふ

も
と

に
あ
る
忍お

し

野の

村む
ら

・
忍お

ぼ

草く
さ

生う

ま
れ
。
２
０
０
３
年ね

ん

１
２

月が
つ

３
０
日に

ち

、「
北き

た

富ふ

士じ

演え
ん

習し
ゅ
う

校
こう

名
めい

　

校こ
う

名め
い

『ESCO
LA H

EISEI SH
IGUEN

O
RI 

AM
AN
O

』
は
天あ

ま

野の

重し
げ

知の
り

の
こ
と
で
、
平へ

い

成せ
い

学が
く

院い
ん

を
経け

い

営え
い

す
る
天あ

ま

野の

鉄て
つ

人ひ
と

理り

事じ

長ち
ょ
うの
実じ

っ

父ぷ

だ
。
戦せ

ん

前ぜ
ん

、

富ふ

士じ

山さ
ん

の
山や

ま

梨な
し

県け
ん

側が
わ

に
あ
る
旧

き
ゅ
う

日に

本ほ
ん

帝て
い

国こ
く

陸り
く

軍ぐ
ん

が

買ば
い

収し
ゅ
う

使し

用よ
う

し
て
い
た
『
北き

た

富ふ

士じ

演え
ん

習し
ゅ
う

場じ
ょ
う』
に
対た

い

し

て
、
江え

戸ど

時じ

代だ
い

か
ら
地ち

域い
き

住じ
ゅ
う

民み
ん

が
入は

い

っ
て
専せ

ん

有ゆ
う

的て
き

に

使し

用よ
う

、
立た

ち
入い

っ
て
生せ

い

活か
つ

を
支さ

さ

え
た
「
入い

り
あ
い会
権け

ん

」
が

あ
る
と
交こ

う

渉し
ょ
う。
戦せ

ん

後ご

は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連れ

ん

合ご
う

国こ
く

軍ぐ
ん

総そ
う

司し

令れ
い

部ぶ

）
や
『
北き

た

富ふ

士じ

演え
ん

習し
ゅ
う

場じ
ょ
う』
を
使し

用よ
う

転て
ん

換か
ん

し
た

自じ

衛え
い

隊た
い

と
、
ベ
ト
ナ
ム
戦せ

ん

争そ
う

時じ

に
は
ア
メ
リ
カ
海か

い

兵へ
い

隊た
い

の
カ
ー
ビ
ン
銃じ

ゅ
う

の
前ま

え

に
〝
む
し
ろ
旗は

た

〞
を

掲か
か

げ
て
文も

字じ

通ど
お

り
命い

の
ち

を
か
け
て
闘た

た
か

い
、『
北き

た

富ふ

士じ

演え
ん

習し
ゅ
う

場じ
ょ
う』
闘と

う

争そ
う

を
指し

導ど
う

し
た
。『
天あ

ま

野の

天て
ん

皇の
う

』
と
呼よ

ば

れ
、
右う

翼よ
く

か
ら
も
、
左さ

翼よ
く

か
ら
も
一い

ち

目も
く

置お

か
れ
た
伝で

ん

説せ
つ

的て
き

人じ
ん

物ぶ
つ

と
し
て
知し

ら
れ
る
。
昭

し
ょ
う

和わ

・
平へ

い

成せ
い

期き

の

農の
う

民み
ん

運う
ん

動ど
う

家か

、
北き

た

富ふ

士じ

農の
う

民み
ん

運う
ん

動ど
う

の
指し

導ど
う

者し
ゃ

と
し

て
『
２
０
世せ

い

紀き

日に

本ほ
ん

人じ
ん

名め
い

辞じ

典て
ん

』
に
載の

る
名め

い

士し

だ
。

歴れ
き

代だ
い

「
防ぼ

う

衛え
い

庁ち
ょ
う

長ち
ょ
う

官か
ん

」
と
単た

ん

独ど
く

会か
い

見け
ん

し
た
『
北き

た

富ふ

士じ

闘と
う

争そ
う

』
の
中

ち
ゅ
う

心し
ん

人じ
ん

物ぶ
つ

。
闘と

う

争そ
う

の
原げ

ん

点て
ん

は
「
入い

り
あ
い会

権け
ん

」
の
思し

想そ
う

と
法ほ

う

研け
ん

究き
ゅ
うと
さ
れ
る
。
戦せ

ん

前ぜ
ん

の
忍お

し

野の

村む
ら

村そ
ん

長ち
ょ
う

時じ

代だ
い

に
、
東と

う

京き
ょ
う

電で
ん

灯と
う

（
現げ

ん

・
東と

う

京き
ょ
う

電で
ん

力り
ょ
く）
ダ

ム
に
よ
る
田た

畑は
た

被ひ

害が
い

補ほ

償し
ょ
うを
農の

う

民み
ん

の
実じ

つ

力り
ょ
く

行こ
う

使し

で
勝か

ち
取と

っ
た
、
と
紹

し
ょ
う

介か
い

さ
れ
て
い
る
。

...........　◆　...........

...........　◆　...........

日
に

本
ほん

語
ご

教
きょう

育
いく

が自
し

然
ぜん

に
身
み

についていく形
かたち

が理
り

想
そう

教
きょう

育
いく

理
り

念
ねん

『平
へい

成
せい

学
がく

院
いん

・天
あま

野
の

重
しげ

知
のり

』新
しん

校
こう

舎
しゃ

完
かん

成
せい

　
◆ 『
平へ

い

成せ
い

学が
く

院い
ん

・
天あ

ま

野の

重し
げ

知の
り

』◆
　

特と
く

集し
ゅ
う

錦
にしき

鯉
ごい

を観
かん

賞
しょう

でき
る畳
たたみ

の敷
し

かれた
日
に

本
ほん

間
ま

日
に

本
ほん

間
ま

錦
にしき

鯉
ごい

が泳
およ

ぐ日
に

本
ほん

庭
てい

園
えん

の池
いけ

日
に

本
ほん

庭
てい

園
えん

連
れん

絡
らく

先
さき

歴
れき

史
し
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